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本ガイドブックは、架け橋プログラム

の取組を収録したDVD（R６年３月

に配付）と併せて活用していただくこ

とで、取組についてより具体的にイメ

ージしていただけます。

DVDの全内容はYoutubeでもご覧

いただけます。幼保支援課のHPから

もアクセスできますので、ぜひ一度の

ぞいてみてください。

DVDは４つのチャプターに分かれて

います。研修内容に併せて部分的に

見ていただくこともおすすめです。

★園内研修や校内研修、保幼小の合同研修等

でぜひご活用ください

現場の先生方はまずは第３章をご視聴ください。架け橋期の

カリキュラムに基づいた実践を収録しています。ガイドブック

の実践例と併せて見ていただくとより効果的です。
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１１．．保保幼幼小小のの架架けけ橋橋ププロロググララムムがが目目指指すすもものの

「架け橋プログラム」は、①子どもに関わる大人が立場を越えて連携し、架け橋期（義務教育開
始前後の 5歳児から小学校 1年生の 2年間）にふさわしい②主体的・対話的で深い学びの実現
を図り、一人一人の多様性に配慮した上で③全ての子どもに学びや生活の基盤を育むことを目指
すものです。

ここれれままででのの接接続続期期（（55歳歳児児後後半半～～ススタターートトカカリリキキュュララムム期期））をを 22年年間間にに拡拡大大

①①子子どどももにに関関わわるる大大人人がが立立場場をを越越ええてて連連携携

★保幼小はもとより、家庭、地域、関係団体、教育行政も含めた様々な関係機関の連携が重要と

なります。特に、幼児教育と小学校教育は、他の学校段階等間の接続と比較して、カリキュラム

の特性（経験カリキュラムと教科カリキュラム）や教育方法（遊びを通した総合的な学びと教科

教育を中心とした学び）など、様々な違いを有しています。また幼児教育施設間の連携におい

ても、設置者（公立・私立）の違い、多様な施設類型の存在などがあるため、各市町村の教育

行政が部局を越えて連携を図り、幼児教育施設と小学校、さらには幼児教育施設間で「つな

がることのできる場」を設定していくことが大変重要となります。

②②主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びびのの実実現現

★カリキュラムや教育方法の違いはあっても、「子どもの育ち」や「子どもの学び」という視点で

みると、幼児教育施設と小学校はつながっています。現行の小学校学習指導要領でも、「幼児

期終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導を工夫することにより，幼稚園教育要領等に基

づく幼児期の教育を通して育まれた資質・能力を踏まえて教育活動を実施し，児童が主体的

に自己を発揮しながら学びに向かうことが可能となるようにすること」と示されているように、

幼児期に培われた資質・能力の基礎を教科教育へつなげていくことが求められています。ま

た、幼児教育施設においては、遊びを通して資質・能力の基礎を培うことのより一層の充実が

求められています。

③③全全ててのの子子どどももにに学学びびやや生生活活のの基基盤盤をを育育むむ

★各小学校区においては、設置者や施設類型にかかわらず、全ての５歳児がこの取組の対象で

あるため、「「①①子子どどももにに関関わわるる大大人人がが立立場場をを越越ええてて連連携携」」がより重要となります。

決して小学校教育の前倒しではないことに留意しましょう

保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領、

幼稚園教育要領、小学校学習指導要領をより実質的なものへ

大人の連携なくして、子どもの学びはつながりません

重要ポイント
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  市町村における意思決定
○所管や部局の枠を越えて取り組むことについて、市町村として意思決定する
○各所管課で担当者を配置する 

  園・校との合意の形成

  市町村による「話し合い」の体制整備

  ｢子どもをまんなかにして互いの教育内容を話し合う｣取組開始

　２２．．「「架架けけ橋橋ププロロググララムム」」のの進進めめ方方ののポポイインントト
　 「架け橋プログラム」とは、架け橋期(5歳児から1年生の2年間)の教育の充実を図るため、保幼小の先生、保護者
　や地域住民等が連携・ 協働して、全ての子どもに学びや生活の基盤を育むことを目指す取組のことです
   ⇒保幼小の先生が子どもをまんなかにして互いの教育内容を話し合う活動を通して、協働してカリキュラムを作成していきましょう　　　　　

○市町村担当者が各園・校に趣旨を説明するなどして、設置者（国公立・私立）、施設類型（保育所・幼稚園・ 
 認定こども園等）に関わらず、校区内のすべての施設と「子どもをまんなかにして互いの教育内容を率直に話 
 し合う取組」を進めることについて合意を得る   

○市町村が事務局の役割を担う（学校教育の専門的知見を有する教育委員会が中心となり促進体制の構築を図る）
○市町村の事務局で、ビジョンをもって進める計画を立てる（例）1年目はめざす子ども像を作成 2年目…等
○施設と相談のうえ、園長と校長・担任同士等による会議体の設置やカリキュラム作成に向けた計画を立てる

（１）校区内の「めざす子ども像」とそこに向けた０歳児からの「育みたい力」を決める
   ※すでにあるところは確認し、共有する

○校区内の子どもの｢よさ｣と｢課題｣を出し合い､どのような子どもを育てたいか｢めざす子ども像｣
 を決める（すでにあれば確認と共有）
       ・市町村の方針や園･小学校の教育目標、子どもの実態、保護者や地域の願いなどを踏まえて決める

    ・コミュニティスクールの｢めざす姿｣など既存のものを活用することも可能

○「めざす子ども像」に向けた０歳児から育みたい力を決める（すでにあれば確認と共有）
   ・「めざす子ども像」に向け、各年齢（０歳児～５歳児～１年生～６年生…）ではどのような資質・能力

   を育むのかを出し合い、決めていく。

       ※0から18歳(12歳)までを見通した学びの連続性にも配慮する   

（２）互いの教育内容を話し合う

○教育内容や指導方法を伝え合い、幼児期の学びが小学校の学習にどのようにつながって
 いるか互いに理解を深める
 ・校内研修・園内研修の相互参加などにより、実際の子どもの姿の事例を通して話し合うこと

 (例)・5歳児の園内研修に小学校が保育参観・協議まで参加しアドバイザー等を招聘して子どもの姿を通して話し合う

   ・共通の教材（「夏の遊び」「秋の遊び」「数量や図形」「言葉」等）を題材にして、子どもの姿から共通点や相違点等を話し合う

○「めざす子ども像｣に向けて、子どもたちに必要な｢園での活動や経験｣(指導計画等)や｢｢単元構成等｣(教育課程等)は
  何か、共通の視点をもって話し合う
  

  カリキュラムを実践・評価・改善していく取組の定着

○｢子どもをまんなかにして互いの教育内容を話し合う｣を継続し、カリキュラムを
 実践・評価・改善していく仕組みを定着させる  

すでに実施している
会を利用しましょう。

本資料は、R4年度に県教育委員会が文部科学省から受託して実施したモデル事業の実践を踏まえ、取組の進め方の参考としてまとめたものです

（３）話し合いを踏まえて｢架け橋期(5歳児～小1の２年間)のカリキュラム｣を協働して作成する

○これまでの話し合いや実践を踏まえて、事務局が中心となって
  (２)を繰り返しながら、「架け橋期のカリキュラム」に落とし
 込む
   

(参考資料)・R4.3.31文部科学省「幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）」
     ・R5.2.27中央教育審議会初等中等教育分科会「学びや生活の基盤をつくる幼児教育と小学校教育の接続について」

参考資料 令和７年１月改訂

高知県教育委員会幼保支援課

・学校運営協議会
・保幼小連絡会

・校区内保幼小合同研修
・授業研究
・園内研修への参加　
（協議も含む）
・交流活動などの打合せ
　実施・振り返りの会

・一日入学の振り返りの会
・引き継ぎ会　　　　　

ここどどもも
ままんんななかか

実践

カカリリキキュュララムム完完成成

話し合い
(評価・改善)

  

市
町
村
自
治
体
の
役
割

※
下
記
４
以
降
も
支
援
し
て
い
く
よ
う
に
す
る

⇐⇐ここここがが重重要要

モモデデルル地地域域のの「「架架けけ橋橋期期ののカカリリキキュュララムム」」をを活活
用用ししつつつつ、、園園とと小小学学校校がが協協働働ししてて、、「「架架けけ橋橋
期期ののカカリリキキュュララムム」」をを作作成成すするるここととももででききまますす。。

ままずずはは、、取取組組のの
「「年年間間計計画画」」をを作作成成すするる
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市市町町村村自自治治体体もも含含めめ、、地地域域全全体体でで架架けけ橋橋ププロロググララムムをを進進めめてていいくくここととにに合合意意

｢｢子子どどももををままんんななかかににししてて互互いいのの教教育育内内容容をを話話しし合合うう｣｣
取取組組開開始始 　　

　　

モデル地域の「架け橋期のカリキュラム」を活用しつつ、園と小学校が協働して、
「架け橋期のカリキュラム」を作成することもできます。

保育主管課
担当者

小学校主管課
担当者

①各部署の担当者が顔を見合わせて意志の確認をする

②小学校と校区内の5歳児が在籍する全ての園を確認し、
　　各施設に架け橋プログラムに取り組むことを伝え、合意を　　
　　得る
　　　　・話す内容　：　架け橋プログラムの目的・意義・よさ等
　参考資料：「幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）」R4文部科学省　　　　　　　　　　　　　　

　※１校区に複数園ある場合は、小学校と幼児教育施設とで校区内　　　　

　　　　の施設名を共有しておく

　※直接出向いて伝える場合は、各部署の担当者が共に説明をすると

　　　よい

　　　　
◆公立・私立全て　　◆保育所・幼稚園・認定こども園全て

　　　　

④下記　　　以降の取組を、
　　　・いつ、どこで、何を、どのように行うのか
　　　・1年目はどこまでするのか、2年目は・・・を担当者で相談して決める

⑤各施設の管理職と相談の上、会議体を設置する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（今ある会議体で使えるものを利用しましょう）

　　　　・管理職で話し合う会議　　　・5歳児、1年生の担任が話し合う会議
　　　　・幼児教育施設と小学校の教員が共に学ぶ場　　等

年年間間計計画画に落とし込む

単発の計画にならないよう、長期を
見通して計画する。（担当が変わる
ときに取組が途切れないように）

p.11へ

（２）互いの教育内容を話し合う ⇐ここが重要 p.43～

p.13へ

　　  カカリリキキュュララムムをを実実践践・・評評価価・・改改善善ししてていいくく取取組組のの定定着着 p.50へ

（１）校区内の「めざす子ども像」とそこに向けた０歳児からの「育みたい

　　　　力」を決める　　　　※すでにあるところは確認し、共有する

ｐ.７へ

（３）話し合いを踏まえて｢架け橋期(5歳児～小1の２年間)のカリキュラ

　　　ム｣を協働して作成する

『「架け橋プログラム」の進め方のポイント』の具体的な取組

ｐ.９
ｐ.10へ
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３３．．架架けけ橋橋期期ののカカリリキキュュララムム作作成成にに向向けけたた長長期期のの計計画画
　架け橋期のカリキュラム作成に向けて、どのくらいの期間かけるとよいのでしょうか。
取り組み始めて1年目に作成するのは難しいと思われる学校区も少なくないでしょう。作
成には「保保育育者者・・教教員員自自身身のの学学びびががああるる研研修修」」が欠かせません。しっかりと保幼小の学び
をつなぐために、架け橋期の子どもの姿を共有し、３年を目安に作成するのもよいでしょ
う。計画的に着実に進めていきましょう。

保保育育者者・・教教員員自自身身のの学学びびががああるる研研修修のの工工夫夫がが基基盤盤　　

　　　　　：「気付き・共有」の段階。それぞれの実践を持ち寄って情報交換をするなかで、
　　　　　　5歳児と1年生の学びの姿と指導の共通点や相違点に気付き、架け橋期のカリキュ
　　　　　　ラムのイメージを共有していく。

　　　　　：「話し合い・作成」の段階。栽培活動や飼育活動などの同種の活動に焦点を当てて話し
　　　　　　 合い、各活動で大事にしている経験や学びの姿を確認し、その背景にある環境の構成や
　　　　　　援助を整理する。さらに、それらを指導上の留意事項として書き込み、互いに歩み寄っ
　　　　　　て架け橋期のカリキュラムを作成。

　　　　　：「検証・改善」の段階。協働で作成した架け橋期のカリキュラムを各学校･園の年間指導　　
　　　　　　 計画に位置付け、検証していく。ＰＤＣＡサイクルの確立を通して、常によりよいもの
　　　　　　 に改善していく体制をつくる。

ステージ１：「気付き・共有」の段階　　　

ステージ２：「話し合い・作成」の段階　　　　　

ステージ３：「検証・改善」の段階

架
け
橋
期
の
教
育
の
充
実

広げるための
グループワーク

スステテーージジ１１：：「「気気付付きき・・共共有有」」
（（１１～～２２年年目目））

スステテーージジ２２：：「「話話合合いい・・作作成成」」
（（２２～～３３年年目目））

スステテーージジ３３：：「「検検証証・・改改善善」」

めざす子ども像作成
架架けけ橋橋期期ののカカリリキキュュララムム

作作成成

カリキュラムの

実施・検証・改善へ

保保
育育
者者
・・
教教
職職
員員
自自
身身

のの
学学
びび
のの
ああ
るる
研研
修修

◆公開保育公開授業の
　協議までの相互参加
　　　　　（p.43～）
◆互いの教育の理解を
　図る研修（p.46～）
 （同種の活動等の研修）

継続

大阪総合保育大学　特任教授　神長美津子氏　資料より

各校区でどのステージにあたるの
かを検討しながら進めていきま
しょう

どの活動を通して相互の教育の理解を
図っていくのかを校区で考え、できる
ところから始めていきましょう

ステージ１

ステージ２

ステージ３
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１１．．架架けけ橋橋ププロロググララムムをを進進めめるるたためめのの体体制制づづくくりり（（春春野野東東小小学学校校区区をを参参考考にに））

企企画画運運営営会会議議（（自自治治体体））

架け橋プログラム推進担当者
（各自治体の保幼小連携・接続の担当者）

※架け橋コーディネーター（幼児教育施設と小学
校等の施設をつなぐ役割を担う者）や県保幼小
連携アドバイザー等に協力を依頼することも可
能です。

架け橋プログラムに取り組む際に、
まずは体制づくりを考えてみましょ
う。従来ある会議と兼ね合わせて行う
ことも可能です。自治体における保幼
小連携・接続担当者が中心となって
「企画運営会議」を行うなど、架け橋
プログラムをどのように進めていくか
の年間ビジョンを決め、見通しをもっ
て実行していくとよいでしょう。

カカリリキキュュララムム開開発発委委員員会会

（（年年１１～～２２回回程程度度））
園・小学校管理職、

架け橋コーディネーター
幼児教育アドバイザー、保護者 等

自治体による年間のビジョンをもと
に校区のめざす子ども像や架け橋期
のカリキュラムの作成・振り返り、
連絡会・園内研修・校内研修等を含
む校区の年間計画を作成する。

連連絡絡会会
（（３３かか月月にに１１回回程程度度））

５歳児、１年生担任、連携・接続担当者
管理職等、架け橋コーディネーター等

互いの教育内容を理解するための話合いを行う。

（p.46～）

担担当当者者会会
((３３かか月月にに 11回回程程度度))

各施設の連携・接続担当者

年間のスケジュールの調整等を行ったり、実践

を共有したりする。

公公開開保保育育・・研研究究授授業業
幼児教育施設職員、小学校教員

架け橋コーディネーター等

小学校教員が保育を参観したり、保育者が授業

を参観したりして、共通の視点やねらいについて

子どもの姿をもとに語り合う。（p.４3～）

月 実施日 項目 内容等 参加者 実施場所 講師

4

○ 開発委員会
※中学校区の連絡協議会
　と兼ねて開催

○ 担当者会

○カリキュラム実践の確認

○年間スケジュールの確認

・１小５園の管理職

・担当者

・幼保支援AD
・保幼小連携AD
・架け橋コーディ　
　ネーター　等

5

○１年生公開授業 ・５歳児担任、管理職等
・自治体

6

○ 第１回連絡会 ○教材研究
（例「数量・図形」をテーマ
に幼児期の遊びの中の学びと
小学校の算数科のつながりを
考える）

・５歳児担任、担当者等
・１年生担任、担当者等
・自治体

7

8

○ 第１回 ５歳児公開保育 ○（　　　　）園 ・保育者、小学校教員等
・自治体

・幼保支援AD

9

○ 第２回連絡会 ○交流活動に向けて ・５歳児担任、担当者等
・１年生担任、担当者等
・自治体

10

○第１回交流活動 ○ 1年生が園へ ・５歳児担任、担当者等
・１年生担任、担当者等
・自治体

・幼保支援AD
・保幼小連携AD

11

○第２回交流活動 ○5歳児が小学校へ ・５歳児担任、担当者等
・１年生担任、担当者等
・自治体

12

○ 第２回 ５歳児公開保育 ○（　　　　）園 ・５歳児担任、担当者等
・１年生担任、担当者等
・自治体

・幼保支援AD

1

○ １日入学

○ 第３回連絡会
 ※１日入学と兼ねて開催

○5歳児が小学校へ

○カリキュラムの振り返り等

・５歳児担任、担当者等
・１年生担任、担当者等
・自治体

2

○開発委員会
※中学校区の連絡協議会
　と兼ねて開催

○実践の共有、カリキュラム
の振り返り等

・１小５園の管理職等
・自治体

・幼保支援AD
・保幼小連携AD

3

２２..架架けけ橋橋ププロロググララムム　　年年間間計計画画

　　　　　　　　  小小学学校校区区でで計計画画をを共共有有ししてておおくくとと取取組組をを進進めめややすすくくななりりまますす

令和7年度　架け橋プログラム　年間計画(例)

実施園・校 春野東小学校・春野中央保育園・春野平和保育園・うららか保育園・へいわ幼稚園・春野学園

　 年度当初に担当者が集まり、公開保育や交流

活動、連絡会などの日程を決めておくことで見通

しをもって取組を進めることができます。

　 入学当初の小学校の授業を知ることで、

子どもの様子を知るだけでなく、小学校教

育への見通しをもつことにもつながります。

　 実際の進め方のイメージはp.46を参考に

してください。

　 8月に実施することで1年生担任だけでなく、多くの小

学校教員が参加しやすくなります。また、協議まで参加す

ることで幼児期の遊びの中の学びについて共通理解を

深めることにつながります。

　 交流活動の取組の具体については、p．33～

を参考にしてください。

　 カリキュラムを実践した振り返りも大切

なポイントです。実際の取組はp.50を参考

にしてください。

　 アドバイザーの派遣については幼保支援課の

HPから申込みが可能です。ぜひご活用ください。

　 年度当初にカリキュラムの実践を確認する

ことで、組織的な取組となるようにします。

　 アドバイザーがいることで、幼児期に大切にし

たいことや環境構成等についても詳しく伝えても

らうことができます。
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１１．．架架けけ橋橋ププロロググララムムをを進進めめるるたためめのの体体制制づづくくりり（（春春野野東東小小学学校校区区をを参参考考にに））

企企画画運運営営会会議議（（自自治治体体））

架け橋プログラム推進担当者
（各自治体の保幼小連携・接続の担当者）

※架け橋コーディネーター（幼児教育施設と小学
校等の施設をつなぐ役割を担う者）や県保幼小
連携アドバイザー等に協力を依頼することも可
能です。

架け橋プログラムに取り組む際に、
まずは体制づくりを考えてみましょ
う。従来ある会議と兼ね合わせて行う
ことも可能です。自治体における保幼
小連携・接続担当者が中心となって
「企画運営会議」を行うなど、架け橋
プログラムをどのように進めていくか
の年間ビジョンを決め、見通しをもっ
て実行していくとよいでしょう。

カカリリキキュュララムム開開発発委委員員会会

（（年年１１～～２２回回程程度度））
園・小学校管理職、

架け橋コーディネーター
幼児教育アドバイザー、保護者 等

自治体による年間のビジョンをもと
に校区のめざす子ども像や架け橋期
のカリキュラムの作成・振り返り、
連絡会・園内研修・校内研修等を含
む校区の年間計画を作成する。

連連絡絡会会
（（３３かか月月にに１１回回程程度度））

５歳児、１年生担任、連携・接続担当者
管理職等、架け橋コーディネーター等

互いの教育内容を理解するための話合いを行う。

（p.46～）

担担当当者者会会
((３３かか月月にに 11回回程程度度))

各施設の連携・接続担当者

年間のスケジュールの調整等を行ったり、実践

を共有したりする。

公公開開保保育育・・研研究究授授業業
幼児教育施設職員、小学校教員

架け橋コーディネーター等

小学校教員が保育を参観したり、保育者が授業

を参観したりして、共通の視点やねらいについて

子どもの姿をもとに語り合う。（p.４3～）

月 実施日 項目 内容等 参加者 実施場所 講師

4

○ 開発委員会
※中学校区の連絡協議会
　と兼ねて開催

○ 担当者会

○カリキュラム実践の確認

○年間スケジュールの確認

・１小５園の管理職

・担当者

・幼保支援AD
・保幼小連携AD
・架け橋コーディ　
　ネーター　等

5

○１年生公開授業 ・５歳児担任、管理職等
・自治体

6

○ 第１回連絡会 ○教材研究
（例「数量・図形」をテーマ
に幼児期の遊びの中の学びと
小学校の算数科のつながりを
考える）

・５歳児担任、担当者等
・１年生担任、担当者等
・自治体

7

8

○ 第１回 ５歳児公開保育 ○（　　　　）園 ・保育者、小学校教員等
・自治体

・幼保支援AD

9

○ 第２回連絡会 ○交流活動に向けて ・５歳児担任、担当者等
・１年生担任、担当者等
・自治体

10

○第１回交流活動 ○ 1年生が園へ ・５歳児担任、担当者等
・１年生担任、担当者等
・自治体

・幼保支援AD
・保幼小連携AD

11

○第２回交流活動 ○5歳児が小学校へ ・５歳児担任、担当者等
・１年生担任、担当者等
・自治体

12

○ 第２回 ５歳児公開保育 ○（　　　　）園 ・５歳児担任、担当者等
・１年生担任、担当者等
・自治体

・幼保支援AD

1

○ １日入学

○ 第３回連絡会
 ※１日入学と兼ねて開催

○5歳児が小学校へ

○カリキュラムの振り返り等

・５歳児担任、担当者等
・１年生担任、担当者等
・自治体

2

○開発委員会
※中学校区の連絡協議会
　と兼ねて開催

○実践の共有、カリキュラム
の振り返り等

・１小５園の管理職等
・自治体

・幼保支援AD
・保幼小連携AD

3

２２..架架けけ橋橋ププロロググララムム　　年年間間計計画画

　　　　　　　　  小小学学校校区区でで計計画画をを共共有有ししてておおくくとと取取組組をを進進めめややすすくくななりりまますす

令和7年度　架け橋プログラム　年間計画(例)

実施園・校 春野東小学校・春野中央保育園・春野平和保育園・うららか保育園・へいわ幼稚園・春野学園

　 年度当初に担当者が集まり、公開保育や交流

活動、連絡会などの日程を決めておくことで見通

しをもって取組を進めることができます。

　 入学当初の小学校の授業を知ることで、

子どもの様子を知るだけでなく、小学校教

育への見通しをもつことにもつながります。

　 実際の進め方のイメージはp.46を参考に

してください。

　 8月に実施することで1年生担任だけでなく、多くの小

学校教員が参加しやすくなります。また、協議まで参加す

ることで幼児期の遊びの中の学びについて共通理解を

深めることにつながります。

　 交流活動の取組の具体については、p．33～

を参考にしてください。

　 カリキュラムを実践した振り返りも大切

なポイントです。実際の取組はp.50を参考

にしてください。

　 アドバイザーの派遣については幼保支援課の

HPから申込みが可能です。ぜひご活用ください。

　 年度当初にカリキュラムの実践を確認する

ことで、組織的な取組となるようにします。

　 アドバイザーがいることで、幼児期に大切にし

たいことや環境構成等についても詳しく伝えても

らうことができます。
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◆始始めめるる前前にに 参加しない職員にも下記①②の付箋を書いてもらっておく。協議時間によっては参加

者も事前に書いて持参するとよい。

◆◆進進めめ方方

１．ネームペンを使って付箋に自分の意見を端的に書く。（１人２色×３セット）

〔付箋〕①桃色：自園・校の子どものよさ ②青色：自園・校の子どもの課題

２．付箋の意見に言葉を足しながら発表する。似た内容は同じところに貼ったり、 発言内容を追記したり、

グルーピングしタイトルを付けたりして、可視化しながら（１）～（４）（◆協議のイメージ参照）の順に進める。

※（３）（４）は、違う色の付箋を使ったりそのまま模造紙に書いたりして、グルーピングしながら進める。

３．（４）の意見の中から特に育みたい力にマーク（３つ程度）を付ける。

４．マークを付けた内容からめざす子ども像を決める。

◆協協議議ののイイメメーージジ

◆進め方 ◆シートのイメージ

１ 各施設で、校区のめざす子ども像に向けた、

各年齢・学年（２学年程度でもよい）の具体的

な姿を考える（シートがあるとよい）

２ 各施設で考えてきたものを持ち寄り、出し合い

ながら決めていく

（（１１））子子どどももののよよささ

・強み

・誇れるところ

（（４４））育育みみたたいい力力

（（２２））課課題題

・弱み

・難しいと思うところ

（（３３））要要因因

・障壁

・課題と感じている

ことの理由

めざす子ども像「○○○○○○○○○」
各年齢の具体的な姿

０･１歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 １年生 ２年生 3･4年生 5･6 年生

架け橋期

～～００歳歳児児かかららのの具具体体的的なな姿姿もも表表ししななががらら～～

【【目目的的】】架け橋期を中心として、0 歳児から１２年間の育ちと捉え、校区（又は市町村）でどのような
子どもを育てたいのかを明確にすることで、そこに関わる全ての大人が同じ目的をもって子
どもの資質・能力を育む意識をもつ。

【【ポポイインントト】】・校区内の子どものよさや課題など実際の子どもの姿から考えていく。

【【準準備備すするる物物】】 ググルルーーププ：：模造紙１枚、カラーマジックペン、 個人：付箋４色（3 セット）、ネームペン

【【所所要要時時間間・・人人数数等等】】・・60 分程度 ・校区内単位又は５人程度
※管理職が出席することでめざす子ども像が決定しやすい

◎◎複複数数ののググルルーーププががああるる等等、、時時間間内内にに決決めめるるここととがが
ででききななかかっったた場場合合のの取取りりままととめめ例例
・自治体が取りまとめ、後日各園･小に確認をとる
・後日の管理職の会で決定する

めめざざすす子子どどもも像像

めざす子ども像に向けた、０歳児から小学６年生
までの具体的な姿を考える〔〔～～めめざざすす子子どどもも像像がが決決ままっったたらら～～〕〕

３３．．めめざざすす子子どどもも像像ににつついいてて
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◆始始めめるる前前にに 参加しない職員にも下記①②の付箋を書いてもらっておく。協議時間によっては参加

者も事前に書いて持参するとよい。

◆◆進進めめ方方

１．ネームペンを使って付箋に自分の意見を端的に書く。（１人２色×３セット）

〔付箋〕①桃色：自園・校の子どものよさ ②青色：自園・校の子どもの課題

２．付箋の意見に言葉を足しながら発表する。似た内容は同じところに貼ったり、 発言内容を追記したり、

グルーピングしタイトルを付けたりして、可視化しながら（１）～（４）（◆協議のイメージ参照）の順に進める。

※（３）（４）は、違う色の付箋を使ったりそのまま模造紙に書いたりして、グルーピングしながら進める。

３．（４）の意見の中から特に育みたい力にマーク（３つ程度）を付ける。

４．マークを付けた内容からめざす子ども像を決める。

◆協協議議ののイイメメーージジ

◆進め方 ◆シートのイメージ

１ 各施設で、校区のめざす子ども像に向けた、

各年齢・学年（２学年程度でもよい）の具体的

な姿を考える（シートがあるとよい）

２ 各施設で考えてきたものを持ち寄り、出し合い

ながら決めていく

（（１１））子子どどももののよよささ

・強み

・誇れるところ

（（４４））育育みみたたいい力力

（（２２））課課題題

・弱み

・難しいと思うところ

（（３３））要要因因

・障壁

・課題と感じている

ことの理由

めざす子ども像「○○○○○○○○○」
各年齢の具体的な姿

０･１歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 １年生 ２年生 3･4年生 5･6 年生

架け橋期

～～００歳歳児児かかららのの具具体体的的なな姿姿もも表表ししななががらら～～

【【目目的的】】架け橋期を中心として、0 歳児から１２年間の育ちと捉え、校区（又は市町村）でどのような
子どもを育てたいのかを明確にすることで、そこに関わる全ての大人が同じ目的をもって子
どもの資質・能力を育む意識をもつ。

【【ポポイインントト】】・校区内の子どものよさや課題など実際の子どもの姿から考えていく。

【【準準備備すするる物物】】 ググルルーーププ：：模造紙１枚、カラーマジックペン、 個人：付箋４色（3 セット）、ネームペン

【【所所要要時時間間・・人人数数等等】】・・60 分程度 ・校区内単位又は５人程度
※管理職が出席することでめざす子ども像が決定しやすい

◎◎複複数数ののググルルーーププががああるる等等、、時時間間内内にに決決めめるるここととがが
ででききななかかっったた場場合合のの取取りりままととめめ例例
・自治体が取りまとめ、後日各園･小に確認をとる
・後日の管理職の会で決定する

めめざざすす子子どどもも像像

めざす子ども像に向けた、０歳児から小学６年生
までの具体的な姿を考える〔〔～～めめざざすす子子どどもも像像がが決決ままっったたらら～～〕〕

３３．．めめざざすす子子どどもも像像ににつついいてて
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◆◆進進めめ方方

１．項目を決める。

架け橋期２年間の生活や学びが、つな

がりのある連続したものと捉えやすいよう、

園と小学校は、同じ項目にする。

各校区等の「めざす子どもの姿」をもと

に、どのような項目があるとよいのか、「幼

保小の架け橋プログラムの実施に向けて

の手引き（初版）」（R4.3.31 文部科学省）や、モ

デル地域の架け橋期のカリキュラムの項目

等を参考にするとよい。

個別最適な学びのヒントは幼児教育にあるともいわれることから、幼児教育の基本である

「環境構成」「環境作り」、「保育者の関わり」「先生の関わり」は項目立てするとよい。

２． カリキュラムにおける「めざす子どもの姿」を考える。

① 保幼小で架け橋期の具体的な子どもの姿（ｐ.１１下 参照）をもとに、発達や学びの特性を考慮しながら、

各時期の「めざす子どもの姿」を考える。

複数園ある場合は、各園の５歳児の年間指導計画のねらい等の共通点を確認し合いながら

考える。

② 幼児教育施設と小学校で共有し合いながら、決めていく。

※以下全て、保幼小で共有し合いながら作成する

～～ここれれままででのの保保幼幼小小のの職職員員にによよるる子子どどもものの姿姿ををももととににししたた話話しし合合いい～～

【【目目的的】】 保幼小が相互理解を深め、教育課程や指導計画等を具体化できるよう、共通の視点をも
って架け橋期のカリキュラムを作成する。

【【ポポイインントト】】 保幼小が顔を見合わせ、子どもの姿をもとにした話し合いを積み重ね、作成する。

【【準準備備すするる物物】】 保幼小で、子どもの姿をもとに話し合ってきた模造紙等

話し合いが行われていない場合は、まずは p.４3～等を複数回
実施してから作成しましょう。

双方の教育を理解することも架け橋プログラムにおける取組で
重要となるため、常に共有し、協働しながら作成することが大切

31

遊びや学びのプロセスで
大切にしたい経験

めざす子どもの姿

予想される活動

保育者の関わり

環境構成

家庭や地域との連携

行事等（子供・先生）

学びのプロセスで
大切にしたい経験

めざす子どもの姿

生活科を中心とした主な活動

他教科との関連

先生の関わり

環境作り

行事等（子供・先生）

家庭や地域との連携

重要

４４．．架架けけ橋橋期期ののカカリリキキュュララムムのの作作りり方方

R6 モデル地域架け橋期のカリキュラムより（pp.15-18）

３． 「遊びや学びのプロセスで大切にしたい経験」を考える。

① 年間で何を表していくとよいかを考え、柱を決める。

モデル地域の幼児教育施設

「探究を楽しむ」を中心に「７つの大切にしたい経験」を柱と

した。

モデル地域の小学校

「探究する」を中心に「生活科の学びのプロセス」を柱とし

た。

② 柱を中心に、そのとき見られる具体的な資質・能力を周りに

記載していく。

①②共に、公開保育の協議の模造紙や「同種の

活動等の話し合い」（ｐ.46）の模造紙にある経験

や育ちつつある力（資質・能力）等を参考にする。

４．「予想される活動」「生活科を中心とした活動等」を考える。

保幼小で研修した、同種の活動等を書き込むのもよい。

小学校：各校の生活科年間単元計画（p.２６）を参考にする。

５．「環境構成」「環境作り」、「保育者の関わり」「先生の関わり」を考える。

① 「同種の活動等の話し合い」等で共有した、大事にしている経験や学びの姿の背景にある「環境構成」

や「関わり」を整理して記載する。

幼児教育施設 年間指導計画も参考にする。

小学校 幼児教育施設の「環境構成」「保育者の関わり」やその意図を知り、小学校の

授業実践に活かしていく。

年年度度当当初初：：２２年年間間ののカカリリキキュュララムムをを確確認認しし実実践践

◉幼児教育施設は小学校を見通した教育・保育となるよう、小学校は幼児教育を生かした授業と

なるよう、互いのカリキュラムにも目を通し、実践する

年年度度終終わわりり：：保保幼幼小小がが集集ままりり、、振振りり返返りりをを行行うう

◉使ってみてどうだったか（成果・課題等）振り返り、次年度に活かせるようにする

複複数数園園のの場場合合はは、、各各施施設設のの年年間間指指導導計計画画にに架架けけ橋橋期期ののカカリリキキュュララムムをを反反映映すするる

※モデル地域では「７つの大切にしたい経験」を自園の年間指導計画の内容と照らし合わせ、ないも

のは追記した。また７つの経験が表されている部分に下線を引き、校区の架け橋期のカリキュラムと

の関連を明確にして、実践していきやすいものにした

完完成成後後

Ｒ.６  架け橋期のカリキュラム（保育所・幼稚園・認定こども園）

遊びや学びのプロセスで大切にしたい経験                       

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
　
　
　
め
ざ
す
子
供
の
姿

年年長長児児ににななっったた喜喜びびをを感感じじ、、自自分分ののででききるるここととをを
ししよよううととししたたりり、、友友達達とと一一緒緒にに取取りり組組んんででいいくく楽楽

ししささをを感感じじたたりりすするる。。 

 
・それぞれのイメージや思いを出しながら自分た

　ちで遊びを進めようとする。  

・クラスで過ごすことを楽しみながら、安心感を

　もったり、つながりを感じたりしていく。  

・生活の中ですることが分かり、見通しをもって

　取り組んでいくようになる。  

 

友友達達同同士士でで刺刺激激しし合合いいななががらら自自分分ななりりのの目目的的ををももっってて遊遊びび、、自自分分のの力力
をを伸伸ばばししてていいくく。。  

 
・自分の考えを出したり相手の考えを受け入れたりしながら友達と工　

　夫したり協力したりして、遊ぶ楽しさを感じる。  

・一緒にすることを楽しみながら自分の力を伸ばしていくようになる。  

・身近な事象と関わる中で、変化、仕組み、法則性などについて気付 

　くようになる。  

・ものの色や形、性質などに関心をもち、遊びを楽しくするために必

　要な物を作ったり、探したり、試したりするようになる。  

 友友達達とと共共通通のの目目的的にに向向かかいい、、友友達達とと協協力力ししてて、、遊遊びびをを進進めめてていいくく楽楽ししささをを味味わわうう。。 
 
・友達のよさを感じなが ら共通の目的に向かって遊びを進め、目的を実現し達成感を味わう。  

・思ったり考えたりした ことを相手に分かるように話すとともに、気を付けて人の話を聞くよう

   になる。  

・自分の目標に向かって あきらめず挑戦し、自分の力を伸ばしていくようになる。 

・数量や文字に対して興 味や関心をもち、進んで遊びに使おうとする。  

・様々な人との関わりの 中で刺激を受けながら、自分 の見方や考えを広げる。  
・地域の行事や職場体験 等体験したことを遊びに取り入れ、より本物らしく再現できるように追

　究していくようになる 。  
 

遊遊びびやや生生活活をを自自分分たたちちでで つつくくっってていいくく中中でで、、一一人人一一人人ののよよささ
がが生生かかさされれ、、ククララススのの連連 帯帯感感がが深深ままるる。。  

 
・自分達でルールを作り 、守って遊びを楽しむようになる。  

・グループやクラスの中 で、役割を意識して取り組むように

　なる。 

・自分の成長を感じ園生 活の充実感を味わう。  

・就学に向けて期待をも ちながら意欲的に過ごす。  
・自分たちの生活に見通 しをもち、楽しみながら進めていき、

　充実感を味わう。  
・友達との遊びを進めな がら互いのよさを認め合い、友達と

　過ごす喜びを感じる。  

 

予
想
さ
れ
る
活
動 

 

指
導
上
の
配
慮
事
項

 
 

保
育
者
の
関
わ
り

・ややっってていいここううととすするる姿姿やや気気持持ちち をを認認めめ励励まますす 。 
・一一人人一一人人のの楽楽ししみみ方方を受け止める。 

・友達と一緒に遊ぶ楽しさに共共感感 していく。  
・自然物等の気気付付ききをを一一緒緒にに楽楽ししむむ。。  

・見見通通ししををももっってて取り組めるようにする。  

・生活や遊びについて、互互いいのの話話をを聞聞きき合合うう場場面面をつくる。  
・発見や感動に共共感感すするる。。  

・・友達の遊ぶ様子から刺激を得られるようにする。 
・友達の考えを聞いたり自分の思いを伝えたりすることで、新たな視

点を見い出していけるように、いいざざここざざやや葛葛藤藤のの場場面面をを大大切切ににすするる。。  

・友友達達とと助助けけ合合っってて取取りり組組 んんででいいるる気気持持ちちにに共共感感する。  
・自分の力を出せた喜び や、友達と一緒にやり遂げた満満足足感感が味わえるようにする。  

・行事等は子子供供のの興興味味やや経経験験 が生かせるものに する。  
・目目標標にに向向かかうう頑張りを認 めたり一緒に取り組んだりしながら、やってみようとする気持ちを

   大切にする。 
・イイメメーージジがが実実現現するような材料や方法を 一一緒緒にに考考ええ、、実実現現ししてていいくく喜びが味わえるようにする。 

・互いに認認めめ合合いい支支ええ合合うう関関係係をを育育むむ学学級級のの雰雰囲囲気気をつくる。  
・一人一人が自信をもっ て行動している姿を認め、就就学学へへのの

      期期待待にに共共感感していくよ うにする。 
・感感動動をを皆皆でで共共有有することや 伝伝ええ合合うう喜喜びびを、十分に味わえ

   るようにする。  

環
境
構
成

・発発見見やや工工夫夫 を伝えたり、一緒に調べたりする状
   況を作る。  

・したいことをじじっっくくりり楽楽ししめめるる時時間間とと空空間間をを保保

      障障する。  

・栽培 ･飼育等は、子供と相談しながら決めていく。 

・イイメメーージジをを広広げげらられれるるよようう、様々な素材・材料・遊具の置き場所や
　数量等を工夫したり、図図鑑鑑やや写写真真等等をを活活用用したりする。  

・水・砂・泥等の自然物の感触や性質を楽しんだり発見したりできる
　よう、場場のの設設定定やや道道具具のの選選定定など工夫する。 

・繰繰りり返返しし挑挑戦戦しながら、 試試ししたたりり工工夫夫ししたたりりででききるる場場を用意する 。  

・挑戦する意欲を高める 環境を構成したり、友達と協協力力 する状況をつくったりする。 

・体を動かし、挑戦して みたくなるような環境を構成したり共に楽しんだりする。 
・探究することを楽しめ るよう、多多様様なな素素材材・・材材料料・・遊遊具具を準備したり、場や時間を保障したり
   する。 

・これまでの経経験験をを生生かか しして遊びに必要なものを自分達で選選択択ででききるる状状況況をつくったりする。  

・今まで頑張ったことが繰繰りり返返しし楽楽ししめめるるよよううなな場場やや遊遊具具をを

      用用意意する。  
・これまでの経験を生か して、友友達達とと遊遊びびをを進進めめてていいけけるるよ
   うな材料や遊具を準備 する。  

・遊びを通して数数量量（（時時間間 ））やや文文字字にに関関心心がもてるような環環
      境境をを工工夫夫する。  

家
庭
や

地
域
と

の
連
携

・家庭との信信頼頼関関係係づづくくりりを大切にする。 ・子供の園での具体的な姿を直接保護者に伝えながら、子供の良いと

　ころを家庭と一緒に伸ばそうとする。  

・生活リズムを整えることの大切さについて保護者と共有していく。 

・子供の困り感に対して 、園での環境の工夫や保育者の関わり方、友達とのやり取りなどを保護

　者に具体的に伝えたり 、家庭での様子を聞いたりしながら、子供の成成長長をを共共にに考考ええるる。 

・自然との関わり等、豊 かな体験が家庭にもつながるように生活の様子を 知らせる。  

・就学に向けての不不安安やや困困りり感感にに寄寄りり添添いい ながら個別の相談

　を受ける。  

・学校生活につながるよ う、校区を歩くことや持ち物を自分

　で準備できるよう、家家庭庭とと連連携携して取り組む。

行
事
等

子
供

                                                         　                                                         ○交流会　　　　　　　　　○交流会　　　　　　 　　                        　　○一日 入学　　　　　　　　　○卒園式
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生
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春野東小学校区 めざす子供像
「主体的にチャレンジし、学びを将来につなぐことができる子ども」～学びの芽生え・学力向上に向けて～
  D)郷土愛A)チャレンジ精神 B)自尊・他尊 C)コミュニケーション力めざす子供像の実現に向けた共通して取り組みたい指導

保

育

所

・

幼

稚

園

・

認

定

こ

ど

も

園

自自分分のの言言葉葉でで伝伝ええるる

自自分分のの役役割割をを知知るる

見見通通しし ををももつつ

栽栽培培･･飼飼育育 をを通通ししてて

小小ささいい組組ののおお世世話話ををすするる

生生活活のの場場をを広広げげるる

試試すす
相相談談すするる

友友達達のの考考ええをを取取りり入入 れれるる 折折りり合合いいをを付付けけるる

自自分分ののややりりたたいいここととへへ向向かか うう

素素材材をを見見付付けけるる

素素材材をを選選ぶぶ

素素材材やや材材料料をを工工夫夫すするる

自自分分ののややりりたたいいこことと をを見見付付けけるる

思思いいののぶぶつつかかりり合合いい

遊遊びびのの広広ががりり

変変化化にに気気付付くく

季季節節ごごととのの自自然然ややもものの
ととのの関関わわりりがが広広ががるる

水水ややりり等等ののおお世世話話をを すするる
繰繰りり返返しし関関わわるる

調調べべるる・・尋尋ねね るる

　　　

   友達や先生と一緒に

探究することを楽しむ

関わりが広がり深まる
自己調整する気持ちが芽生える

新しいクラスで安定
自己発揮する

協同を楽しむ
ようになる

感じる・気付く
不思議に思う

振り返る・納得する

考える・工夫する
試行錯誤する

役役割割分分担担ををすするる

友友達達とと協協力力すするる

教教ええ合合うう 役役割割をを見見付付けけるる

話話しし合合うう

共共通通のの目目的的をを見見いい出出すす

イイメメーージジやや考考ええをを交交流流すするる

ククララススのの仲仲間間とと力力をを合合わわせせるる

自自信信ををももっってて
生生活活すするる

何何度度もも挑挑戦戦すするる

身身体体をを いいっっぱぱいい使使うう

競競いい合合うう

ルルーールル をを考考ええるる

失失敗敗ししててもも諦諦 めめなないい

経経験験をを 生生かかししてて再再現現すするる

遊遊びびやや生生活活のの
　　　　集集団団がが広広ががるる

満満足足感感 をを味味わわうう

自自分分のの力力をを発発揮揮すするる

本本物物ららししささににここだだわわ るる

友友達達とと 気気持持ちちをを
　　　　　　 通通わわせせるる

ククララススのの色色々々なな友友達達ととつつなな ががりりををももつつ

ここれれまま ででのの経経験験をを生生かかすす

自自分分ななりりのの課課題題をを考考ええてて　　 　　　　
　　　　　　　　　　ややりり遂遂げげるる

就就学学にに ああここががれれやや
期期待待感感 ををももつつ

達達成成感感をを味味わわうう

友友達達のの よよささをを認認めめ合合うう

異異年年齢齢にに伝伝ええるる

ククララススのの一一員員ととししてて自自覚覚をを ももつつ

イイメメーージジをを膨膨ららまませせ るる

・身近な自然 物に関わり興味や関心を広 げ、様々なことに気付いた り、驚いたり、不思議さを 感じたり、それを伝えたり するようになる。
 
・季節の移り 変わりを感じながら、自然 に親しんだり遊びに取り入 れたりするようになる。  

興味・ 関心をもって自然物に親し む 水・砂・泥などを使 った遊び 身体を使った遊び 秋の自然を取 り入れた遊び 昔遊び・正月 遊び

「わあきれい。不思議 だね。どうなるのかな」 「こう したいから、これ使おう」「 やってみたら、こうなった よ」「あとちょっと。
　もう一回やってみよう 」

「レジ作ったよ」「 看板も必要だね」 「今日も挑戦す るぞ」
「こうするとお もしろいね」

一一人人一一人人のの思思いいがが満満足足ででききるるよよううなな関関わわりりをを大大切切ににすするる

事例１ 事例2 事例3 事例4 、11、 12 事例５

①健康な心と体
②自立心
③協同性

④道徳性・規範
　意識の芽生え
⑤社会生活との
　関わり
⑥思考力の芽生

　え
⑦自然との関わ
　り・生命尊重
⑧数量や図形、

　標識や文字へ
　の関心・感覚
⑨言葉による伝
　え合い

⑩豊かな感性と
　表現

自自分分たた ちちのの成成長長をを感感じじるる

みみんんななでで力力をを 合合わわせせてて楽楽ししむむ

誘誘うう・・誘誘わわれれるる

新たなことに
興味・関心をもつ

より広い世界に
興味・関心をもつ

事例10

劇遊び

事例13

自信をもって生活

事例 14

「こうしたら小さい子

　が嬉しくなるね。 ぼ　　　

　くは こうするね」

「ぼくは こっちをするね」
「こう したらもっといいね」

学校生活を楽しむ

　　　学びに向かう主体的な姿

探究する
課題発見・課題解決

行為する・表現する

活動や体験する

感じる・考える思いや願いをもつ

見つける・比べる・例える
試す・見通す・工夫する

相手意識をもって活動する・伝える

友達の思いを受け止める
表現方法を工夫する

♡出会わせ方を工夫する
 経験をつなぐ

♡「どうしたい？」

♡「どうなりたい？」

気付きの質が高まる

繰り返し挑戦する・協働する
ルールや方法を工夫する

広がる・深まる振り返る
意欲・自信をもつ

直接的に働きかける
見通しをもって活動する

試行錯誤する学校生活に慣れる

生活上必要な習慣や技能を習得する

期待感をもつ
幼児期の経験を生かす

安心・安全に過ごす

自己発揮する

学びのプロセスで大切にしたい経験                       

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

　
め
ざ
す
子
供
の
姿

・・幼幼児児期期のの経経験験をを生生かかししななががらら学学習習やや生生活活にに取取

　　りり組組んんででいいるる。。  
・・学学校校ででのの生生活活はは、、様様々々なな人人やや施施設設とと関関わわっってて
　　いいるるここととがが分分かかりり、、楽楽ししくく安安心心  ししてて過過ごごそそうう
　　ととししてていいるる。。  
・友達や先生と一緒に挑戦しようとしている。 

・不思議に感じたことについて見通しを

　もって調べたり、自分の考えを友達に
　伝えたりしている。 
・地域の自然に触れることで四季の変化
　や季節の特徴を確かめながら、身近な
　自然を楽しんでいる。 

・互いの話に関心を持ち、相手の思いや考えを受けて話したり、聞いた

　りしている。 
・学習や生活の中で、自己の課題を見付け、解決のために活動を工夫し
　たり、他者に伝えたりしている。 
・身近な自然を観察したり、地域の行事に関わったりするなどの活動を
　通して、そのすばらしさに気付き、親しみをもって関わろうとしてい

　る。 

・自分自身の生活や成長を振り返る活動を通し

　て、自分の成長に気付いている。 
・支えてくれている人々に感謝の気持ちをもち、
　自分の成長への期待をもって意欲的に生活し
　ようとしている。 
・クラスや学校の一員としての存在や役割に喜

　びを感じている。 

生
活
科
を

中
心

と
し

た
活
動
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教

科
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他
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先
生
の
関
わ
り

・「「ややっっててみみたたいい」」 「「ししりりたたいい」」「「 ででききるるよよううににななりり たたいい」」とと
　　思思ええるるよよううなな学学習習 対対象象ととのの出出会会わわ せせ方方、、思思いいやや願願いい をを大大切切にに

　　ででききるるよよううなな学学習習 展展開開をを工工夫夫すするる 。（（通通年年））  

・園園ででのの経経験験をを引引きき 出出すす投投げげかかけけをを しし、、 子子供供とと一一緒緒 にに活活動動のの流流
　　れれをを考考ええるる。。  （（通通年年）） 

・やってみた いこと、聞いてみた いことなどを引き 出し、興
　味・関心を高めて 、学学校校たたんんけけんん をを中中心心に学習活動 を展開する。  

・学校生活の 流れやきまり、学習 の流れやルールを 確認しつつ、

　園園ででのの経経験験がが生生かか せせるるよよううにに一緒 に考え、進める 。  
・発発言言ややつつぶぶややきき、、 絵絵ななどどをを活活用用しし てて、、 思思考考のの流流れれ ややめめああててのの

　　達達成成にに向向けけたた考考ええ をを支支援援ででききるる板板 書書ををすするる。。（（通通年年 ））

・つつぶぶややききやや活活動動のの 様様子子をを丁丁寧寧にに見見 取取りり、、働働ききかかけけ、、
　　活活動動のの充充実実ににつつなな げげるる。。（（通通年年））  

・学学習習活活動動やや学学習習形形 態態をを工工夫夫しし、、子子 供供のの伝伝ええ合合うう気気

　　持持ちちをを引引きき出出すす。。 （（通通年年））  
・身 近な自然を観察 することで、それ らの違違いいやや特特

　　徴徴をを見見付付けけたり、 伝伝ええ合合っったたりりでき るようにする。  
・身 近なことを伝え 合い、語彙が豊か になるよう学

　習を進める。（国 語科「みんなに はなそう」との

　関連）
・  適適切切にに振振りり 返返りりをを行行いい、、次次時時にに 生生かかすす。。（（通通年年 ））

・つぶやき や活動の様子から、 次の活動へつな げたり、発想を広 げたり、頑張り を紹介した
　りすること で、相手や仲間を意 識して活動でき るようにする。

・チャレン ジしようとする姿や 頑張りを認める 声がけをすること で、自己肯定感 を高める。

・虫を探し たり飼育したりして 、親しみをもち 、生き物を大切に しようとする心 を育む。
・秋の自然 を利用して遊んだり 、遊びに使う物 を工夫して作った りできるように することで、

　遊びを広げ たり、異年齢児との 関わりをもった りできるようにす る。
・生活科で 経験したことや想像 したことなどか ら書くことを見付 け、必要な事柄 を集めたり、

　確かめたり して、伝えたいこと が明確になるよ うにする。（国語 科「はっけんし たよ」

　「おもい出 してかこう」との関 連）

・取り組ん だことを多多様様なな 方方法法でで表表現現できるよう にする。  
・自分の成 長は、周囲の人 々に支えられている ことや内面的

　な成長 に気付き、２年生 への願いや期待 感な どをもつこと

　ができ るようにする。 
・一人一人 の成長や取組の 過過程程 をを認認めめながら、友 達の成成長長へへ

　　のの気気付付 きき、学級  全体 の成長を喜喜びび合合 ええるるよよううにに、児児童童 ののつつ
　　ぶぶややきき やや発発言言を認めたり 、広げ  たり する。  

・文章に対 する感想を伝え 合い、自分の文章の 内容や表現の

　よいと  ころを見付け る。（国語科の「 １年かんをふり かえ
　ろう」 との関連）  

環
境
作
り

・教職員に学 習のねらいや活動内 容を周知し、 1年生が 親しみ・

　興味・関心をも  てるような 関わりの協力を依頼 する。  
・園園ででのの生生活活やや経経験験 をを聞聞きき取取りり、、始始 業業前前ににもも自自由由にに使使 ええるる道道具具やや

　　くくつつろろげげるるススペペーー スス、、各各教教科科にに関関 連連すするる教教材材等等をを準準 備備すするる。。　　

　　（（通通年年））  
・自分ででき た気持ちがもてるよ うに学校探検や当 番活動などの

　場面で視覚支援を 取り入れる。  
・年年度度末末にに自自ららのの成成 長長にに気気付付くくこことと ががででききるるよよううにに、、 学学習習のの足足跡跡

　　ををポポーートトフフォォリリオオ やや写写真真等等でで残残しし てておおくく。。（（通通年年））  

・園 の「水遊び」の 環環境境をを聞聞きき取取りり 、経経験験にに合合わわせせ

    てて材料 、素材などの教 材との出会わせ方 を工夫する。  
・自自らら思思考考ししたたりり試試 ししたたりりででききるるよよ ううにに、道具・材　 　

　料の数や量、置き 方を工夫する。  

・季季節節ごごととのの生生きき物物 やや季季節節のの遊遊びび等等 、、追追究究ししたたいい気気
　　持持ちちをを引引きき出出すすよよ ううにに関関連連すするる図図 書書等等をを教教室室にに置置

　　きき、、季季節節のの変変化化へへ のの気気付付ききをを促促すす 。。（（通通年年））  
・自 由に思いを伝え 合う場や雰囲気を つくり、言葉

　などで伝伝ええるる喜喜びび をを感感じじらられれるるよう にする。  

・自ら活動 できるように、 自自由由 にに使使ええるる材材料料やや 道道具具を種類ごとに 分類し、使いやす い場所に

　準備したり 、収集した物を分類 して保管できる スペースを準備し たりし、様々な 素材の特
　徴に気付く ようにする。  

・友達と共共通通 のの目目標標にに向向かかっってて 学習を進めること ができるように 、単単元元ののゴゴーールル ままででのの授授業業

　　の流れを話 し合い、それらを 可可視視化化することで 、自ら確認しな がら学習や活動に向 かえる
　ようにして おく。  

・友達との 共通点・相違点、自 分自身のよさに 気付けるよう、子 供同士がよりつ ながるよう
　に、学習や 活動では適適切切ににググルル ーーププ活活動動を取り 入れる。  

 

・冬ならで はの遊びの経験 が発揮できるように 、自自由由にに使使ええ

　　るる材材料料 やや道道具具をを種種類類ごごとと にに分分類類しし、使使いいややすすいい 場場所所にに準準備備
　　する。  

・これまで の学学習習やや生生活活のの 足足跡跡の掲示物を意識し て、自ら自

　身の成 長を振り返ること ができるよう、 ICT を活 用するな
　ど、掲掲示示 のの仕仕方方をを工工夫夫する 。  

 

家
庭

地
域

と
の

連
携

・めざす子供の 姿と共にスタカリ期 の学校生活や授 業について大

　切にしていること を、通通信信やや保保護護 者者説説明明会会等等でで伝伝 ええるる。  

・児 童が主主体体的的にに物物 事事にに関関わわろろううとと すするる姿姿や経験し

　ていることを家家庭庭 やや地地域域にに発発信信し、 児童の成長を

　温かく見守ってい けるようにする 。 

・生活科の 「家庭生活に関わる 活動」の目的や 内容について、児 童自ら、自分の 役割を家庭

　の中で積極 的に果たしたり、規 則正しく健康に 気を付けて生活し たりできるよう に、家庭

　に協協力力をを 呼呼びびかかけけるるとともに、 ICT などを活用して 活動の様子を記録す る。  

・生活科「 自分自身の生活 や成長を振り返る活 動」の目的や

　内容に ついて、児童が自自分分 のの成成長長をを実実感感 でき るように、家家　　

　　庭庭ででもも成成 長長をを一一緒緒にに喜喜ぶぶ ここととががででききるるよよううなな 投投げげかかけけをす
　る。  

行
事
等

子供 ○入学式                                                              ○交流会      ○交流会        ○一日入学

先生 ○参観日        ○引継ぎ連絡会              ○交流会の打ち合わせ   ○園内研修・校内研修への参加（年間を通して）            ○交流会の振り返り     ○引継ぎ会 

春野東小学校区 めざす子供像
「主体的にチャレンジし、学びを将来につなぐことができる子ども」～学びの芽生え・学力向上に向けて～
  D)郷土愛A)チャレンジ精神 B)自尊・他尊 C)コミュニケーション力めざす子供像の実現に向けた共通して取り組みたい指導

Ｒ.６ 架け橋期のカリキュラム（小学校）

ススタターートトカカリリキキュュララムム

なつがやってきた
（生活・国語・算数・図画工作・体育）

いきものとなかよし
（生活・国語・算数・道徳）

たのしいあきいっぱい
（生活・国語・算数・図画工作・音楽・道徳）

ふゆをたのしもう
（生活・国語・体育）

もうすぐ２年生
（生活・国語・音楽）

がっこうせいかつ

すたあと

きれいにさいてね

（生活・国語・算数・図画工作）　　　

ががっっここううたたんんけけんん

（生活・国語・算数・図画工作・特別活動・道徳）

国語・算数・生活・音楽・体育・図工・道徳・特別活動

さあはじめよう
ひととつながることば
よろしくね

ほんがたくさん（国語）

かきたいものなあに
ちょきちょきかざり
（図画工作）

こんなことしたよ（みんなにはなそう）

みんなにはなそう（国語）

あわせていくつふえるといくつ

のこりはいくつちがいはいくつ（算数）

ぺったんころころ
（図画工作）

いきものランド
水あそび（体育）

鉄棒遊び・かけっこ・リレーあそび等（体育）

わかりやすくせいりしよう
10よりおおきいかず（算数）

はなしたいなききたいな
（国語）

ほんはともだち
はっけんしたよ（国語）

どちらがおおい（算数）

どんなあいさつをしますか（道徳）

かざってなにいれよう
はこでつくったよ（図画工作）

いいおとみつけて（音楽）

おもい出してかこう（国語）

かたちあそび（算数）

わたしがおねえさんよ（道徳）

小学校のことを紹介しよう
1年かんをふりかえろう（国語）

みんなで合わせて（音楽）

いろんなうごきのうんどうあそび（体育）

小

　

　
学

　

　

校

自分の成長に気付き
新しい目標に向かう

♡「どうだった？」

♡「どうしてた？」
♡「どうしたらいい？」

①健康な心と体
②自立心
③協同性
④道徳性・規範
　意識の芽生え

⑤社会生活との
　関わり
⑥思考力の芽生
　え
⑦自然との関わ
　り・生命尊重

⑧数量や図形、
　標識や文字へ
　の関心・感覚
⑨言葉による伝
　え合い
⑩豊かな感性と

　表現

事例15・６ 事例７ 事例８ 事例16・９

R6 モデル地域架け橋期のカリキュラムより（pp.15-18）
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◆◆進進めめ方方

１．項目を決める。

架け橋期２年間の生活や学びが、つな

がりのある連続したものと捉えやすいよう、

園と小学校は、同じ項目にする。

各校区等の「めざす子どもの姿」をもと

に、どのような項目があるとよいのか、「幼

保小の架け橋プログラムの実施に向けて

の手引き（初版）」（R4.3.31 文部科学省）や、モ

デル地域の架け橋期のカリキュラムの項目

等を参考にするとよい。

個別最適な学びのヒントは幼児教育にあるともいわれることから、幼児教育の基本である

「環境構成」「環境作り」、「保育者の関わり」「先生の関わり」は項目立てするとよい。

２． カリキュラムにおける「めざす子どもの姿」を考える。

① 保幼小で架け橋期の具体的な子どもの姿（ｐ.１１下 参照）をもとに、発達や学びの特性を考慮しながら、

各時期の「めざす子どもの姿」を考える。

複数園ある場合は、各園の５歳児の年間指導計画のねらい等の共通点を確認し合いながら

考える。

② 幼児教育施設と小学校で共有し合いながら、決めていく。

※以下全て、保幼小で共有し合いながら作成する

～～ここれれままででのの保保幼幼小小のの職職員員にによよるる子子どどもものの姿姿ををももととににししたた話話しし合合いい～～

【【目目的的】】 保幼小が相互理解を深め、教育課程や指導計画等を具体化できるよう、共通の視点をも
って架け橋期のカリキュラムを作成する。

【【ポポイインントト】】 保幼小が顔を見合わせ、子どもの姿をもとにした話し合いを積み重ね、作成する。

【【準準備備すするる物物】】 保幼小で、子どもの姿をもとに話し合ってきた模造紙等

話し合いが行われていない場合は、まずは p.４3～等を複数回
実施してから作成しましょう。

双方の教育を理解することも架け橋プログラムにおける取組で
重要となるため、常に共有し、協働しながら作成することが大切

31

遊びや学びのプロセスで
大切にしたい経験

めざす子どもの姿

予想される活動

保育者の関わり

環境構成

家庭や地域との連携

行事等（子供・先生）

学びのプロセスで
大切にしたい経験

めざす子どもの姿

生活科を中心とした主な活動

他教科との関連

先生の関わり

環境作り

行事等（子供・先生）

家庭や地域との連携

重要

４４．．架架けけ橋橋期期ののカカリリキキュュララムムのの作作りり方方

R6 モデル地域架け橋期のカリキュラムより（pp.15-18）

３． 「遊びや学びのプロセスで大切にしたい経験」を考える。

① 年間で何を表していくとよいかを考え、柱を決める。

モデル地域の幼児教育施設

「探究を楽しむ」を中心に「７つの大切にしたい経験」を柱と

した。

モデル地域の小学校

「探究する」を中心に「生活科の学びのプロセス」を柱とし

た。

② 柱を中心に、そのとき見られる具体的な資質・能力を周りに

記載していく。

①②共に、公開保育の協議の模造紙や「同種の

活動等の話し合い」（ｐ.46）の模造紙にある経験

や育ちつつある力（資質・能力）等を参考にする。

４．「予想される活動」「生活科を中心とした活動等」を考える。

保幼小で研修した、同種の活動等を書き込むのもよい。

小学校：各校の生活科年間単元計画（p.２６）を参考にする。

５．「環境構成」「環境作り」、「保育者の関わり」「先生の関わり」を考える。

① 「同種の活動等の話し合い」等で共有した、大事にしている経験や学びの姿の背景にある「環境構成」

や「関わり」を整理して記載する。

幼児教育施設 年間指導計画も参考にする。

小学校 幼児教育施設の「環境構成」「保育者の関わり」やその意図を知り、小学校の

授業実践に活かしていく。

年年度度当当初初：：２２年年間間ののカカリリキキュュララムムをを確確認認しし実実践践

◉幼児教育施設は小学校を見通した教育・保育となるよう、小学校は幼児教育を生かした授業と

なるよう、互いのカリキュラムにも目を通し、実践する

年年度度終終わわりり：：保保幼幼小小がが集集ままりり、、振振りり返返りりをを行行うう

◉使ってみてどうだったか（成果・課題等）振り返り、次年度に活かせるようにする

複複数数園園のの場場合合はは、、各各施施設設のの年年間間指指導導計計画画にに架架けけ橋橋期期ののカカリリキキュュララムムをを反反映映すするる

※モデル地域では「７つの大切にしたい経験」を自園の年間指導計画の内容と照らし合わせ、ないも

のは追記した。また７つの経験が表されている部分に下線を引き、校区の架け橋期のカリキュラムと

の関連を明確にして、実践していきやすいものにした

完完成成後後

Ｒ.６  架け橋期のカリキュラム（保育所・幼稚園・認定こども園）

遊びや学びのプロセスで大切にしたい経験                       

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
　
　
　
め
ざ
す
子
供
の
姿

年年長長児児ににななっったた喜喜びびをを感感じじ、、自自分分ののででききるるここととをを
ししよよううととししたたりり、、友友達達とと一一緒緒にに取取りり組組んんででいいくく楽楽

ししささをを感感じじたたりりすするる。。 

 
・それぞれのイメージや思いを出しながら自分た

　ちで遊びを進めようとする。  

・クラスで過ごすことを楽しみながら、安心感を

　もったり、つながりを感じたりしていく。  

・生活の中ですることが分かり、見通しをもって

　取り組んでいくようになる。  

 

友友達達同同士士でで刺刺激激しし合合いいななががらら自自分分ななりりのの目目的的ををももっってて遊遊びび、、自自分分のの力力
をを伸伸ばばししてていいくく。。  

 
・自分の考えを出したり相手の考えを受け入れたりしながら友達と工　

　夫したり協力したりして、遊ぶ楽しさを感じる。  

・一緒にすることを楽しみながら自分の力を伸ばしていくようになる。  

・身近な事象と関わる中で、変化、仕組み、法則性などについて気付 

　くようになる。  

・ものの色や形、性質などに関心をもち、遊びを楽しくするために必

　要な物を作ったり、探したり、試したりするようになる。  

 友友達達とと共共通通のの目目的的にに向向かかいい、、友友達達とと協協力力ししてて、、遊遊びびをを進進めめてていいくく楽楽ししささをを味味わわうう。。 
 
・友達のよさを感じなが ら共通の目的に向かって遊びを進め、目的を実現し達成感を味わう。  

・思ったり考えたりした ことを相手に分かるように話すとともに、気を付けて人の話を聞くよう

   になる。  

・自分の目標に向かって あきらめず挑戦し、自分の力を伸ばしていくようになる。 

・数量や文字に対して興 味や関心をもち、進んで遊びに使おうとする。  

・様々な人との関わりの 中で刺激を受けながら、自分の見方や考えを広げる。  
・地域の行事や職場体験 等体験したことを遊びに取り入れ、より本物らしく再現できるように追

　究していくようになる 。  
 

遊遊びびやや生生活活をを自自分分たたちちでで つつくくっってていいくく中中でで、、一一人人一一人人ののよよささ
がが生生かかさされれ、、ククララススのの連連 帯帯感感がが深深ままるる。。  

 
・自分達でルールを作り 、守って遊びを楽しむようになる。  

・グループやクラスの中 で、役割を意識して取り組むように

　なる。 

・自分の成長を感じ園生 活の充実感を味わう。  

・就学に向けて期待をも ちながら意欲的に過ごす。  
・自分たちの生活に見通 しをもち、楽しみながら進めていき、

　充実感を味わう。  
・友達との遊びを進めな がら互いのよさを認め合い、友達と

　過ごす喜びを感じる。  

 

予
想
さ
れ
る
活
動 

 

指
導
上
の
配
慮
事
項

 
 

保
育
者
の
関
わ
り

・ややっってていいここううととすするる姿姿やや気気持持ちちをを認認めめ励励まますす 。 
・一一人人一一人人のの楽楽ししみみ方方を受け止める。 

・友達と一緒に遊ぶ楽しさに共共感感 していく。  
・自然物等の気気付付ききをを一一緒緒にに楽楽ししむむ。。  

・見見通通ししををももっってて取り組めるようにする。  

・生活や遊びについて、互互いいのの話話をを聞聞きき合合うう場場面面をつくる。  
・発見や感動に共共感感すするる。。  

・・友達の遊ぶ様子から刺激を得られるようにする。 
・友達の考えを聞いたり自分の思いを伝えたりすることで、新たな視

点を見い出していけるように、いいざざここざざやや葛葛藤藤のの場場面面をを大大切切ににすするる。。  

・友友達達とと助助けけ合合っってて取取りり組組 んんででいいるる気気持持ちちにに共共感感する。  
・自分の力を出せた喜び や、友達と一緒にやり遂げた満満足足感感が味わえるようにする。  

・行事等は子子供供のの興興味味やや経経験験 が生かせるものにする。  
・目目標標にに向向かかうう頑張りを認 めたり一緒に取り組んだりしながら、やってみようとする気持ちを

   大切にする。 
・イイメメーージジがが実実現現するような材料や方法を 一一緒緒にに考考ええ、、実実現現ししてていいくく喜びが味わえるようにする。 

・互いに認認めめ合合いい支支ええ合合うう関関係係をを育育むむ学学級級のの雰雰囲囲気気をつくる。  
・一人一人が自信をもっ て行動している姿を認め、就就学学へへのの

      期期待待にに共共感感していくよ うにする。 
・感感動動をを皆皆でで共共有有することや 伝伝ええ合合うう喜喜びびを、十分に味わえ

   るようにする。  

環
境
構
成

・発発見見やや工工夫夫 を伝えたり、一緒に調べたりする状
   況を作る。  

・したいことをじじっっくくりり楽楽ししめめるる時時間間とと空空間間をを保保

      障障する。  

・栽培 ･飼育等は、子供と相談しながら決めていく。 

・イイメメーージジをを広広げげらられれるるよようう、様々な素材・材料・遊具の置き場所や
　数量等を工夫したり、図図鑑鑑やや写写真真等等をを活活用用したりする。  

・水・砂・泥等の自然物の感触や性質を楽しんだり発見したりできる
　よう、場場のの設設定定やや道道具具のの選選定定など工夫する。 

・繰繰りり返返しし挑挑戦戦しながら、 試試ししたたりり工工夫夫ししたたりりででききるる場場を用意する 。  

・挑戦する意欲を高める 環境を構成したり、友達と協協力力 する状況をつくったりする。 

・体を動かし、挑戦して みたくなるような環境を構成したり共に楽しんだりする。 
・探究することを楽しめ るよう、多多様様なな素素材材・・材材料料・・遊遊具具を準備したり、場や時間を保障したり
   する。 

・これまでの経経験験をを生生かか しして遊びに必要なものを自分達で選選択択ででききるる状状況況をつくったりする。  

・今まで頑張ったことが繰繰りり返返しし楽楽ししめめるるよよううなな場場やや遊遊具具をを

      用用意意する。  
・これまでの経験を生か して、友友達達とと遊遊びびをを進進めめてていいけけるるよ
   うな材料や遊具を準備 する。  

・遊びを通して数数量量（（時時間間 ））やや文文字字にに関関心心がもてるような環環
      境境をを工工夫夫する。  

家
庭
や

地
域
と

の
連
携

・家庭との信信頼頼関関係係づづくくりりを大切にする。 ・子供の園での具体的な姿を直接保護者に伝えながら、子供の良いと

　ころを家庭と一緒に伸ばそうとする。  

・生活リズムを整えることの大切さについて保護者と共有していく。 

・子供の困り感に対して 、園での環境の工夫や保育者の関わり方、友達とのやり取りなどを保護

　者に具体的に伝えたり 、家庭での様子を聞いたりしながら、子供の成成長長をを共共にに考考ええるる。 

・自然との関わり等、豊 かな体験が家庭にもつながるように生活の様子を知らせる。  

・就学に向けての不不安安やや困困りり感感にに寄寄りり添添いい ながら個別の相談

　を受ける。  

・学校生活につながるよ う、校区を歩くことや持ち物を自分

　で準備できるよう、家家庭庭とと連連携携して取り組む。

行
事
等

子
供

                                                         　                                                         ○交流会　　　　　　　　　○交流会　　　　　　 　　                        　　○一日 入学　　　　　　　　　○卒園式

先
生

　　　　　　　　　　○参観日　　　　○引継ぎ連絡会 　        　　　　　　　　　　 　　　　○交流会の打ち合せ　　　　　　　　　○園内研修・校内研修への参加（年間を通して）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ○交流会の振り返り       　　○引継ぎ連絡会 　　　○要録

春野東小学校区 めざす子供像
「主体的にチャレンジし、学びを将来につなぐことができる子ども」～学びの芽生え・学力向上に向けて～
  D)郷土愛A)チャレンジ精神 B)自尊・他尊 C)コミュニケーション力めざす子供像の実現に向けた共通して取り組みたい指導

保

育

所

・

幼

稚

園

・

認

定

こ

ど

も

園

自自分分のの言言葉葉でで伝伝ええるる

自自分分のの役役割割をを知知るる

見見通通しし ををももつつ

栽栽培培･･飼飼育育 をを通通ししてて

小小ささいい組組ののおお世世話話ををすするる

生生活活のの場場をを広広げげるる

試試すす
相相談談すするる

友友達達のの考考ええをを取取りり入入 れれるる 折折りり合合いいをを付付けけるる

自自分分ののややりりたたいいここととへへ向向かか うう

素素材材をを見見付付けけるる

素素材材をを選選ぶぶ

素素材材やや材材料料をを工工夫夫すするる

自自分分ののややりりたたいいこことと をを見見付付けけるる

思思いいののぶぶつつかかりり合合いい

遊遊びびのの広広ががりり

変変化化にに気気付付くく

季季節節ごごととのの自自然然ややもものの
ととのの関関わわりりがが広広ががるる

水水ややりり等等ののおお世世話話をを すするる
繰繰りり返返しし関関わわるる

調調べべるる・・尋尋ねね るる

　　　

   友達や先生と一緒に

探究することを楽しむ

関わりが広がり深まる
自己調整する気持ちが芽生える

新しいクラスで安定
自己発揮する

協同を楽しむ
ようになる

感じる・気付く
不思議に思う

振り返る・納得する

考える・工夫する
試行錯誤する

役役割割分分担担ををすするる

友友達達とと協協力力すするる

教教ええ合合うう 役役割割をを見見付付けけるる

話話しし合合うう

共共通通のの目目的的をを見見いい出出すす

イイメメーージジやや考考ええをを交交流流すするる

ククララススのの仲仲間間とと力力をを合合わわせせるる

自自信信ををももっってて
生生活活すするる

何何度度もも挑挑戦戦すするる

身身体体をを いいっっぱぱいい使使うう

競競いい合合うう

ルルーールル をを考考ええるる

失失敗敗ししててもも諦諦 めめなないい

経経験験をを 生生かかししてて再再現現すするる

遊遊びびやや生生活活のの
　　　　集集団団がが広広ががるる

満満足足感感 をを味味わわうう

自自分分のの力力をを発発揮揮すするる

本本物物ららししささににここだだわわ るる

友友達達とと 気気持持ちちをを
　　　　　　 通通わわせせるる

ククララススのの色色々々なな友友達達ととつつなな ががりりををももつつ

ここれれまま ででのの経経験験をを生生かかすす

自自分分ななりりのの課課題題をを考考ええてて　　 　　　　
　　　　　　　　　　ややりり遂遂げげるる

就就学学にに ああここががれれやや
期期待待感感 ををももつつ

達達成成感感をを味味わわうう

友友達達のの よよささをを認認めめ合合うう

異異年年齢齢にに伝伝ええるる

ククララススのの一一員員ととししてて自自覚覚をを ももつつ

イイメメーージジをを膨膨ららまませせ るる

・身近な自然 物に関わり興味や関心を広 げ、様々なことに気付いた り、驚いたり、不思議さを 感じたり、それを伝えたり するようになる。
 
・季節の移り 変わりを感じながら、自然 に親しんだり遊びに取り入 れたりするようになる。  

興味・ 関心をもって自然物に親し む 水・砂・泥などを使 った遊び 身体を使った遊び 秋の自然を取 り入れた遊び 昔遊び・正月 遊び

「わあきれい。不思議 だね。どうなるのかな」 「こう したいから、これ使おう」「 やってみたら、こうなった よ」「あとちょっと。
　もう一回やってみよう 」

「レジ作ったよ」「 看板も必要だね」 「今日も挑戦す るぞ」
「こうするとお もしろいね」

一一人人一一人人のの思思いいがが満満足足ででききるるよよううなな関関わわりりをを大大切切ににすするる

事例１ 事例2 事例3 事例4 、11、 12 事例５

①健康な心と体
②自立心
③協同性

④道徳性・規範
　意識の芽生え
⑤社会生活との
　関わり
⑥思考力の芽生

　え
⑦自然との関わ
　り・生命尊重
⑧数量や図形、

　標識や文字へ
　の関心・感覚
⑨言葉による伝
　え合い

⑩豊かな感性と
　表現

自自分分たた ちちのの成成長長をを感感じじるる

みみんんななでで力力をを 合合わわせせてて楽楽ししむむ

誘誘うう・・誘誘わわれれるる

新たなことに
興味・関心をもつ

より広い世界に
興味・関心をもつ

事例10

劇遊び

事例13

自信をもって生活

事例 14

「こうしたら小さい子

　が嬉しくなるね。 ぼ　　　

　くは こうするね」

「ぼくは こっちをするね」
「こう したらもっといいね」

学校生活を楽しむ

　　　学びに向かう主体的な姿

探究する
課題発見・課題解決

行為する・表現する

活動や体験する

感じる・考える思いや願いをもつ

見つける・比べる・例える
試す・見通す・工夫する

相手意識をもって活動する・伝える

友達の思いを受け止める
表現方法を工夫する

♡出会わせ方を工夫する
 経験をつなぐ

♡「どうしたい？」

♡「どうなりたい？」

気付きの質が高まる

繰り返し挑戦する・協働する
ルールや方法を工夫する

広がる・深まる振り返る
意欲・自信をもつ

直接的に働きかける
見通しをもって活動する

試行錯誤する学校生活に慣れる

生活上必要な習慣や技能を習得する

期待感をもつ
幼児期の経験を生かす

安心・安全に過ごす

自己発揮する

学びのプロセスで大切にしたい経験                       

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

　
め
ざ
す
子
供
の
姿

・・幼幼児児期期のの経経験験をを生生かかししななががらら学学習習やや生生活活にに取取

　　りり組組んんででいいるる。。  
・・学学校校ででのの生生活活はは、、様様々々なな人人やや施施設設とと関関わわっってて
　　いいるるここととがが分分かかりり、、楽楽ししくく安安心心  ししてて過過ごごそそうう
　　ととししてていいるる。。  
・友達や先生と一緒に挑戦しようとしている。 

・不思議に感じたことについて見通しを

　もって調べたり、自分の考えを友達に
　伝えたりしている。 
・地域の自然に触れることで四季の変化
　や季節の特徴を確かめながら、身近な
　自然を楽しんでいる。 

・互いの話に関心を持ち、相手の思いや考えを受けて話したり、聞いた

　りしている。 
・学習や生活の中で、自己の課題を見付け、解決のために活動を工夫し
　たり、他者に伝えたりしている。 
・身近な自然を観察したり、地域の行事に関わったりするなどの活動を
　通して、そのすばらしさに気付き、親しみをもって関わろうとしてい

　る。 

・自分自身の生活や成長を振り返る活動を通し

　て、自分の成長に気付いている。 
・支えてくれている人々に感謝の気持ちをもち、
　自分の成長への期待をもって意欲的に生活し
　ようとしている。 
・クラスや学校の一員としての存在や役割に喜

　びを感じている。 

生
活
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を
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心
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先
生
の
関
わ
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・「「ややっっててみみたたいい」」 「「ししりりたたいい」」「「 ででききるるよよううににななりり たたいい」」とと
　　思思ええるるよよううなな学学習習 対対象象ととのの出出会会わわ せせ方方、、思思いいやや願願いい をを大大切切にに

　　ででききるるよよううなな学学習習 展展開開をを工工夫夫すするる 。（（通通年年））  

・園園ででのの経経験験をを引引きき 出出すす投投げげかかけけをを しし、、 子子供供とと一一緒緒 にに活活動動のの流流
　　れれをを考考ええるる。。  （（通通年年）） 

・やってみた いこと、聞いてみた いことなどを引き 出し、興
　味・関心を高めて 、学学校校たたんんけけんん をを中中心心に学習活動 を展開する。  

・学校生活の 流れやきまり、学習 の流れやルールを 確認しつつ、

　園園ででのの経経験験がが生生かか せせるるよよううにに一緒 に考え、進める 。  
・発発言言ややつつぶぶややきき、、 絵絵ななどどをを活活用用しし てて、、 思思考考のの流流れれ ややめめああててのの

　　達達成成にに向向けけたた考考ええ をを支支援援ででききるる板板 書書ををすするる。。（（通通年年 ））

・つつぶぶややききやや活活動動のの 様様子子をを丁丁寧寧にに見見 取取りり、、働働ききかかけけ、、
　　活活動動のの充充実実ににつつなな げげるる。。（（通通年年））  

・学学習習活活動動やや学学習習形形 態態をを工工夫夫しし、、子子 供供のの伝伝ええ合合うう気気

　　持持ちちをを引引きき出出すす。。 （（通通年年））  
・身 近な自然を観察 することで、それ らの違違いいやや特特

　　徴徴をを見見付付けけたり、 伝伝ええ合合っったたりりでき るようにする。  
・身 近なことを伝え 合い、語彙が豊か になるよう学

　習を進める。（国 語科「みんなに はなそう」との

　関連）
・  適適切切にに振振りり 返返りりをを行行いい、、次次時時にに 生生かかすす。。（（通通年年 ））

・つぶやき や活動の様子から、 次の活動へつな げたり、発想を広 げたり、頑張り を紹介した
　りすること で、相手や仲間を意 識して活動でき るようにする。

・チャレン ジしようとする姿や 頑張りを認める 声がけをすること で、自己肯定感 を高める。

・虫を探し たり飼育したりして 、親しみをもち 、生き物を大切に しようとする心 を育む。
・秋の自然 を利用して遊んだり 、遊びに使う物 を工夫して作った りできるように することで、

　遊びを広げ たり、異年齢児との 関わりをもった りできるようにす る。
・生活科で 経験したことや想像 したことなどか ら書くことを見付 け、必要な事柄 を集めたり、

　確かめたり して、伝えたいこと が明確になるよ うにする。（国語 科「はっけんし たよ」

　「おもい出 してかこう」との関 連）

・取り組ん だことを多多様様なな 方方法法でで表表現現できるよう にする。  
・自分の成 長は、周囲の人 々に支えられている ことや内面的

　な成長 に気付き、２年生 への願いや期待 感な どをもつこと

　ができ るようにする。 
・一人一人 の成長や取組の 過過程程 をを認認めめながら、友 達の成成長長へへ

　　のの気気付付 きき、学級  全体 の成長を喜喜びび合合 ええるるよよううにに、児児童童 ののつつ
　　ぶぶややきき やや発発言言を認めたり 、広げ  たり する。  

・文章に対 する感想を伝え 合い、自分の文章の 内容や表現の

　よいと  ころを見付け る。（国語科の「 １年かんをふり かえ
　ろう」 との関連）  

環
境
作
り

・教職員に学 習のねらいや活動内 容を周知し、 1年生が 親しみ・

　興味・関心をも  てるような 関わりの協力を依頼 する。  
・園園ででのの生生活活やや経経験験 をを聞聞きき取取りり、、始始 業業前前ににもも自自由由にに使使 ええるる道道具具やや

　　くくつつろろげげるるススペペーー スス、、各各教教科科にに関関 連連すするる教教材材等等をを準準 備備すするる。。　　

　　（（通通年年））  
・自分ででき た気持ちがもてるよ うに学校探検や当 番活動などの

　場面で視覚支援を 取り入れる。  
・年年度度末末にに自自ららのの成成 長長にに気気付付くくこことと ががででききるるよよううにに、、 学学習習のの足足跡跡

　　ををポポーートトフフォォリリオオ やや写写真真等等でで残残しし てておおくく。。（（通通年年））  

・園 の「水遊び」の 環環境境をを聞聞きき取取りり 、経経験験にに合合わわせせ

    てて材料 、素材などの教 材との出会わせ方 を工夫する。  
・自自らら思思考考ししたたりり試試 ししたたりりででききるるよよ ううにに、道具・材　 　

　料の数や量、置き 方を工夫する。  

・季季節節ごごととのの生生きき物物 やや季季節節のの遊遊びび等等 、、追追究究ししたたいい気気
　　持持ちちをを引引きき出出すすよよ ううにに関関連連すするる図図 書書等等をを教教室室にに置置

　　きき、、季季節節のの変変化化へへ のの気気付付ききをを促促すす 。。（（通通年年））  
・自 由に思いを伝え 合う場や雰囲気を つくり、言葉

　などで伝伝ええるる喜喜びび をを感感じじらられれるるよう にする。  

・自ら活動 できるように、 自自由由 にに使使ええるる材材料料やや 道道具具を種類ごとに 分類し、使いやす い場所に

　準備したり 、収集した物を分類 して保管できる スペースを準備し たりし、様々な 素材の特
　徴に気付く ようにする。  

・友達と共共通通 のの目目標標にに向向かかっってて 学習を進めること ができるように 、単単元元ののゴゴーールル ままででのの授授業業

　　の流れを話 し合い、それらを 可可視視化化することで 、自ら確認しな がら学習や活動に向 かえる
　ようにして おく。  

・友達との 共通点・相違点、自 分自身のよさに 気付けるよう、子 供同士がよりつ ながるよう
　に、学習や 活動では適適切切ににググルル ーーププ活活動動を取り 入れる。  

 

・冬ならで はの遊びの経験 が発揮できるように 、自自由由にに使使ええ

　　るる材材料料 やや道道具具をを種種類類ごごとと にに分分類類しし、使使いいややすすいい 場場所所にに準準備備
　　する。  

・これまで の学学習習やや生生活活のの 足足跡跡の掲示物を意識し て、自ら自

　身の成 長を振り返ること ができるよう、 ICT を活 用するな
　ど、掲掲示示 のの仕仕方方をを工工夫夫する 。  

 

家
庭

地
域

と
の

連
携

・めざす子供の 姿と共にスタカリ期 の学校生活や授 業について大

　切にしていること を、通通信信やや保保護護 者者説説明明会会等等でで伝伝 ええるる。  

・児 童が主主体体的的にに物物 事事にに関関わわろろううとと すするる姿姿や経験し

　ていることを家家庭庭 やや地地域域にに発発信信し、 児童の成長を

　温かく見守ってい けるようにする 。 

・生活科の 「家庭生活に関わる 活動」の目的や 内容について、児 童自ら、自分の 役割を家庭

　の中で積極 的に果たしたり、規 則正しく健康に 気を付けて生活し たりできるよう に、家庭

　に協協力力をを 呼呼びびかかけけるるとともに、 ICT などを活用して 活動の様子を記録す る。  

・生活科「 自分自身の生活 や成長を振り返る活 動」の目的や

　内容に ついて、児童が自自分分 のの成成長長をを実実感感 でき るように、家家　　

　　庭庭ででもも成成 長長をを一一緒緒にに喜喜ぶぶ ここととががででききるるよよううなな 投投げげかかけけをす
　る。  

行
事
等

子供 ○入学式                                                              ○交流会      ○交流会        ○一日入学

先生 ○参観日        ○引継ぎ連絡会              ○交流会の打ち合わせ   ○園内研修・校内研修への参加（年間を通して）            ○交流会の振り返り     ○引継ぎ会 

春野東小学校区 めざす子供像
「主体的にチャレンジし、学びを将来につなぐことができる子ども」～学びの芽生え・学力向上に向けて～
  D)郷土愛A)チャレンジ精神 B)自尊・他尊 C)コミュニケーション力めざす子供像の実現に向けた共通して取り組みたい指導

Ｒ.６ 架け橋期のカリキュラム（小学校）

ススタターートトカカリリキキュュララムム

なつがやってきた
（生活・国語・算数・図画工作・体育）

いきものとなかよし
（生活・国語・算数・道徳）

たのしいあきいっぱい
（生活・国語・算数・図画工作・音楽・道徳）

ふゆをたのしもう
（生活・国語・体育）

もうすぐ２年生
（生活・国語・音楽）

がっこうせいかつ

すたあと

きれいにさいてね

（生活・国語・算数・図画工作）　　　

ががっっここううたたんんけけんん

（生活・国語・算数・図画工作・特別活動・道徳）

国語・算数・生活・音楽・体育・図工・道徳・特別活動

さあはじめよう
ひととつながることば
よろしくね

ほんがたくさん（国語）

かきたいものなあに
ちょきちょきかざり
（図画工作）

こんなことしたよ（みんなにはなそう）

みんなにはなそう（国語）

あわせていくつふえるといくつ

のこりはいくつちがいはいくつ（算数）

ぺったんころころ
（図画工作）

いきものランド
水あそび（体育）

鉄棒遊び・かけっこ・リレーあそび等（体育）

わかりやすくせいりしよう
10よりおおきいかず（算数）

はなしたいなききたいな
（国語）

ほんはともだち
はっけんしたよ（国語）

どちらがおおい（算数）

どんなあいさつをしますか（道徳）

かざってなにいれよう
はこでつくったよ（図画工作）

いいおとみつけて（音楽）

おもい出してかこう（国語）

かたちあそび（算数）

わたしがおねえさんよ（道徳）

小学校のことを紹介しよう
1年かんをふりかえろう（国語）

みんなで合わせて（音楽）

いろんなうごきのうんどうあそび（体育）

小

　

　
学

　

　

校

自分の成長に気付き
新しい目標に向かう

♡「どうだった？」

♡「どうしてた？」
♡「どうしたらいい？」

①健康な心と体
②自立心
③協同性
④道徳性・規範
　意識の芽生え

⑤社会生活との
　関わり
⑥思考力の芽生
　え
⑦自然との関わ
　り・生命尊重

⑧数量や図形、
　標識や文字へ
　の関心・感覚
⑨言葉による伝
　え合い
⑩豊かな感性と

　表現

事例15・６ 事例７ 事例８ 事例16・９

R6 モデル地域架け橋期のカリキュラムより（pp.15-18）

３． 「遊びや学びのプロセスで大切にしたい経験」を考える。

① 年間で何を表していくとよいかを考え、柱を決める。

モデル地域の幼児教育施設

「探究を楽しむ」を中心に「７つの大切にしたい経験」を柱と

した。

モデル地域の小学校

「探究する」を中心に「生活科の学びのプロセス」を柱とし

た。

② 柱を中心に、そのとき見られる具体的な資質・能力を周りに
記載していく。

①②共に、公開保育の協議の模造紙や「同種の

活動等の話し合い」（ｐ ）の模造紙にある経験

や育ちつつある力（資質・能力）等を参考にする。

４．「予想される活動」「生活科を中心とした活動等」を考える。

保幼小で研修した、同種の活動等を書き込むのもよい。

小学校：各校の生活科年間単元計画（ ２６）を参考にする。

５．「環境構成」「環境作り」、「保育者の関わり」「先生の関わり」を考える。

① 「同種の活動等の話し合い」等で共有した、大事にしている経験や学びの姿の背景にある「環境構成」
や「関わり」を整理して記載する。

幼児教育施設 年間指導計画も参考にする。

小学校 幼児教育施設の「環境構成」「保育者の関わり」やその意図を知り、小学校の

授業実践に活かしていく。

年年度度当当初初：：２２年年間間ののカカリリキキュュララムムをを確確認認しし実実践践

◉幼児教育施設は小学校を見通した教育・保育となるよう、小学校は幼児教育を生かした授業と
なるよう、互いのカリキュラムにも目を通し、実践する

年年度度終終わわりり：：保保幼幼小小がが集集ままりり、、振振りり返返りりをを行行うう

◉使ってみてどうだったか（成果・課題等）振り返り、次年度に活かせるようにする

複複数数園園のの場場合合はは、、各各施施設設のの年年間間指指導導計計画画にに架架けけ橋橋期期ののカカリリキキュュララムムをを反反映映すするる

※モデル地域では「７つの大切にしたい経験」を自園の年間指導計画の内容と照らし合わせ、ないも

のは追記した。また７つの経験が表されている部分に下線を引き、校区の架け橋期のカリキュラムと

の関連を明確にして、実践していきやすいものにした

完完成成後後

Ｒ.６ 架け橋期のカリキュラム（保育所・幼稚園・認定こども園）

遊びや学びのプロセスで大切にしたい経験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
　
　
　
め
ざ
す
子
供
の
姿

年年長長 児児 にになな っっ たた喜喜 びび をを感感 じじ 、、自自 分分 ののでで きき るるここ とと をを

ししよよ うう ととしし たた りり、、 友友 達達とと 一一 緒緒にに 取取 りり組組 んん ででいい くく 楽楽

ししささ をを 感感じじ たた りりすす るる 。。

・そ れ ぞれ の イメ ー ジや 思 いを 出 しな が ら自 分 た

　ち で 遊び を 進め よ うと す る。  

・ク ラ スで 過 ごす こ とを 楽 しみ な がら 、 安心 感 を

　も っ たり 、 つな が りを 感 じた り して い く。  

・生 活 の中 で する こ とが 分 かり 、 見通 し をも っ て

　取 り 組ん で いく よ うに な る。  

友友達達 同同 士士でで 刺刺 激激しし 合合 いいなな がが らら自自 分分 ななりり のの 目目的的 をを ももっっ てて 遊遊びび 、、 自自分分 のの 力力

をを伸伸 ばば ししてて いい くく。。

・自 分 の考 え を出 し たり 相 手の 考 えを 受 け入 れ たり し なが ら 友達 と 工　

　夫 し たり 協 力し た りし て 、遊 ぶ 楽し さ を感 じ る。  

・一 緒 にす る こと を 楽し み なが ら 自分 の 力を 伸 ばし て いく よ うに な る。  

・身 近 な事 象 と関 わ る中 で 、変 化 、仕 組 み、 法 則性 な どに つ いて 気 付 

　く よ うに な る。  

・も の の色 や 形、 性 質な ど に関 心 をも ち 、遊 び を楽 し くす る ため に 必

　要 な 物を 作 った り 、探 し たり 、 試し た りす る よう に なる 。  

友友達達 とと 共共通通 のの 目目的的 にに 向向かか いい 、、友友 達達 とと協協 力力 ししてて 、、 遊遊びび をを 進進めめ てて いいくく 楽楽 ししささ をを 味味わわ うう 。。

・友 達 のよ さ を感 じ なが ら 共通 の 目的 に 向か っ て遊 び を進 め 、目 的 を実 現 し達 成 感を 味 わう 。  

・思 っ たり 考 えた り した こ とを 相 手に 分 かる よ うに 話 すと と もに 、 気を 付 けて 人 の話 を 聞く よ う

   に な る。  

・自 分 の目 標 に向 か って あ きら め ず挑 戦 し、 自 分の 力 を伸 ば して い くよ う にな る 。 

・数 量 や文 字 に対 し て興 味 や関 心 をも ち 、進 ん で遊 び に使 お うと す る。  

・様 々 な人 と の関 わ りの 中 で刺 激 を受 け なが ら 、自 分 の見 方 や考 え を広 げ る。  

・地 域 の行 事 や職 場 体験 等 体験 し たこ と を遊 び に取 り 入れ 、 より 本 物ら し く再 現 でき る よう に 追

　究 し てい く よう に なる 。  

遊遊びび やや 生生活活 をを 自自分分 たた ちちでで つつ くくっっ てて いいくく 中中 でで、、 一一 人人一一 人人 ののよよ ささ

がが生生 かか さされれ 、、 ククララ スス のの連連 帯帯 感感がが 深深 ままるる 。。

・自 分 達で ル ール を 作り 、 守っ て 遊び を 楽し む よう に なる 。  

・グ ル ープ や クラ ス の中 で 、役 割 を意 識 して 取 り組 む よう に

　な る 。 

・自 分 の成 長 を感 じ 園生 活 の充 実 感を 味 わう 。  

・就 学 に向 け て期 待 をも ち なが ら 意欲 的 に過 ご す。  

・自 分 たち の 生活 に 見通 し をも ち 、楽 し みな が ら進 め てい き 、

　充 実 感を 味 わう 。  

・友 達 との 遊 びを 進 めな が ら互 い のよ さ を認 め 合い 、 友達 と

　過 ご す喜 び を感 じ る。  

予
想
さ
れ
る
活
動

指
導
上
の
配
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保
育
者
の
関
わ
り

・ややっっ てて いいここ うう ととすす るる 姿姿やや 気気 持持ちち をを 認認めめ 励励 まますす 。 

・一一人人 一一 人人のの 楽楽 ししみみ 方方 を受 け 止め る 。 

・友 達 と一 緒 に遊 ぶ 楽し さ に共共感感 して い く。  

・自 然 物等 の 気気付付 きき をを一一 緒緒 にに楽楽 しし むむ。。

・見見通通 しし ををもも っっ てて 取り 組 める よ うに す る。  

・生 活 や遊 び につ い て、 互互いい のの 話話をを 聞聞 きき合合 うう 場場面面 をつ く る。  

・発 見 や感 動 に共共感感 すす るる。。

・・友達 の 遊ぶ 様 子か ら 刺激 を 得ら れ るよ う にす る 。 

・友 達 の考 え を聞 い たり 自 分の 思 いを 伝 えた り する こ とで 、 新た な 視

点を 見 い出 し てい け るよ う に、 いいざざ ここ ざざやや 葛葛 藤藤のの 場場 面面をを 大大 切切にに すす るる。。

・ 友友達達 とと 助助けけ 合合 っってて 取取 りり組組 んん ででいい るる 気気持持 ちち にに共共 感感 する 。  

・自 分 の力 を 出せ た 喜び や 、友 達 と一 緒 にや り 遂げ た 満満足足 感感 が味 わ える よ うに す る。  

・行 事 等は 子子供供 のの 興興味味 やや 経経験験 が生 か せる も のに す る。  

・ 目目標標 にに 向向かか うう 頑張 り を認 め たり 一 緒に 取 り組 ん だり し なが ら 、や っ てみ よ うと す る気 持 ちを

   大 切 にす る 。 

・ イイメメ ーー ジジがが 実実 現現する よ うな 材 料や 方 法を 一一緒緒 にに 考考ええ 、、 実実現現 しし てていい くく 喜び が 味わ え るよ う にす る 。 

・互 い に 認認めめ 合合 いい支支 ええ 合合うう 関関 係係をを 育育 むむ学学 級級 のの雰雰 囲囲 気気をつ く る。  

・一 人 一人 が 自信 を もっ て 行動 し てい る 姿を 認 め、 就就学学 へへ のの

      期期 待待 にに共共 感感 して い くよ う にす る 。 

・ 感感動動 をを 皆皆でで 共共 有有する こ とや 伝伝ええ 合合 うう喜喜 びび を、 十 分に 味 わえ

   る よ うに す る。  

環
境
構
成

・発発見見 やや 工工夫夫 を伝 え たり 、 一緒 に 調べ た りす る 状

   況 を 作る 。  

・し た いこ と をじじっっ くく りり楽楽 しし めめるる 時時 間間とと 空空 間間をを 保保

      障障 する 。  

・栽 培 ･飼 育等 は 、子 供 と相 談 しな が ら決 め てい く 。 

・イイメメ ーー ジジをを 広広 げげらら れれ るるよよ うう 、様 々 な素 材 ・材 料 ・遊 具 の置 き 場所 や

　数 量 等を 工 夫し た り、 図図鑑鑑 やや 写写真真 等等 をを活活 用用 した り する 。  

・水 ・ 砂・ 泥 等の 自 然物 の 感触 や 性質 を 楽し ん だり 発 見し た りで き る

　よ う 、場場のの 設設 定定やや 道道 具具のの 選選 定定 など 工 夫す る 。 

・繰繰りり 返返 しし挑挑 戦戦 しな が ら、 試試しし たた りり工工 夫夫 ししたた りり でできき るる 場場を用 意 する 。  

・挑 戦 する 意 欲を 高 める 環 境を 構 成し た り、 友 達と 協協力力 する 状 況を つ くっ た りす る 。 

・体 を 動か し 、挑 戦 して み たく な るよ う な環 境 を構 成 した り 共に 楽 しん だ りす る 。 

・探 究 する こ とを 楽 しめ る よう 、 多多様様 なな 素素材材 ・・ 材材料料 ・・ 遊遊具具 を準 備 した り 、場 や 時間 を 保障 し たり

   す る 。 

・こ れ まで の 経経験験 をを 生生かか しし て遊 び に必 要 なも の を自 分 達で 選選択択 でで ききるる 状状 況況 をつ く った り する 。  

・今 ま で頑 張 った こ とが 繰繰りり 返返 しし楽楽 しし めめるる よよ ううなな 場場 やや遊遊 具具 をを

      用用 意意 する 。  

・こ れ まで の 経験 を 生か し て、 友友達達 とと 遊遊びび をを 進進めめ てて いいけけ るる よ

   う な 材料 や 遊具 を 準備 す る。  

・遊 び を通 し て 数数量量 （（ 時時間間 ）） やや文文 字字 にに関関 心心 がも て るよ う な環環

      境境 をを 工工夫夫 する 。  

家
庭
や

地
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と
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携

・家 庭 との 信信頼頼 関関 係係づづ くく りり を大 切 にす る 。 ・子 供 の園 で の具 体 的な 姿 を直 接 保護 者 に伝 え なが ら 、子 供 の良 い と

　こ ろ を家 庭 と一 緒 に伸 ば そう と する 。  

・生 活 リズ ム を整 え るこ と の大 切 さに つ いて 保 護者 と 共有 し てい く 。 

・子 供 の困 り 感に 対 して 、 園で の 環境 の 工夫 や 保育 者 の関 わ り方 、 友達 と のや り 取り な どを 保 護

　者 に 具体 的 に伝 え たり 、 家庭 で の様 子 を聞 い たり し なが ら 、子 供 の 成成長長 をを 共共にに 考考 ええるる 。 

・自 然 との 関 わり 等 、豊 か な体 験 が家 庭 にも つ なが る よう に 生活 の 様子 を 知ら せ る。  

・就 学 に向 け ての 不不安安 やや 困困りり 感感 にに寄寄 りり 添添いい なが ら 個別 の 相談

　を 受 ける 。  

・学 校 生活 に つな が るよ う 、校 区 を歩 く こと や 持ち 物 を自 分

　で 準 備で き るよ う 、 家家庭庭 とと 連連携携 して 取 り組 む 。

行
事
等

子
供

　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　                                                         ○ 交 流会 　 　　 　 　　 　 　　 ○ 交流 会 　　 　 　　 　 　　                        　　 ○ 一日 入 学　 　 　　 　 　　 　 　○ 卒 園式

先
生

　　 　 　　 　 　　 　 　○ 参 観日 　 　　 　 ○引 継 ぎ連 絡 会 　        　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　○ 交 流会 の 打ち 合 せ　 　 　　 　 　　 　 　○ 園 内研 修 ・校 内 研修 へ の参 加 （年 間 を通 し て） 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　  ○ 交 流会 の 振り 返 り       　 　 ○引 継 ぎ連 絡 会 　 　　 ○ 要録

春野東 小学校 区　め ざす子 供像
「主体 的にチ ャレン ジし、 学びを 将来に つなぐ ことが できる 子ども 」～学 びの芽 生え・ 学力向 上に向 けて～
　 D)郷土愛A)チャレンジ精神 B)自尊・他尊 C)コミュニケーション力めざ す 子供 像 の実 現 に向 け た共 通 して 取 り組 み たい 指 導

保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

自自分分のの 言言葉葉でで 伝伝ええるる

自自分分のの 役役割割をを 知知るる

見見通通しし ををももつつ

栽栽培培･･飼飼育育 をを通通しし てて

小小ささいい 組組ののおお 世世話話をを すするる

生生活活 のの 場場をを 広広 げげるる

試試すす
相相談談すす るる

友友達達のの 考考ええをを 取取りり入入 れれるる 折折りり合合 いいをを付付 けけるる

自自分分のの ややりりたた いいこことと へへ向向かか うう

素素材材をを 見見付付けけ るる

素素材材をを 選選ぶぶ

素素材材 やや 材材料料 をを 工工夫夫 すす るる

自自分分のの ややりりたた いいこことと をを見見付付 けけるる

思思いいのの ぶぶつつかか りり合合いい

遊遊びびのの 広広ががりり

変変化化にに 気気付付くく

季季節節 ごご ととのの 自自 然然やや もも のの
ととのの 関関 わわりり がが 広広がが るる

水水ややりり 等等ののおお 世世話話をを すするる
繰繰りり返返 しし関関わわ るる

調調べべるる ・・尋尋ねね るる

　　　

友達や先生と一緒に

探究することを楽しむ

関わ り が広 が り深 ま る
自己 調 整す る 気持 ち が芽 生 える

新しいクラスで安定
自己発揮する

協同 を 楽し む
よう に なる

感じる・気付く
不思議に思う

振り返る・納得する

考える・工夫する
試行錯誤する

役役割割分分 担担ををすす るる

友友達達とと 協協力力すす るる

教教ええ合合 うう 役役割割をを 見見付付けけ るる

話話しし合合 うう

共共通通 のの 目目的的 をを 見見いい 出出 すす

イイメメ ーー ジジやや 考考 ええをを 交交 流流すす るる

ククララ スス のの仲仲 間間 とと力力 をを 合合わわ せせ るる

自自信信 をを ももっっ てて
生生活活 すす るる

何何度度もも 挑挑戦戦すす るる

身身体体をを いいっっぱぱ いい使使うう

競競いい合合 うう

ルルーールル をを考考ええ るる

失失敗敗しし ててもも諦諦 めめなないい

経経験験をを 生生かかしし てて再再現現 すするる

遊遊びびやや 生生活活のの
　　　　集集 団団がが広広 ががるる

満満足足感感 をを味味わわ うう

自自分分のの 力力をを発発 揮揮すするる

本本物物らら ししささにに ここだだわわ るる

友友達達とと 気気持持ちち をを
　　　　　　 通通わわせせ るる

ククララスス のの色色々々 なな友友達達 ととつつなな ががりりをを ももつつ

ここれれまま ででのの経経 験験をを生生 かかすす

自自分分なな りりのの課課 題題をを考考 ええてて　　 　　　　
　　　　　　 　　　　やや りり遂遂げげ るる

就就学学にに ああここがが れれやや
期期待待感感 ををももつつ

達達成成感感 をを味味わわ うう

友友達達のの よよささをを 認認めめ合合 うう

異異年年齢齢 にに伝伝ええ るる

ククララスス のの一一員員 ととししてて 自自覚覚をを ももつつ

イイメメーー ジジをを膨膨 ららまませせ るる

・身近 な自然 物に関 わり興 味や関 心を広 げ、様 々なこ とに気 付いた り、驚 いたり 、不思 議さを 感じた り、そ れを伝 えたり するよ うにな る。

・季節 の移り 変わり を感じ ながら 、自然 に親し んだり 遊びに 取り入 れたり するよ うにな る。　
興味・ 関心を もって 自然物 に親し む 水・砂 ・泥な どを使 った遊 び 身体を 使った 遊び 秋の自 然を取 り入れ た遊び 昔遊び ・正月 遊び

「わあき れい。 不思議 だね。 どうな るのか な」 「こう したい から、 これ使 おう」「 やって みたら 、こう なった よ」 「あとち ょっと 。
　もう 一回や ってみ よう 」

「レジ 作った よ」「 看板も 必要だ ね」 「今日も 挑戦す るぞ 」
「こうす るとお もしろ いね 」

一一人人一一人人のの思思いいがが満満足足ででききるるよよううなな関関わわりりをを大大切切ににすするる

事例１ 事例2 事例3 事例4 、 、 事例５

①健康な心と体

②自立心

③協同性

④道徳性・規範

　意識の芽生え
⑤社会生活との

　関わり

⑥思考力の芽生

　え

⑦自然との関わ
　り・生命尊重

⑧数量や図形、

　標識や文字へ

　の関心・感覚

⑨言葉による伝
　え合い

⑩豊かな感性と

　表現

自自分分たた ちちのの成成 長長をを感感 じじるる

みみんんなな でで力力をを 合合わわせせ てて楽楽しし むむ

誘誘うう・・ 誘誘わわれれ るる

新たな ことに
興味・ 関心を もつ

より広 い世界 に
興味・ 関心を もつ

事例

劇遊び

事例

自信を もって 生活

事例

「こ う した ら 小さ い 子

　が嬉 し くな る ね。 ぼ 　　 　

　くは こう す るね 」

「ぼくは こっち をする ね」
「こう したら もっと いいね 」

学校生活を楽しむ

　　　学びに向かう主体的な姿

探究する
課題発見・課題解決

行為する・表現する

活動や体験する

感じる・考える思いや願いをもつ

見つける・比べる・例える
試す ・見通す ・ 工夫する

相手意識をもって 活動する・ 伝える

友達の思いを受け止める
表現方法を 工夫する

♡出会わせ方を工夫する
　経験をつなぐ

♡「どうしたい？」

♡「どうなりたい？」

気付きの質が高まる

繰り返し挑戦する・ 協働する
ルールや方法を 工夫する

広がる・深まる振り返る
意欲・自信をもつ

直接的に働きかける
見通しをもって活動する

試行錯誤する学校生活に慣れる

生活上必要な習慣や技能を習得する

期待感をもつ
幼児期の経験を生かす
安心・安全に過ごす

自己発揮する

学びのプロセスで大切にしたい経験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
　
め
ざ
す
子
供
の
姿

・・幼幼児児期期のの経経験験をを生生かかししななががらら学学習習やや生生活活にに取取

　　りり組組んんででいいるる。。
・・学学校校ででのの生生活活はは、、様様々々なな人人やや施施設設とと関関わわっってて
　　いいるるここととがが分分かかりり、、楽楽ししくく安安心心 ししてて過過ごごそそうう
　　ととししてていいるる。。
・友達や先生と一緒に挑戦しようとしている。

・不思議に感じたことについて見通しを

　もって調べたり、自分の考えを友達に
　伝えたりしている。
・地域の自然に触れることで四季の変化
　や季節の特徴を確かめながら、身近な
　自然を楽しんでいる。

・互いの話に関心を持ち、相手の思いや考えを受けて話したり、聞いた

　りしている。
・学習や生活の中で、自己の課題を見付け、解決のために活動を工夫し
　たり、他者に伝えたりしている。
・身近な自然を観察したり、地域の行事に関わったりするなどの活動を
　通して、そのすばらしさに気付き、親しみをもって関わろうとしてい

　る。

・自分自身の生活や成長を振り返る活動を通し

　て、自分の成長に気付いている。
・支えてくれている人々に感謝の気持ちをもち、
　自分の成長への期待をもって意欲的に生活し
　ようとしている。
・クラスや学校の一員としての存在や役割に喜

　びを感じている。

生
活
科
を

中
心
と
し

た
活
動

（
教
科
）

他
教
科

と
の

関
連

指

導

上

の

配

慮

事

項

先
生
の
関
わ
り

・「「やや っっ ててみみ たた いい」」 「「 ししりり たた いい」」 「「 でできき るる よようう にに ななりり たた いい」」 とと

　　思思ええ るる よようう なな 学学習習 対対 象象とと のの 出出会会 わわ せせ方方 、、 思思いい やや 願願いい をを 大大切切 にに

　　でできき るる よようう なな 学学習習 展展 開開をを 工工 夫夫 すするる 。 （（通通 年年 ））

・園園でで のの 経経験験 をを 引引きき 出出 すす投投 げげ かかけけ をを しし、、 子子供供 とと 一一緒緒 にに 活活動動 のの 流流

　　れれをを 考考 ええるる 。。 （（通通 年年 ））

・や っ てみ た いこ と 、聞 い てみ た いこ と など を 引き 出 し、 興

　味・ 関 心を 高 めて 、 学学校校 たた んんけけ んん をを中中 心心 に学 習 活動 を 展開 す る。

・学 校 生活 の 流れ や きま り 、学 習 の流 れ やル ー ルを 確 認し つ つ、

　園園でで のの 経経験験 がが 生生かか せせ るるよよ うう にに 一緒 に 考え 、 進め る 。

・発発言言 やや つつぶぶ やや きき、、 絵絵 ななどど をを 活活用用 しし てて、、 思思考考 のの 流流れれ やや めめああ てて のの

　　達達成成 にに 向向けけ たた 考考ええ をを 支支援援 でで ききるる 板板 書書をを すす るる。。 （（ 通通年年 ））

・ つつぶぶ やや ききやや 活活 動動のの 様様 子子をを 丁丁 寧寧にに 見見 取取りり 、、 働働きき かか けけ、、

　　 活活動動 のの 充充実実 にに つつなな げげ るる。。 （（ 通通年年 ））

・ 学学習習 活活 動動やや 学学 習習形形 態態 をを工工 夫夫 しし、、 子子 供供のの 伝伝 ええ合合 うう 気気

　　 持持ちち をを 引引きき 出出 すす。。 （（ 通通年年 ））

・身 近 な自 然 を観 察 する こ とで 、 それ ら の 違違いい やや 特特

　　 徴徴をを 見見 付付けけ たり 、 伝伝ええ 合合 っったた りり でき る よう に する 。

・身 近 なこ と を伝 え 合い 、 語彙 が 豊か に なる よ う学

　 習を 進 める 。 （国 語 科「 み んな に はな そ う」 と の

　 関連 ）

・ 適適切切 にに 振振りり 返返 りりをを 行行 いい、、 次次 時時にに 生生 かかすす 。。 （（通通 年年 ））

・つ ぶ やき や 活動 の 様子 か ら、 次 の活 動 へつ な げた り 、発 想 を広 げ たり 、 頑張 り を紹 介 した

　りす る こと で 、相 手 や仲 間 を意 識 して 活 動で き るよ う にす る 。

・チ ャ レン ジ しよ う とす る 姿や 頑 張り を 認め る 声が け をす る こと で 、自 己 肯定 感 を高 め る。

・虫 を 探し た り飼 育 した り して 、 親し み をも ち 、生 き 物を 大 切に し よう と する 心 を育 む 。

・秋 の 自然 を 利用 し て遊 ん だり 、 遊び に 使う 物 を工 夫 して 作 った り でき る よう に する こ とで 、

　遊び を 広げ た り、 異 年齢 児 との 関 わり を もっ た りで き るよ う にす る 。

・生 活 科で 経 験し た こと や 想像 し たこ と など か ら書 く こと を 見付 け 、必 要 な事 柄 を集 め たり、

　確か め たり し て、 伝 えた い こと が 明確 に なる よ うに す る。 （ 国語 科 「は っ けん し たよ 」

　「お も い出 し てか こ う」 と の関 連 ）

・取 り 組ん だ こと を 多多様様 なな 方方法法 でで 表表現現 でき る よう に する 。

・自 分 の成 長 は、 周 囲の 人 々に 支 えら れ てい る こと や 内面 的

　 な成 長 に気 付 き、 ２ 年生 へ の願 い や期 待 感な ど をも つ こと

　 がで き るよ う にす る 。

・一 人 一人 の 成長 や 取組 の 過過程程 をを 認認めめ なが ら 、友 達 の 成成長長 へへ

　　 のの気気 付付 きき、学 級 全体 の 成長 を 喜喜びび 合合 ええるる よよ ううにに 、 児児童童 のの つつ

　　 ぶぶやや きき やや発発 言言 を認 め たり 、 広げ たり す る。

・文 章 に対 す る感 想 を伝 え 合い 、 自分 の 文章 の 内容 や 表現 の

　 よい と ころ を 見付 け る。 （ 国語 科 の「 １ 年か ん をふ り かえ

　 ろう 」 との 関 連）

環
境
作
り

・教 職 員に 学 習の ね らい や 活動 内 容を 周 知し 、 1年 生が 親 しみ ・

　興味 ・ 関心 を も てる よ うな 関 わり の 協力 を 依頼 す る。

・園園でで のの 生生活活 やや 経経験験 をを 聞聞きき 取取 りり、、 始始 業業前前 にに もも自自 由由 にに使使 ええ るる道道 具具 やや

　　くくつつ ろろ げげるる スス ペペーー スス 、、各各 教教 科科にに 関関 連連すす るる 教教材材 等等 をを準準 備備 すするる 。。 　　

　　（（通通 年年 ））

・自 分 でで き た気 持 ちが も てる よ うに 学 校探 検 や当 番 活動 な どの

　場面 で 視覚 支 援を 取 り入 れ る。

・年年度度 末末 にに自自 らら のの成成 長長 にに気気 付付 くくここ とと ががでで きき るるよよ うう にに、、 学学 習習のの 足足 跡跡

　　ををポポ ーー トトフフ ォォ リリオオ やや 写写真真 等等 でで残残 しし てておお くく 。。（（ 通通 年年））

・園 の 「水 遊 び」 の 環環境境 をを 聞聞きき 取取 りり 、経経験験 にに 合合わわ せせ

    てて 材料 、 素材 な どの 教 材と の 出会 わ せ方 を 工夫 す る。

・ 自自らら 思思 考考しし たた りり試試 しし たたりり でで ききるる よよ ううにに 、道 具 ・材 　 　

　 料の 数 や量 、 置き 方 を工 夫 する 。

・ 季季節節 ごご ととのの 生生 きき物物 やや 季季節節 のの 遊遊びび 等等 、、追追 究究 ししたた いい 気気

　　 持持ちち をを 引引きき 出出 すすよよ うう にに関関 連連 すするる 図図 書書等等 をを 教教室室 にに 置置

　　 きき、、 季季 節節のの 変変 化化へへ のの 気気付付 きき をを促促 すす 。。（（通通 年年 ））

・自 由 に思 い を伝 え 合う 場 や雰 囲 気を つ くり 、 言葉

　 など で 伝伝ええ るる 喜喜びび をを 感感じじ らら れれるる よう に する 。

・自 ら 活動 で きる よ うに 、 自自由由 にに 使使ええ るる 材材料料 やや 道道具具 を種 類 ごと に 分類 し 、使 い やす い 場所 に

　準備 し たり 、 収集 し た物 を 分類 し て保 管 でき る スペ ー スを 準 備し た りし 、 様々 な 素材 の 特

　徴に 気 付く よ うに す る。

・友 達 と共共通通 のの 目目標標 にに 向向かか っっ てて 学習 を 進め る こと が でき る よう に 、 単単元元 のの ゴゴーー ルル ままでで のの 授授業業

　　の流 れ を話 し 合い 、 それ ら を 可可視視 化化 する こ とで 、 自ら 確 認し な がら 学 習や 活 動に 向 かえ る

　よう に して お く。

・友 達 との 共 通点 ・ 相違 点 、自 分 自身 の よさ に 気付 け るよ う 、子 供 同士 が より つ なが る よう

　に、 学 習や 活 動で は 適適切切 にに ググルル ーー ププ活活 動動 を取 り 入れ る 。

・冬 な らで は の遊 び の経 験 が発 揮 でき る よう に 、 自自由由 にに 使使ええ

　　 るる材材 料料 やや道道 具具 をを種種 類類 ごごとと にに 分分類類 しし 、使使いい やや すすいい 場場 所所にに 準準 備備

　　 する 。

・こ れ まで の 学学習習 やや 生生活活 のの 足足跡跡 の掲 示 物を 意 識し て 、自 ら 自

　 身の 成 長を 振 り返 る こと が でき る よう 、 IC T を活 用 する な

　 ど、 掲掲示示 のの 仕仕方方 をを 工工夫夫 する 。

家
庭

地
域

と
の

連
携

・めざ す 子 供の 姿 と共 に スタ カ リ期 の 学校 生 活や 授 業に つ いて 大

　切に し てい る こと を 、 通通信信 やや 保保護護 者者 説説明明 会会 等等でで 伝伝 ええるる 。

・児 童 が 主主体体 的的 にに物物 事事 にに関関 わわ ろろうう とと すするる 姿姿 や経 験 し

　 てい る こと を 家家庭庭 やや 地地域域 にに 発発信信 し、 児 童の 成 長を

　 温か く 見守 っ てい け るよ う にす る 。

・生 活 科の 「 家庭 生 活に 関 わる 活 動」 の 目的 や 内容 に つい て 、児 童 自ら 、 自分 の 役割 を 家庭

　の中 で 積極 的 に果 た した り 、規 則 正し く 健康 に 気を 付 けて 生 活し た りで き るよ う に、 家 庭

　に 協協力力 をを 呼呼びび かか けけるる とと も に、 ICT な どを 活 用し て 活動 の 様子 を 記録 す る。

・生 活 科「 自 分自 身 の生 活 や成 長 を振 り 返る 活 動」 の 目的 や

　 内容 に つい て 、児 童 が自自分分 のの 成成長長 をを 実実感感 でき る よう に 、家家　　

　　庭庭 でで もも成成 長長 をを一一 緒緒 にに喜喜 ぶぶ こことと がが でできき るる よようう なな 投投げげ かか けけ をす

　 る。

行
事
等

子供 ○入学式　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　　　　　　　　　　　　○交流会　　　　　　○交流会　　　　　　　　○一日入学

先生 ○参観日　　　　　　　　○引継ぎ連絡会 　　　　　　　　　　　　　○交流会の打ち合わせ　　　○園内研修・校内研修への参加（年間を通して）　　　　　　　　　　　　○交流会の振り返り　　　　　○引継ぎ会

春野東小学校区　めざす子供像
「主体的にチャレンジし、学びを将来につなぐことができる子ども」～学びの芽生え・学力向上に向けて～
　 D)郷土愛A)チャレンジ精神 B)自尊・他尊 C)コミュニケーション力めざす子供像の実現に向けた共通して取り組みたい指導

Ｒ.６ 架け橋期のカリキュラム（小学校）

ススタターートトカカリリキキュュララムム

なつが やって きた
（生活・国語・算数・図画工作・体育）

いきも のとな かよし
（生活・国語・算数・道徳）

たのし いあき いっぱ い
（生活・国語・算数・図画工作・音楽・道徳）

ふゆを たのし もう
（生活・国語・体育）

もうす ぐ２年 生
（生活・国語・音楽）

がっこ うせいか つ
すたあ と

きれい にさい てね

（生活・国語・算数・図画工作）　　　

ががっっここ ううたたんん けけんん
（生活・国語・算数・図画工作・特別活動・道徳）

国語・ 算数・ 生活・ 音楽・ 体育・ 図工・ 道徳・ 特別活 動

さあはじめよう

ひととつながることば

よろしくね

ほんがたくさん（国語）

かきたいものなあに

ちょきちょきかざり
（図画工作）

こんなことしたよ（みんなにはなそう）

みんなにはなそう（国語）

あわせていくつふえるといくつ

のこりはいくつちがいはいくつ（算数）

ぺったんころころ

（図画工作）

いきものランド

水あそび（体育）

鉄棒遊 び・ かけっ こ・リ レーあ そび等 （体育 ）

わかりやすくせいりしよう

よりおおきいかず（算数）

はなしたいなききたいな
（国語）

ほんはともだち

はっけんしたよ（国語）

どちらがおおい（算数）

どんなあいさつをしますか（道徳）

かざってなにいれよう
はこでつくったよ（図画工作）

いいおとみつけて（音楽）

おもい出してかこう（国語）

かたちあそび（算数）

わたしがおねえさんよ（道徳）

小学校のことを紹介しよう

年かんをふりかえろう（国語）

みんなで合わせて（音楽）

いろんなうごきのうんどうあそび（体育）

小
　
　
学
　
　
校

自分の成長に気付き
新しい目標に向かう

♡「どうだった？」

♡「どうしてた？」
♡「どうしたらいい？」

①健康な心と体

②自立心

③協同性
④道徳性・規範

　意識の芽生え

⑤社会生活との

　関わり

⑥思考力の芽生
　え

⑦自然との関わ

　り・生命尊重

⑧数量や図形、

　標識や文字へ
　の関心・感覚

⑨言葉による伝

　え合い
⑩豊かな感性と

　表現

事例15・ ６ 事例７ 事例８ 事例16・ ９

モデル地域架け橋期のカリキュラムより（ ）
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幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）
との関連
❷自立心　❸協同性　　❽数量や図形、標識や
文字などへの関心・感覚　 ❾言葉による伝え合い

架け橋期のカリキュラムとの関連
（遊びの中で経験させたいプロセス）

これまでの姿

◎ねらい○内容

遊びの様子（番号：１０の姿との関連） ★環境の構成　　　○保育者の関わり

　❷❸Ａ児が「レジも作ったよ」とレジを持って来た。

するとＢ児が「そしたらお金もいるね～」「僕、これで

作る」とペットボトルのふたを持って来た。他児も

「僕も！」「私は紙のお金を作ろう」と色画用紙でお

金を作り始めた。

➑「このお金、０がいっぱいだよ」「０がいっぱいやと

高いから長い紙がいる」と話しながら作った。また

空箱を使って思い思いの財布を作り、できたお金を

入れた。

　お金を作ったK児は、お店屋さんに行って❷❸

❽❾「ドーナツください」と言うと、店員のＣ児が「は

～い」とドーナツをトレーに入れて持って来た。する

と、レジにいたＤ児がＣ児に「袋にいれんといかん」

「袋に入れるから待ってね」とあらかじめ作ってい

たお持ち帰り用の袋に入れて渡した。お金を払うと

レジにいたＤ児とＡ児が「おつり、おつり」とレジか

らおつりを出そうとして「これくらい？」「もっとい

る？」と話しながらおつりを渡していた。

・子ども達は木の実や小枝などの自然物集めをしたり、
 それらを使ってレストランごっこや製作遊びをしたりと
 この季節ならではの遊びを友達と一緒に楽しんでいた。
・火曜市での買い物の経験から部屋でもお店屋さんごっ
 こで売り買いを楽しんでいた。また子ども達がイメージ
 を伝え合い役割を分担して一緒に遊びを進めていた。

事例11：「お店屋さんごっこをしよう」　5歳児（1１月）

○“お金だから紙”等といった大人の固定概念で

はなく、子ども達の豊かな発想や主体的に取り

組む気持ちを大切に、困ったときには相談に

のったり、全体に共有したりする。

★お店屋さんごっこに必要な素材（木の実や枝・

落ち葉、段ボール紙等）や道具（ペン等）を幼児

が取りやすい場所に準備しておく。

◎秋の自然に興味・関心をもちながら、友達と一緒にイメージを膨らませて遊ぶ楽しさを味わう。
　　　○身近な秋の自然物やいろいろな材料を使って製作をしたり、遊びに取り入れたりしながらお店
　　　　 屋さんごっこやレストランごっこなどをする。
　　　○友達同士で思いや考えを伝えたり受け入れたりしながら、助け合って作る。
　　　○文字やものの形に興味をもち、まねて書いたり工夫して飾ったりする。

　　　　　　　　　　　　

役役割割分分担担ををすするる

友友達達とと協協力力すするる

遊遊びびがが広広ががるる

役役割割をを見見付付けけるる

話話しし合合うう

共共通通のの目目的的をを見見いい出出すす

何何度度もも挑挑戦戦すするる
経経験験をを活活かかししてて再再現現すするる

満満足足感感をを味味わわうう

本本物物ららししささににここだだわわるる

素素材材をを選選ぶぶ

友友達達のの考考ええをを取取りり入入れれるる

素素材材をを見見つつけけるる

ククララススのの色色々々なな友友達達ととつつななががりりををももつつ

自自分分ららししささをを発発揮揮すするる

○★子どもが試行錯誤しながら自主的に取り組

んでいる時は、次の活動時間を変更する等、十

分な時間を確保したり、納得できるよう配慮し

たりする。

★友達同士で共通の目的をもって、役割分担を

したり、思いや考えを出し合って遊びを進めて

いけるよう、お店屋さんと製作場所の位置関係

を工夫する。

５５．．５５歳歳児児のの実実践践（（架架けけ橋橋期期ののカカリリキキュュララムムのの事事例例よよりり））
　小学校の先生と幼児期の
「遊びの中の学び」を考え
合う際の資料としても活用
できます。
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❽数量や図形、標識や文字などへの
関心・感覚

数字に0をたくさんつけると金額が高く
なるという事を友達と考えながら書いて
いる。
0が多いのは紙のお札であるという事を
生活体験の中で認識している。　

❷自立心
自分でイメージして作ったレジや
お金などを使って遊びを広げて
いくことで満足感や達成感を味
わっている。

❾言葉による伝え合い

より本物らしいお店のやり
とりになるように、自分な
りに考えたことを友達に伝
えたり、よりよい方法を考
えたりしながら遊びを進め
ている。

❸協同性

友達と一緒に共通
の目的に向かって
遊びに必要なお金
や財布などを試行
錯誤しながら作って
いる。

❸協同性

お店屋さんごっこで
レジ係や品物を運
ぶ人、買い物をする
人など自分達で役
割分担をして楽しん
でいる。

遊びや学びのプロセス（10の姿）

友達と一緒に思いや考えを伝
えながら、作ったお金を使って
遊ぶ

お店屋さんごっこでお金が必
要なことに気付き、どんなお
金がいいか考え、作リ始める

「お店屋さんごっこをしよう」
活動のプロセス

○自分達で遊びを進
　める楽しさを味わえ
　るよう、見守り、必
　要なときには相談
　に応じる。

○満足いく時間の配慮　
　をする。

★様々な素材を身近に
　 置く。

お店屋さんごっこのやりとりや、
役割分担をしながら遊ぶ姿

◆１つの目的に向かって

協同している時に、必要

以上に保育者が援助に

入っていない。子供の主

体性を育むにあたって

“待つ援助”の大切さを

感じた。

◆お金を作る過程で「これ

はこうでないと」と固定概

念をもって関わるのでは

なく、子供の発想や思いを

大切にする関わりや、それ

を実現できる環境がある

のがいいなあと思いました。

◆お店屋さんごっこをするにあ

たり、子供の様子を見ながら、必

要な物を事前に準備している。必

要な時にすぐに掲示できる環境

を準備するには個々の子供の動

きやつぶやきをよく聞いている

からだと思う。

◆保育者に頼ることなく子ども同士で試行錯誤しながらお店屋さんをより本物らしく楽しむ姿が年

長さんらしいです。このようなこれまでの経験を活かして、豊かな発想から遊びが深まっている年

長後期の育ちを具体的なエピソードや写真を交えて、伝えていくといいですね。

★遊びの場（位置関係　
　 等）を工夫する
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幼幼保保支支援援課課HHPP ににはは、、そそのの他他のの事事例例ももアアッッププししてていいまますす。。

ぜぜひひ、、ごご活活用用くくだだささいい。。
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幼幼保保支支援援課課HHPP ににはは、、そそのの他他のの事事例例ももアアッッププししてていいまますす。。

ぜぜひひ、、ごご活活用用くくだだささいい。。
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日 ４月1０日（月）

行事 集団下校

登
校
し
て

♡♡のんびりタイム
（自由遊び）

朝
の
会

♥♥なかよしタイム

1

♥♥【なかよし】学活

国
みみんんななととななかかよよくくななろろ
うう
・荷物の片付け方を
考える
・歌「ドキドキドン１年
生」
・ダンス「パプリカ」
・トイレの使い方

学

音

2

★【わくわく】生活

生
ここううてていいででいいっっししょょにに
ああそそぼぼうう
・並び方や通り方の
確認
・走ってみよう
・ゲーム「もうじゅうが
り」

生

学

長休

　

3

★【わくわく】学活

生
よよろろししくくねね
・荷物の仕方
・今日の振り返り
・下校する仲間を知
る学

学

スタートカリキュラム　４月
【ねらい】「「学学校校っってて楽楽ししいいなな」」　　学校や友達に関心をもち，学校生活に意欲的に
　　　　　　取り組もうとする。

◆靴箱とロッカーは写真やイラストで提示

トトイイレレのの使使いい方方 　　「「園園ででははどどううややっったた？？」」
　　「「園園ととどどここががちちががうう？？」」

①あいさつ
②にもつ
③歌
④ダンス

朝朝のの会会～～１１時時間間目目 前に出すもの，机の中に入れるもの，筆箱，道具
箱の中身を確認。（名前の確認も忘れずに！）

園園でで歌歌っってていいたた歌歌やや踊踊りり
たたいい曲曲を聞き，動動画画を見
ながら一緒に楽しく歌っ
て踊る。

】
「～したい」という

子どもの思いや願いを聞く。

～♪お片付けの音楽（片付け・トイレ）♪～

２２時時間間目目（（生生活活））

「「校校庭庭ででいいっっししょょににああそそぼぼうう」」
・並び方や通り方
・走ってみよう

・ｹﾞｰﾑ「もうじゅうがり」

◎◎初初日日だだかかららここそそ「「小小学学校校っってて楽楽ししいい！！」」
「「明明日日もも学学校校にに来来たたいい」」とと実実感感ででききるる経経験験
をさせたい。

「運動場，広い！」
子どもの発言から校庭へ！

３３時時間間目目（（学学活活））
◆園での生活に近い 
 状況で安心感がもて 
 るよう，初日から
 ４～５人のグループ
 机にしておくとよい。

◆マットやミニ机が
 あると活動しやすい。
（事前にどんな遊びに
 親しんでいたか，園
 に聞いておく）

 今までの経験を引き
 出し，生かせるよう
 にする。

「「よよろろししくくねね」」
・荷物の仕方
・振り返り（時間があれば）

・下校班の確認
・下校班リボンの色の確認
・名札，トイレ

　　　ポイント☞　　

朝一番に，どこに帰るか確認
しておき，下校指導担当に名
前や人数を報告しておく。

何が楽しかった？
みんなでしてみたいことは？

入学式後

 １日目

   園に近い環境構成（園で慣れ親しんだ遊びを自己選択，フリースペース）

散歩しながら，並び方や
通り方も，「どうしたらい　
い？」と子どもに聞いて
一緒に確認する。

６６．．入入学学式式後後のの３３日日間間（（ススタターートトカカリリキキュュララムム））

ぬり絵・ブロック・折り紙・絵本・図鑑 等
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小学校スタート時は特に、「安心」「自己発揮」が大切です。教師が園での経験を
子どもや園の先生に尋ねることで、授業を工夫する際の手がかりが見付かりますよ。

朝朝のの会会

 帰帰りりのの会会

 「どうしたらいい？」，「園ではどうしていた？」と，
 今までの経験を引き出し，一緒に考えながらつくる。

３３時時間間目目（（学学活活））「「ととももだだちちののななままええををおおぼぼええよようう」」

●友達と「名前カード」を交換し，自己紹介をし合う。
・したことやよかっ
たこと等を一緒に
振り返り，価値付
ける。

　　「「おお家家のの人人
にに話話ししててねね。。」」

◆靴箱とロッカーは写真やイラストで提示

◆園に近い環境構成（園で慣れ親しんだ遊びを自己選択，フリースペース）

～♪お片付けの音楽（片付け・トイレ）♪～

朝朝のの会会～～１１時時間間目目（（音音楽楽））

①あいさつ（出席調べ）
②歌歌・・ダダンンスス

③手遊び歌，貨物列車， 
　　じゃんけんゲーム，　
　  ネームゲーム

日 ４月1１日（火）

行事 集団下校

登
校
し
て

♡♡のんびりタイム
（自由遊び）

朝
の
会

♥♥なかよしタイム

1

♥♥【なかよし】音楽

国
おおんんががくくににああわわせせててかか
ららだだををううごごかかそそうう
・朝の会
・歌に合わせて
（手遊び歌・貨物列車・
じゃんけん遊び・ネーム
ゲーム）

音

学

2

★【わくわく】国語

国
ななままええををかかいいててみみよようう
みみんんななととななかかよよくく：：よよろろ
ししくくねね
・名刺カードづくり
・好きなものを描いて
みよう

国

生

長休
　

3

★【ぐんぐん】学活

学
ととももだだちちののななままええをを
おおぼぼええよようう
・仲良し大作戦
・よろしくね
・挨拶・名刺交換
・発表や返事の仕方・聞
き方
・通学路や歩き方の
確認

国

学

◆入学したら，教科
 書や鉛筆を使うこと
 を楽しみにしている
 子どもも多い。新し
 い教科書の表紙の絵
 に着目したり，「ど 
 のページが好きか
 な？」などと投げか
 け，子どもの意欲を
 もたせるようにする。
 「１年生になった」 
 という気持ちを大事
 にしたい。

　　　ポイント

２２時時間間目目（（国国語語））「「ななままええををかかいいててみみよようう」」

●鉛筆を使うことに関心をもつことができる
　よう、理理由由をを考考ええななががらら,　姿勢や鉛筆の
　持ち方や手の置き方を知る。

名前の横に好きなものをかいて，３時
間目の活動で使用する（「名前カー
ド」）→カードの素材や色、形を数種類用意する
　　　　等、子どもが選んで使えるのもよい

☞　　

 ランドセルの片付け方等，約束が守れている子どもを評価する。

正しい「姿勢」や「鉛筆の持
ち方」にする理由や良さを一
緒に考える。

朝の会からの流れで，音楽の時
間は教科書を見て，子どもに歌
いたい歌やダンスを聞いたり，
ゲームをしたりしてみんなで楽
しく活動する。

入学式後

 ２日目

昨日使ったから、出し方や片付け方も分かるよ。
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日 ４月1２日（水）
行事 集団下校

登
校
し
て

♡♡のんびりタイム
（自由遊び）

朝
の
会

♥♥なかよしタイム

1

♥♥【なかよし】国語

国
たたいいそそううふふくくににききがが
ええててかかららだだををううごごかか
そそうう
・仲良し大作戦
・体操服に着替える
・ならびっこ（いろいろな
並び方）

学

体

2

★【わくわく】生活

体
ほほけけんんししつつっっててどどんんななとと
こころろかかなな
・身体測定
・学校にいる人と仲良く
なりたいな
・保健室の先生

体

生

長休

　

3

★【わくわく】生活

生
ががっっここううののここととががししりりたた
いいなな
・友達と学校探検しよう
・給食室に行ってみよう
・給食室の先生

生

学

4

★【わくわく】学活

生
ききゅゅううししょょくくたたののししいいねね
・給食当番の方法
・準備，片付けの仕方
（園でしていた係，違
い）

学

学

スタートカリキュラム　４月
【ねらい】「「学学校校っってて楽楽ししいいなな」」　　学校や友達に関心をもち，学校生活に意欲的に
　　　　　　取り組もうとする。

～♪お片付けの音楽（片付け・トイレ）♪～

朝朝のの会会～～１１時時間間目目（（体体育育））

①あいさつ（出席調べ）
②歌・ダンス
③着着替替ええのの仕仕方方，，衣衣服服のの置置きき方方のの確確認認
④友達のこと（体のことについて）
⑤風船リレー，友達集まれ，おにごっこ

●幼児期に使っていた施設との共通点を探しながら，学校の中を歩いたり，友達
と関わったりする中で，学校の施設の使い方や友達のよさに気付き，安心して楽
しく生活をすることができるようにする。

３３時時間間目目（（生生活活））「「ははっっけけんん！！春春野野東東小小学学校校！！」」

　　「「学学校校ににははどどんんなな場場所所ががああるる
　　　　かかなな？？」」

 子どもに聞きながら，一緒に
 探検のルールをつくっていく。

◆生活科の教科書を活用する   
  教科書のイラストや写真を見て，「いろいろな先生がいる職員室はどこ
  かな。」などと投げかけ，職員室に行ってみたいという意欲を高める。
◆生活科の学習を掲示して残す
  探検で見付けたものは学校マップに掲示して，次時への活動につなげた
  り，振り返りを行うときに活用したりする。子どものつぶやきや発言の
  気付きや写真も入れるとよい。
◆タブレット端末を活用する
  タブレット端末を授業の中で効果的に取り入れることで，気付きの共通
  理解が深まる。

　　　ポイント☞　　

◆毎日のルーティーンですることが分かってくる

　　　　「「どどんんななふふううにに行行っったたらら
　　　　いいいいかかなな？？」」

【【ややくくそそくく】】
　①時計の針が〇になったら戻る。
　②廊下は静かに歩く。
　③ペアの友達と一緒に行く。
【【準準備備物物】】
　・学校マップ（拡大コピー２枚分）

探検後，カードに見付けたものや出会った人を絵や言葉でかく。

　　　　「「学学校校のの中中ののどどここにに行行っってて
　　　　 みみたたいい？？」」

入学式後

 ３日目

 「どうしたらいい？」と 
 子どもに聞き，服の着替え方
 や置き方を確認していく。
 なぜそうするのかも確認する
 と分かりやすい。

 朝の準備、のんびりタイムの過ご
 し方等，自分たちで決めたルール
 が守れている子どもを評価する。

４４時時間間目目（（学学活活））
「「ききゅゅううししょょくく
　　　　たたののししいいねね」」

園園のの給給食食のの時時
どどううししててたた？？

事前に全職員に学校探検のねらいや内容を伝え、

関わり方を共有しておく。（日程の確認も）
○可能な範囲で、認める等の声かけをお願いしたい
○困った行動を見たら、理由と一緒に伝えてほしい等

園園ででおお当当番番のの仕仕事事ししててたた
よよ。。そそのの時時ははねね・・・・・・

●幼児期に給食で食事
をよそう経験をしている
園もあれば、配膳のみの
園やお弁当の園もある。
様々な経験の違いがあ
る中、それぞれが経験し
てきたことを伝え合いな
がら、自分達で給食を食
べるためにどうしたらよ
いのかを考えられるよう
にしていく。

配配膳膳をを待待つつととききははねね・・・・・・

片片付付けけもも自自分分ででししててたたよよ。。

☛当番活動の経験は、
　今後の係活動にもつな
　げることができます。
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第
１
・２
学
年
生
活
科
年
間
指
導
計
画

テ
ー
マ

『
学
校
大
好
き

み
ん
な
大
好
き

春
野
大
好
き

～
や
り
た
い
こ
と
い
っ
ぱ
い
～
』

１ 年

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

２
月

３
月

行 事
入
学
式

学
習
発
表
会

終
了
式

学
校
探
検

低
学
年
交
流
保
幼
小
交
流
（
園
）
保
幼
小
交
流
（
校
）

一
日
入
学

単 元
V 1

備 考

２ 年

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

２
月

３
月

行 事
始
業
式

学
習
発
表
会

終
了
式

校
区
探
検

低
学
年
交
流

単 元 備 考

国
語
・道
徳
・学
活
等
と
の
関
連

図
工
・学
活
・国
語
等
と
の
関
連
（
５
歳
児
と
の
交
流
活
動
）

国
語
・算
数
・音
楽
・体
育
な
ど
各
教
科
と
の
関
連
（
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）

どき
どき

わく
わく

１ね
んせ

い ⑴
がっ

こう
だい

すき
⑴

じ
ぶ
ん
で
で
き
る
よ
⑵
⑧

なつ
がや

って
きた
⑷⑸

⑹
ふ
ゆ
をた

の
しも
う⑷
⑸
⑹
⑩

た
の
し
い
あ
き
い
っ
ぱ
い
⑸
⑹
⑰

きれ
いに

さい
てね
⑺

いき
もの

とな
かよ

し⑶
⑺

春だ
今日

から
２年

生⑶
⑸
⑥

ど
き
ど
き
わ
く
わ
く

ま
ち
た
ん
け
ん
⑶
⑩

ぐん
ぐん

そだ
てわ

たし
の野

さい
⑺⑩

うご
くう
ごく

わた
し

のお
もち

ゃ⑹
みん

なで
つ

かう
まち

の
しせ

つ ⑷

も
っ
と
な
か
よ

し
ま
ち
た
ん
け

ん
⑶
⑫

つ
な
が
る
ひ
ろ

が
る
わ
た
し
の

生
活
⑶
⑷
⑻
⑫

生
き
も
の
な
か
よ

し
大
作
せ
ん
⑺
⑩

あ
し
た
へ
ジ
ャ
ン
プ
⑼

も
う
す
ぐ
２
ね
ん
せ
い
⑻
⑼

興
味
を
も
っ
た
学
校
施
設
や
校
庭
の
自
然
の

様
子
を
見
た
り
，そ
れ
を
支
え
て
い
る
人
や
先

生
と
関
わ
っ
た
り
，通
学
路
を
歩
い
た
り
す
る
。

夏
の
暑
さ
を
感
じ
な
が

ら
，季
節
を
楽
し
め
る
遊

び
を
工
夫
す
る
。

家
族
を
見
つ
め
，進
ん
で

関
わ
る
こ
と
で
，喜
び
や

家
族
の
願
い
を
感
じ
，自

分
の
で
き
る
こ
と
に
取
り

組
む
。

自
分
で
育
て
た
花
の
種
を
採
り
，命

の
不
思
議
や
充
実
感
を
感
じ
る
。

地
域
の
虫
名
人
と
学
校
や

そ
の
周
り
で
虫
を
見
付
け

る
こ
と
で
，興

味
を
も
っ
て

飼
育
す
る
。

・(
)は
，教
科
の
内
容
項
目

・○
は
配
当
時
間
数

⑧
⑧

⑫
秋
の
豊
か
な
自
然
の
楽
し
さ

を
感
じ
な
が
ら
，友
達
と
自
然

物
を
用
い
た
遊
び
を
工
夫

し
，年
長
児
を
招
待
し
て
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
。

風
や
氷
な
ど
身
近
な
自
然

に
関
わ
り
，
寒
い
季
節
の

楽
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
，遊

び
を
工
夫
す
る
。 ㉒

③

春
の
自
然
や
地
域
と
関
わ

り
，
取
り
入
れ
て
生
活
を
楽

し
く
し
よ
う
と
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
も
と
に
，変
化
や
成
長
に
興
味
を

も
っ
て
植
物
を
継
続
的
に
栽
培
す
る
。

地
域
を
探
検
し
，季
節
の
移

り
変
わ
り
や
好
き
な
と
こ
ろ
を

探
し
た
り
す
る
。

身
近
な
も
の
で
動
く
お
も

ち
ゃ
を
工
夫
し
て
つ
く
り
，

友
達
と
楽
し
み
な
が
ら
遊

び
を
つ
く
り
出
し
，１
年
生

を
招
待
し
て
活
動
す
る
。

動
物
を
探
し
た
り
飼
育
し
た
り
し
て
，育
つ
場
所
や
成
長

に
関
心
を
も
っ
て
親
し
み
，大
切
に
す
る
。

地
域
の
人
々
と

関
わ
り
，自
分
た

ち
と
の
関
わ
り
や

人
々
の
思
い
に

気
付
き
，地
域
に

愛
着
を
も
つ
。

公
共
施
設
を

利
用
し
，
み

ん
な
で
使
う

物
や
支
え
る

人
に
気
付

き
，正

し
く
利

用
す
る
。

身
近
な
人
々
と

伝
え
合
い
，関
わ

る
よ
さ
や
楽
し
さ

を
感
じ
て
，
進
ん

で
触
れ
合
お
う
と

す
る
。

自
分
の
生
活
や
成
長
を
振
り
返
り
，で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
に
気
付
き
，感
謝
の
気
持
ち

や
願
い
を
も
っ
て
意
欲
的
に
生
活
す
る
。

⑫
⑥

2
7

き
れ
い
に
さ
い
て
ね
⑺
⑧

自
分
で
選
ん
だ
花
の
栽
培
活
動
に
継
続
し
て
取
り
組
み
，成
長
や
変
化
に

気
付
く
と
と
も
に
，植
物
に
親
し
み
を
も
ち
大
切
に
す
る
。

年
長
児
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
な
が
ら
関
わ
っ
た
り
，１
年
間
の
学
習
を
振
り
返
っ
た
り
す
る
中

で
，入
学
し
て
か
ら
１
年
間
の
成
長
や
，家
族
・友
達
・先
生
な
ど
，周
り
の
人
々
と
の
関
わ
り
を

振
り
返
る
。

国
語
・算
数
・学
活
等
と
の
関
連

図
工
・学
活
・国
語
等
と
の
関
連
（
１
年
と
の
交
流
）

国
語
・道
徳
・学
活
・図
工
等
と
の
関
連

⑥

①① 第第１１・・２２学学年年 生生活活科科年年間間指指導導計計画画

７７．． 小小学学 11年年生生のの生生活活科科実実践践
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②②単単元元名名「「ききれれいいににささいいててねね」」

・２年生に，花の種をたくさんもらったよ。

きっかけ

◆◆学学習習のの流流れれ ◆◆意意識識のの流流れれ

・大好きな２年生が育てた花の種なんだ

ね。

・何の花のたねかな。

・育ててみたいな。

・私たちの園では，トマトをみんなで育

てたよ。

・自分の鉢で育てるのは初めてだから

楽しみだな。

・どの花にしようかな。

・どうやって種をまくのかな。校長先生

に聞いてみよう。

・２年生のところに聞きに行きたいな。

・学校探検で見付けた図書室に行くの

はどうかな。

・早く種をまきたいな！

・大きな花を咲かせたいな。

・種まきの前に，種を水につけるといいと

聞いたよ。

・鉢に石を敷いてから土を入れよう。

・鉢をどこへ置こうかな。

・どうして僕たちの種は芽が出ないのだ

ろう。

・もう一回種まきをしてみよう。

・つるが伸びてきたよ。棒を立てたいな。

小小単単元元１１ （（３３時時間間））

わわたたししののははななををししららべべよようう

○幼稚園等で植物を育てた経験を話し合う。

○もらった種を観察する。

○鉢で育てることを知り，教科書の図鑑から咲か

せたい花を選ぶ。

○同じ植物のグループで，種のまき方などを相談

し，模造紙にまとめる。

◆年長のときにどんな経験をしたか思い起こすことが
できるような問いかけをする。

◆自分の鉢で，自分が育てたい植物を仲間と相談し
ながら育てるよう働きかける。

◆先生や家族に聞いたことや図書で調べたことを表
現できるようにする。（模造紙やカードなど）

小小単単元元２２ （（３３時時間間））

わわたたししののははななををそそだだててよようう

○自分の選んだ種を観察し，気付いたことや思い

を話し合う。

○グループで種のまき方を確認し，協力して種まき

をする。

○発芽など，変化を報告し合う。

◆観察したことや植物に対する自分の思いや願

いを表現し，友達と共有できるよう掲示する。

◆生活の時間以外にも観察してもよいことを伝

え，変化や困ったことがあれば伝え合う機会を

設ける。
ももっっととももっっとと

おおおおききくくななああれれ。。

どどれれくくららいいののふふかかささにに
たたねねををままここううかかなな。。

ははっっぱぱががままるるいいののとと
ぎぎざざぎぎざざののががああるるよよ。。

大大事事にに育育ててててねね。。

これまでの経験

を生かすことが

大切です。

子どもが自己決定・自己選択

異なる種だからこそ，友達と

共有する価値が生まれる。

ははななにによよっってて,,たたねねのの
かかたたちちががちちががううなな。。

小小単単元元３３ （（２２時時間間））

わわたたししののははななももききれれいいににささいいたたよよ

○タブレットを使って，成長や変化を記録できるこ

とを知らせる。

○植物の成長や開花の様子を伝え合い，タブレッ

トで写真を撮り，カードに書く。

◆長期間にわたって世話を続けてきた自分を見

つめ，友達とも認め合えるようにする。

◆苦労したことや失敗したことも含めて，一生懸

命お世話をしたことを価値付ける。

・ぼくの花が咲いたよ！

・わたしの花は，もう少しかな。

・夏休みにも観察したいな。

・花が咲いたら，先生に写真を送るよ。

・種ができたから，みんなで合わせて数

えてみよう！

・わたしのは，花は咲いたけど，種はうま

くとれなかったよ。

・５０個も種が取れたよ。びっくり。

・観察カードもこんなにたくさんあるよ，

並べてみよう。

・ぼくたちも，新しい1年生にプレゼント

したいな。

・喜んでもらえるように袋に入れて，お

手紙と一緒に渡したいな。

小小単単元元４４ （（２２時時間間））

みみんんななののははななががききれれいいににささいいたたねね

○それぞれの種を持ち寄って，数える。

○自分の植物と友達の植物とを比べて，成長の違い

や似ているところを話し合う。

◆種の種類ごとにできた数を，算数で学習したことを

使って工夫しながら数えられるよう，意識付けをす

る。

◆これまでの活動を思い起こしながら，植物の成長と

自分との関わりを振り返ることができるよう，働きか

ける。

単元で付けたい力

〇自分で選んだ植物を育てる活動を通して，それらは生命をもっていることや成長していることに

気付く力

〇自分で選んだ植物を育てる活動を通して，それらの成長の様子に関心をもって働きかける力

ももっっととたたくくささんん
おおひひささままががああたたるる
ととこころろははどどここかかなな。。

ああたたららししいい
11年年生生にに
そそだだててかかたたをを
おおししええてて
ああげげたたいいなな。。

よよろろここんんででくくれれるるとと
いいいいなな。。

どどんんなな花花かか
わわかかるるよよううにに
ええををかかここうう。。

ももううすすぐぐ
おおははななががささききそそうう！！！！

ホホウウセセンンカカはは

ささかかななかかっったたかからら

かかわわりりににおおううちちでで

ココススモモススををままいいたたよよ。。

２２かかいいももたたねねををままきき

ななおおししててややっっとと

おおははななががささいいたたよよ。。

自分で決めたこ

とだと，失敗も学

びになる。

生き物との関わりにおいて重要ポイント
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②②単単元元名名「「ききれれいいににささいいててねね」」

・２年生に，花の種をたくさんもらったよ。

きっかけ

◆◆学学習習のの流流れれ ◆◆意意識識のの流流れれ

・大好きな２年生が育てた花の種なんだ

ね。

・何の花のたねかな。

・育ててみたいな。

・私たちの園では，トマトをみんなで育

てたよ。

・自分の鉢で育てるのは初めてだから

楽しみだな。

・どの花にしようかな。

・どうやって種をまくのかな。校長先生

に聞いてみよう。

・２年生のところに聞きに行きたいな。

・学校探検で見付けた図書室に行くの

はどうかな。

・早く種をまきたいな！

・大きな花を咲かせたいな。

・種まきの前に，種を水につけるといいと

聞いたよ。

・鉢に石を敷いてから土を入れよう。

・鉢をどこへ置こうかな。

・どうして僕たちの種は芽が出ないのだ

ろう。

・もう一回種まきをしてみよう。

・つるが伸びてきたよ。棒を立てたいな。

小小単単元元１１ （（３３時時間間））

わわたたししののははななををししららべべよようう

○幼稚園等で植物を育てた経験を話し合う。

○もらった種を観察する。

○鉢で育てることを知り，教科書の図鑑から咲か

せたい花を選ぶ。

○同じ植物のグループで，種のまき方などを相談

し，模造紙にまとめる。

◆年長のときにどんな経験をしたか思い起こすことが
できるような問いかけをする。

◆自分の鉢で，自分が育てたい植物を仲間と相談し
ながら育てるよう働きかける。

◆先生や家族に聞いたことや図書で調べたことを表
現できるようにする。（模造紙やカードなど）

小小単単元元２２ （（３３時時間間））

わわたたししののははななををそそだだててよようう

○自分の選んだ種を観察し，気付いたことや思い

を話し合う。

○グループで種のまき方を確認し，協力して種まき

をする。

○発芽など，変化を報告し合う。

◆観察したことや植物に対する自分の思いや願

いを表現し，友達と共有できるよう掲示する。

◆生活の時間以外にも観察してもよいことを伝

え，変化や困ったことがあれば伝え合う機会を

設ける。
ももっっととももっっとと

おおおおききくくななああれれ。。

どどれれくくららいいののふふかかささにに
たたねねををままここううかかなな。。

ははっっぱぱががままるるいいののとと
ぎぎざざぎぎざざののががああるるよよ。。

大大事事にに育育ててててねね。。

これまでの経験

を生かすことが

大切です。

子どもが自己決定・自己選択

異なる種だからこそ，友達と

共有する価値が生まれる。

ははななにによよっってて,,たたねねのの
かかたたちちががちちががううなな。。

小小単単元元３３ （（２２時時間間））

わわたたししののははななももききれれいいににささいいたたよよ

○タブレットを使って，成長や変化を記録できるこ

とを知らせる。

○植物の成長や開花の様子を伝え合い，タブレッ

トで写真を撮り，カードに書く。

◆長期間にわたって世話を続けてきた自分を見

つめ，友達とも認め合えるようにする。

◆苦労したことや失敗したことも含めて，一生懸

命お世話をしたことを価値付ける。

・ぼくの花が咲いたよ！

・わたしの花は，もう少しかな。

・夏休みにも観察したいな。

・花が咲いたら，先生に写真を送るよ。

・種ができたから，みんなで合わせて数

えてみよう！

・わたしのは，花は咲いたけど，種はうま

くとれなかったよ。

・５０個も種が取れたよ。びっくり。

・観察カードもこんなにたくさんあるよ，

並べてみよう。

・ぼくたちも，新しい1年生にプレゼント

したいな。

・喜んでもらえるように袋に入れて，お

手紙と一緒に渡したいな。

小小単単元元４４ （（２２時時間間））

みみんんななののははななががききれれいいににささいいたたねね

○それぞれの種を持ち寄って，数える。

○自分の植物と友達の植物とを比べて，成長の違い

や似ているところを話し合う。

◆種の種類ごとにできた数を，算数で学習したことを

使って工夫しながら数えられるよう，意識付けをす

る。

◆これまでの活動を思い起こしながら，植物の成長と

自分との関わりを振り返ることができるよう，働きか

ける。

単元で付けたい力

〇自分で選んだ植物を育てる活動を通して，それらは生命をもっていることや成長していることに

気付く力

〇自分で選んだ植物を育てる活動を通して，それらの成長の様子に関心をもって働きかける力

ももっっととたたくくささんん
おおひひささままががああたたるる
ととこころろははどどここかかなな。。

ああたたららししいい
11年年生生にに
そそだだててかかたたをを
おおししええてて
ああげげたたいいなな。。

よよろろここんんででくくれれるるとと
いいいいなな。。

どどんんなな花花かか
わわかかるるよよううにに
ええををかかここうう。。

ももううすすぐぐ
おおははななががささききそそうう！！！！

ホホウウセセンンカカはは

ささかかななかかっったたかからら

かかわわりりににおおううちちでで

ココススモモススををままいいたたよよ。。

２２かかいいももたたねねををままきき

ななおおししててややっっとと

おおははななががささいいたたよよ。。

自分で決めたこ

とだと，失敗も学

びになる。

生き物との関わりにおいて重要ポイント
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探探究究ののププロロセセススののエエピピソソーードド
『これってオクラの芽？』

オクラの種をまいた児童が集まって，発芽した芽

を見比べて，どれがオクラの芽かを考えています。

花壇の土を使ったせいか雑草がたくさん混じって

いて，どれがオクラの芽かが分かりませんでした。

『やっぱり，植え替える』

なかなか芽がでないオクラのメンバーは，悩んだ末

に土を入れ替え，種をまき直すことにしました。「まき直

すかどうかを悩む」というプロセスは植物との関わりを

深めている子どもの姿です。学習指導要領にもある

「「生生きき物物へへのの親親ししみみををももちち，，大大切切ににししよよううととすするる」」姿が実

際の姿として現れています。

まき直す前には，「水が少なすぎたのかな」「深く

種を埋めすぎたかな」などと，結果から原因を考え

ようとする姿も見られました。

『みんなの芽が出たよ』

最終的には，全員の芽が出て大喜びで

夏休みに持って帰りました。全員の芽が出

たのが6月の末だったので，オクラの実が

食べられたのは夏休みに入ってしばらくた

ってからのことだったそうです。

『この芽（自分の鉢の芽）と この芽（図鑑の芽）同じ？』

友達と見比べてみてもなかなか分からないオクラの芽を，

デジタル図鑑を使って調べ，自分の鉢の芽と比較していまし

た。先生が，「見比べましょう」と言わなくても，自分たちの鉢

が気になって仕方がない姿があります。自分が植える種の種

類も，植え方も決めたからこその姿でした。

 

③単元名 「がっこう だいすき」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆学習の流れ ◆意識の流れ 

きっかけ 

・運動場は保育園よりずっと広かったね。 

いっぱい走りたいな。 

・学校の中にも，たくさんお部屋があるよ。 

・先生のお部屋はどこにあるのかな。 

・みんなで運動場に行ってみたよ。 

・給食を作るところを教えてもらった 

よ。 

・学校には，他にどんなお部屋があるのかな。 

・生活科の教科書には，楽器がある 

よ。何のお部屋かな。 

・お兄ちゃんの教室に行きたいな。 

・廊下は静かに歩くよ。 

・上級生がお勉強していたらじゃまに 

ならないようにしようね。 

・プールが大きい！早く入りたいな！！ 

・本がたくさんあるお部屋があったよ。 

・理科室には，がいこつがいたよ！ 

 もう一回行きたいな。 

・見付けたものを忘れないようにメモを 

持っていこう！ 

 

・見付けたものをメモしてきたよ。カード 

に書きたいな。 

・休み時間にも，探検したいな。 

・保健室には，けがの手当てをしてくれる 

先生がいたよ。 

・事務室や給食室にも先生がいるよ。 

・学校には，先生がたくさんいるね。どん 

なお仕事をしているのかな。 

 

小単元１ （４時間）＋国語 1時間 

ともだちと がっこうを たんけんしよう 

○学校の施設について知っていることを出したり教

科書を見たりして，みんなで行きたいところを決

める。 
 

 

 

 

〇みんなで，学校探検をする。 

〇校内で見付けたものや，出会った人のことを付箋

に書いて，紹介し合う。 

 

 

 

 

 

 

 
 

〇もう一度行ってみたいところを決めて，友達と一 

緒に自由に探検をする。 

◆園にどんな教室があったかや，入学してから行っ
てみた場所を出し合う中で，小学校の中を探検し
てみたいという意欲を膨らませる。 
◆学校探検に行くことをイメージしながら，注意事項
を確認し，板書する。 
◆見付けた場所や人，ものを付箋に書き，大きな校
内配置図に貼りながら紹介し合う活動を通して，も
う一度行きたい場所を決められるようにする。 
◆友達と相談しながら２回目に行きたい場所を決め
て，探検に行けるようにする。 

 

 
 

 

 

 

 

 

としょしつには、 

とってもたくさんの 

ほんがありました。 

りかしつは、 

どこだったかな。 

じゆうちょうにメモをするよ。 

いろんながっきがあるね。 

 
ねんちょうさんのときに 

こうりゅうしたおねえさんは

いるかな。 

これまでの経験や既有の知識を

十分に生かして,自己決定する。 

何度も対象と関わることで

気付きの質が高まる。 
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探探究究ののププロロセセススののエエピピソソーードド
『これってオクラの芽？』

オクラの種をまいた児童が集まって，発芽した芽

を見比べて，どれがオクラの芽かを考えています。

花壇の土を使ったせいか雑草がたくさん混じって

いて，どれがオクラの芽かが分かりませんでした。

『やっぱり，植え替える』

なかなか芽がでないオクラのメンバーは，悩んだ末

に土を入れ替え，種をまき直すことにしました。「まき直

すかどうかを悩む」というプロセスは植物との関わりを

深めている子どもの姿です。学習指導要領にもある

「「生生きき物物へへのの親親ししみみををももちち，，大大切切ににししよよううととすするる」」姿が実

際の姿として現れています。

まき直す前には，「水が少なすぎたのかな」「深く

種を埋めすぎたかな」などと，結果から原因を考え

ようとする姿も見られました。

『みんなの芽が出たよ』

最終的には，全員の芽が出て大喜びで

夏休みに持って帰りました。全員の芽が出

たのが6月の末だったので，オクラの実が

食べられたのは夏休みに入ってしばらくた

ってからのことだったそうです。

『この芽（自分の鉢の芽）と この芽（図鑑の芽）同じ？』

友達と見比べてみてもなかなか分からないオクラの芽を，

デジタル図鑑を使って調べ，自分の鉢の芽と比較していまし

た。先生が，「見比べましょう」と言わなくても，自分たちの鉢

が気になって仕方がない姿があります。自分が植える種の種

類も，植え方も決めたからこその姿でした。

 

③単元名 「がっこう だいすき」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆学習の流れ ◆意識の流れ 

きっかけ 

・運動場は保育園よりずっと広かったね。 

いっぱい走りたいな。 

・学校の中にも，たくさんお部屋があるよ。 

・先生のお部屋はどこにあるのかな。 

・みんなで運動場に行ってみたよ。 

・給食を作るところを教えてもらった 

よ。 

・学校には，他にどんなお部屋があるのかな。 

・生活科の教科書には，楽器がある 

よ。何のお部屋かな。 

・お兄ちゃんの教室に行きたいな。 

・廊下は静かに歩くよ。 

・上級生がお勉強していたらじゃまに 

ならないようにしようね。 

・プールが大きい！早く入りたいな！！ 

・本がたくさんあるお部屋があったよ。 

・理科室には，がいこつがいたよ！ 

 もう一回行きたいな。 

・見付けたものを忘れないようにメモを 

持っていこう！ 

 

・見付けたものをメモしてきたよ。カード 

に書きたいな。 

・休み時間にも，探検したいな。 

・保健室には，けがの手当てをしてくれる 

先生がいたよ。 

・事務室や給食室にも先生がいるよ。 

・学校には，先生がたくさんいるね。どん 

なお仕事をしているのかな。 

 

小単元１ （４時間）＋国語 1時間 

ともだちと がっこうを たんけんしよう 

○学校の施設について知っていることを出したり教

科書を見たりして，みんなで行きたいところを決

める。 
 

 

 

 

〇みんなで，学校探検をする。 

〇校内で見付けたものや，出会った人のことを付箋

に書いて，紹介し合う。 

 

 

 

 

 

 

 
 

〇もう一度行ってみたいところを決めて，友達と一 

緒に自由に探検をする。 

◆園にどんな教室があったかや，入学してから行っ
てみた場所を出し合う中で，小学校の中を探検し
てみたいという意欲を膨らませる。 
◆学校探検に行くことをイメージしながら，注意事項
を確認し，板書する。 
◆見付けた場所や人，ものを付箋に書き，大きな校
内配置図に貼りながら紹介し合う活動を通して，も
う一度行きたい場所を決められるようにする。 
◆友達と相談しながら２回目に行きたい場所を決め
て，探検に行けるようにする。 

 

 
 

 

 

 

 

 

としょしつには、 

とってもたくさんの 

ほんがありました。 

りかしつは、 

どこだったかな。 

じゆうちょうにメモをするよ。 

いろんながっきがあるね。 

 
ねんちょうさんのときに 

こうりゅうしたおねえさんは

いるかな。 

これまでの経験や既有の知識を

十分に生かして,自己決定する。 

何度も対象と関わることで

気付きの質が高まる。 
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〇学校探検で出会った人のことを振り返り，もっ 

と話をしてみたい人と，聞きたいことを決める。 

〇話を聞くときに気を付けることを確認し，聞き 

に出かける。 

〇聞いてきたことや，見てきたものを絵や言葉で 

付箋に書いて，紹介カードに貼り，グループの 

友達と共有する。 

〇もっと聞いてみたいことや，知りたいことがない 

か確かめ，もう一度聞きに出かける。 

〇新たに分かったことを紹介カードに付け足す。 

◆学校探検で出会った人や，これからの学校生活で

子どもとの関わりが多くなると予想する人の顔写真

を掲示し，学校には様々な仕事をしている人がたく

さんいることに気付くことができるようにする。 

 

 

 

 

 

◆校内配置図で，話を聞きたい人がどこにいるのか

を確認できるようにする。 

 

 

◆入室の際や，話を聞くときに気を付けることを考え，

グループで気を付けながら探検できるよう，働きか

ける。 

◆話を聞いて分かったことを付箋に書き，紹介カード

にまとめることで，自分たちが聞いてきたことが可

視化できるようにし，達成感を感じられるようにす

る。 

◆新たな疑問が出てきたら，生活科の時間以外にも

聞きに行ってよいことを伝える。 

小単元２ （５時間）＋国語１時間 

がっこうにいるひとと なかよくなろう ・図書室には，本のことを教えてくれる 

先生がいたよ。もっとお話を聞きた 

いな。 

・校長先生のお部屋には，ソファーが 

あったよ。座ってみたいな。 

・保健室には，しんどくなった人が休 

むためのベッドがあったよ。他には， 

どんなものが置いてあるのかな。 

・お部屋に入る時には，「失礼します。」 

って言おうね。 

・聞きたいことを自由帳にメモしてい 

こう。 

・ぼくは，ホワイトボードに質問を書い 

ていくよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・給食の先生は，給食のメニューを考 

えるお仕事をしているんだって。どう 

やって考えているのかな。 

・分かったことをカードに書いておこ 

う。３つも書けたよ。 

・お手紙を書いてプレゼントしに行き 

たいな。 

・休み時間に，もう一回お話を聞きに 

行ってみよう。 

 

 

 

 

びょうきのひとが 

いないときには 

なにを 

していますか。 

せんせいがすきって 

いっていた、たべもののえ

をはろうかな。 

こうちょうせんせいの

おへやは，しゃしんが

いっぱいだ。 

ぶどうの「ぶ」って 

どうやってかくのかな。 

行ってみたい場所に何度も行くことで,自然

と人とも関わり,興味が広がる。 

学びのプロセスを

可視化することで,

児童が自らの学び

を自覚化する。 

自由度のある学習

環境の設定が子ど

もの主体的な学び

を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小単元３ （３時間）＋国語 1時間 

がっこうで みつけたことを つたえよう 

単元で付けたい力 

〇学校探検を通して，学校での生活は様々な人や施設と関わっていることに気付く力 

〇学校探検を通して，学校生活を支えている人々や友達のことが分かるとともに，楽しく安心し

て遊びや生活をしようと働きかける力 

 

 

 〇付箋や紹介カードを見ながら，どんなことを友

達に紹介するかを確認する。 

〇お気に入りの場所や，仲良くなった人のことを

紹介する。 

〇友達の発表を聞いて，質問をしたり感想を伝え

たりする。 

〇もっと知りたくなったことや，新たに話を聞きに

行きたくなった人のことなどを友達と伝え合う。 

  
◆これまでも活用してきた学校の教室配置図や

紹介カード等を用いて，何度も探検してきたこ

とを想起できるようにする。 

◆児童から嬉しかったことや，感じたことの発言

があれば板書し，学校は楽しくて安心できる場

所であることが可視化できるようにする。 

◆生活科の学習以外で見たり聞いたりしたことも

紹介カードに付け加えてよいことを伝え，関心

や意欲をもって毎日の学校生活を送ることが

できるよう，働きかける。 

◆何度も学校探検をすることで，安心して学校生

活を送ることができるようにする。 

・図書室の先生はとっても優しかった 

よ。 

・面白そうな本がたくさんあったことを 

伝えたいね。 

・用務員さんは，外で葉っぱのお掃除 

をしたり，壊れたものを直したりして 

くれていることが分かったよ。 

・校長先生が，「またいつでも来てね」

って言ってくれて，うれしかったよ。ま

た行ってみよう。 

・英語の先生と仲良くなったよ。 

・折り紙でプレゼントを作って持って 

行ったらとっても喜んでくれたよ。 

 

 

 

 

 

 

・学校って楽しいね。 

・上級生のお兄さんやお姉さんとも仲 

良くなりたいな。 

 

 
おりがみで  

プレゼントを 

つくってきました。 

わかったことが 

いっぱいかけたよ。 

学校探検の目的や方

法を教職員で共有し

ておくことが充実した

探検につながる。 
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〇学校探検で出会った人のことを振り返り，もっ 

と話をしてみたい人と，聞きたいことを決める。 

〇話を聞くときに気を付けることを確認し，聞き 

に出かける。 

〇聞いてきたことや，見てきたものを絵や言葉で 

付箋に書いて，紹介カードに貼り，グループの 

友達と共有する。 

〇もっと聞いてみたいことや，知りたいことがない 

か確かめ，もう一度聞きに出かける。 

〇新たに分かったことを紹介カードに付け足す。 

◆学校探検で出会った人や，これからの学校生活で

子どもとの関わりが多くなると予想する人の顔写真

を掲示し，学校には様々な仕事をしている人がたく

さんいることに気付くことができるようにする。 

 

 

 

 

 

◆校内配置図で，話を聞きたい人がどこにいるのか

を確認できるようにする。 

 

 

◆入室の際や，話を聞くときに気を付けることを考え，

グループで気を付けながら探検できるよう，働きか

ける。 

◆話を聞いて分かったことを付箋に書き，紹介カード

にまとめることで，自分たちが聞いてきたことが可

視化できるようにし，達成感を感じられるようにす

る。 

◆新たな疑問が出てきたら，生活科の時間以外にも

聞きに行ってよいことを伝える。 

小単元２ （５時間）＋国語１時間 

がっこうにいるひとと なかよくなろう ・図書室には，本のことを教えてくれる 

先生がいたよ。もっとお話を聞きた 

いな。 

・校長先生のお部屋には，ソファーが 

あったよ。座ってみたいな。 

・保健室には，しんどくなった人が休 

むためのベッドがあったよ。他には， 

どんなものが置いてあるのかな。 

・お部屋に入る時には，「失礼します。」 

って言おうね。 

・聞きたいことを自由帳にメモしてい 

こう。 

・ぼくは，ホワイトボードに質問を書い 

ていくよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・給食の先生は，給食のメニューを考 

えるお仕事をしているんだって。どう 

やって考えているのかな。 

・分かったことをカードに書いておこ 

う。３つも書けたよ。 

・お手紙を書いてプレゼントしに行き 

たいな。 

・休み時間に，もう一回お話を聞きに 

行ってみよう。 

 

 

 

 

びょうきのひとが 

いないときには 

なにを 

していますか。 

せんせいがすきって 

いっていた、たべもののえ

をはろうかな。 

こうちょうせんせいの

おへやは，しゃしんが

いっぱいだ。 
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８８．． 子子どどもものの主主体体性性をを大大切切ににししたた、、互互恵恵性性ののああるる交交流流活活動動

①交流活動の進め方 ねらいの設定から振り返りまで

スステテッッププ❶❶ 「保育者と小学校教員の思いを共有」

スステテッッププ❷❷ 「子どもと一緒に交流活動でやってみたいことを考える」

「互いの思い」を語りましょう。
「子どもの姿」をもとにしましょう。

連絡会を活用

★実際の計画書に幼児と児童それ

ぞれのねらいを記載しています。

★交流活動の内容は、子どもの思

いをもとにして決めることにしてい

ます。担任の繋がりが深まってい

ることで意見を言いやすい雰囲

気があります。

★３回の交流を通して、同じメンバー

で関わることを大切にしています。

モデル地域では、年間３回の交流活動を通しての「めざす子どもの姿」「育みたい力」を保育

者と小学校教員が一緒になって話し合うところからスタートしました。

どのような交流活動にしたいかを子どもと一緒に考えています。教師が全てを決めるのではな

く、子どもが選択し、子どもが納得して決定することを大切にしています。

55歳歳児児ののししたたいいここととかからら当当日日

のの内内容容をを考考ええるる 11年年生生

★★5歳児のことを

想像し、自分た

ちのこれまでの

経験を思い出し

ながら、話し合っ

て内容を決めて

います。

スステテッッププ❸❸ 「当日の運営は子どもに任せる、先生は支援に徹する」

自分たちで決めた活動だからこそ、責任をもって取り組む姿が見られます。自己選択と自己

決定、責任をもった行動が子どもの主体性を育むことにつながります。

★当日は、会場作りや司会等、１年生が自分

たちで交流活動を運営しています。

★先生同士が繋がっていることで、交流活動の場

でも安心感をもって自己発揮する子どもの姿が

見られます。

11 年年生生のの書書くく文文字字ををののぞぞきき込込むむ 55歳歳児児

55歳歳児児のの書書くく姿姿をを見見守守るる 11年年生生

★その場の 5歳児の気持ちを大切にし、「名札を書いてあげる」という選択と、「5 歳児が書く

ことを見守る」という選択をした 1年生の姿がありました。

第１回交流活動

★5歳児が園で親しんでいる手遊びでリラックス。事

前に先生同士で情報を共有し、1 年生に伝えること

で、自然と計画に組み込まれます。

★一緒におもちゃを作って遊び

ます。実際に遊ぶことで翌日

園でも同じ遊びをする 5歳児

の姿がありました。 主主体体的的にに活活動動ししたたかかららここそそのの充充実実感感とと次次へへのの期期待待
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（（※※ 視視点点ににつついいててはは例例でであありり、、どどれれかか１１つつにに絞絞っってて振振りり返返りりをを実実施施すするるこことともも考考ええらられれまますす。。））

スステテッッププ❹❹ 「ねらいに立ち返って、子どもの姿で振り返る」

○ねらいに基づいた子どもの姿・育ち・環境構成・保育者や教師の援助の４つの観点で振り返る

【育ちや学びが見られた場面を付箋に記入します】

① 子どもの姿・・・黄色の付箋

② ①の姿から見られた子どもの育ちや学び・・・桃色の付箋

③ ①②につながった環境構成（学習環境）・・・青色の付箋

④ ①②につながった保育者や小学校教員の援助・・・緑色の付箋

振り返りの際は、子どもの姿をもとにして語り合うことが重要です。ねらいが達成されていた

か、環境構成や支援はどうであったかなどを視点にしましょう。県の保幼小連携アドバイザーを

活用して外からの視点で評価してもらうことで、取組がより確かになります。

★★モモデデルル地地区区ののアアンンケケーートト調調査査よよりり

「架け橋プログラムに取り組むことで自身の

保育や授業に対する考え方や方法に変化が

ありましたか」の問いにおける肯定的な回答

の背景として「アドバイザーの助言があった

こと」をあげる回答が多数見られました。

視点を明確にした振り返りの実施

振振りり返返りりのの視視点点（（例例））

①どのような育ちや学びが見られたか？

② ①の姿を「幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿」に照らし合わせると？

③子どもの姿はねらいを達成していたか？

④活動内容は子どもの体験や学びを生かし、

主体的に取り組めるものであったか？

⑤援助や環境構成は適切であったか？

１人の子どもに焦点をあて、何を

どのようにしていたか具体的な姿

を書きます。

①～④で１セット

１人 3 セット事前に記入します。

視視点点③③ ねねららいいにに基基づづいいたた 振振りり返返りりのの進進めめ方方（（例例））

○○さん

５歳児に名札を書くか

どうか尋ね、自分で書

きたいと言った５歳児

をそっと見守っていた。

５歳児の「自分でやり

たいという思い」を大

切にしようとする気持

ち。また、相手の思いを

聞く力。

自己紹介をした後で、

名札を作成する場があ

ったこと。その時間が十

分に確保されていたこ

と。

保育者が子どもの思

いを大切にし、そっと見

守るという援助をした

こと。

協協議議のの進進めめ方方のの具具体体（（例例））

①上記の付箋セットを協議が始まるまでに記入する。（模造紙にねらいや目標を記載しておく）

②子どもの具体の姿をもとに育ちつつある力（資質・能力）を話し合う。

p.44「保育を見合っての協議の充実」の実際の協議の進め方１・２を参考にしてください。

③子どもの具体の姿からねらいを達成できていたか、ねらいや内容は適切であったかなど話し合う。

④次回（次年度）の交流活動に向けて、ねらいや内容の在り方を検討する。

②②１１日日入入学学

【活動例】 詳しい流れは活動案（p.４１・4２）へ

※掲載している例は、モデル地域において１年生が５歳児の思いをもとに自分たちで計画したものです。

◎◎学学校校探探検検

◎◎運運動動場場ででのの自自由由遊遊びび

◎◎５５年年生生のの歌歌・・演演奏奏

★地図をもとに行ってみたい

場所をグループごとに相談

しながら楽しんでいます。

★売店では、「何売り

ゆうが？」

と質問する姿も。

入学したら「買い

に来てね」とやりと

りを楽しんでいま

す。

★気になった理科室へ。授業中だった５年

生も自然に受け入れています。学校全

体で取組の目的を共有していることが

ポイントです。

★図書室では、本を楽しむ５歳児を急かすことな

く、しばらく寄り添う１年生の姿がありました。

★園にはない遊具や

広い校庭で自由に

遊ぶ時間が、子ど

もの気持ちをさら

に開放します。

★外でたっぷり遊んだ後は、ゆったりと音楽鑑賞。来年関わる

ことの多い 5年生とも交流。迫力ある演奏や歌に思わず腰

をあげて聴く５歳児の姿がありました。
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◎◎１１年年生生体体験験

◎◎終終わわりりのの会会

★１日入学を迎えるまでに２回の交流活

動を通して、仲を深めてきている関係だ

からこそ安心して過ごすことができてい

ます。どのグループも楽しそうに活動に

取り組んでいました。

★活動計画には「おみやげ」「お見送り」

としか書かれていませんが、実際の姿

では、自分の書いた手紙を読んで渡す

１年生がいたり、５歳児の帰り道にアー

チを作ったりするなどの自発的な姿が

たくさん見られました。門を出るところま

で見送る１年生の姿が印象的です。

交交流流活活動動をを通通ししてて保保育育者者やや小小学学校校教教員員がが大大切切ににすするるポポイインントト

□事前に目的やねらい、内容の在り方について話し合い、共有（大人の信頼関係が子どもの安心へ）

□どちらかが計画書を作成するのではなく、共に作成。さらには全職員で取組の意義を共有（組織的に）

□子どもの「やってみたい」を大切に、自己決定・自己選択ができる場の設定（大人のみで決めない）

□子どもの有能性を信じ、当日は「子どもに任せる」（任せてもらえるからこその責任感、そして自信へ）

★「べんきょうしたい」「タブレットをさわってみたい」などの５歳児の思いを事前に知った１年生が

計画。自分の席に座る５歳児に寄り添い、タブレットの使い方などを教える姿がありました。

③園どうしの交流活動

保幼小、縦のつながりも大切ですが、同じ小学校区内の幼児教育施設どうしのつながりもま

た、子どもの育ちを考える際に重要なポイントとなります。

★5 歳児がどの園でも共通して楽しんで

いる遊びを取り入れ、まずはリラックス。

声を出して体を動かすことで自然と緊張

がほぐれ、あっという間に笑顔がたくさん

見られました。

★就学前に５園で交流することで友達関

係が広がります。園を越えて手紙のや

り取りをする子どもも。小学校の先生か

らは入学してくる子どものコミュニケー

ション力の高さに驚く声もありました。

モモデデルル地地域域でではは・・・・・・

5園が集まっての5歳児の交流活動を年間２回計画しました。その他にも2園の中で連絡をとり

あって４歳児の交流を計画するなど 5歳児以外の交流活動も積極的に行っています。

地域の文化展で、偶然出会ったときには、園を越えて手をつないで作品を見て回る 5歳児の姿が

見られるなど、就学に向けて友達関係が広まっている様子が見られました。

保育者どうしの横のつながりもまた、子どもの育ちに影響しそうですね

「保護者へ発信」することで、就学
前の不安の軽減につながります！！

モモデデルル地地区区 保保護護者者アアンンケケーートトよよりり

・・小小学学校校ととのの連連携携やや、、周周りりのの園園ととのの交交

流流がが企企画画さされれてていいてて、、子子どどももたたちちもも楽楽

ししみみににししてていいるるしし、、大大人人もも安安心心ししまますす。。 

・・小小学学生生ととのの関関わわりりをを通通ししてて就就学学すするる

ここととへへのの期期待待感感がが高高ままっってていいまますす。。

園園とと学学校校がが情情報報共共有有やや連連携携ををととっってて

長長いい目目でで子子どどももたたちちをを見見ててほほししいいのの

ででここれれかかららもも続続けけててほほししいいでですす。。
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◎◎１１年年生生体体験験

◎◎終終わわりりのの会会

★１日入学を迎えるまでに２回の交流活

動を通して、仲を深めてきている関係だ

からこそ安心して過ごすことができてい

ます。どのグループも楽しそうに活動に

取り組んでいました。

★活動計画には「おみやげ」「お見送り」

としか書かれていませんが、実際の姿

では、自分の書いた手紙を読んで渡す

１年生がいたり、５歳児の帰り道にアー

チを作ったりするなどの自発的な姿が

たくさん見られました。門を出るところま

で見送る１年生の姿が印象的です。

交交流流活活動動をを通通ししてて保保育育者者やや小小学学校校教教員員がが大大切切ににすするるポポイインントト

□事前に目的やねらい、内容の在り方について話し合い、共有（大人の信頼関係が子どもの安心へ）

□どちらかが計画書を作成するのではなく、共に作成。さらには全職員で取組の意義を共有（組織的に）

□子どもの「やってみたい」を大切に、自己決定・自己選択ができる場の設定（大人のみで決めない）

□子どもの有能性を信じ、当日は「子どもに任せる」（任せてもらえるからこその責任感、そして自信へ）

★「べんきょうしたい」「タブレットをさわってみたい」などの５歳児の思いを事前に知った１年生が

計画。自分の席に座る５歳児に寄り添い、タブレットの使い方などを教える姿がありました。

③園どうしの交流活動

保幼小、縦のつながりも大切ですが、同じ小学校区内の幼児教育施設どうしのつながりもま

た、子どもの育ちを考える際に重要なポイントとなります。

★5 歳児がどの園でも共通して楽しんで

いる遊びを取り入れ、まずはリラックス。

声を出して体を動かすことで自然と緊張

がほぐれ、あっという間に笑顔がたくさん

見られました。

★就学前に５園で交流することで友達関

係が広がります。園を越えて手紙のや

り取りをする子どもも。小学校の先生か

らは入学してくる子どものコミュニケー

ション力の高さに驚く声もありました。

モモデデルル地地域域でではは・・・・・・

5園が集まっての5歳児の交流活動を年間２回計画しました。その他にも2園の中で連絡をとり

あって４歳児の交流を計画するなど 5歳児以外の交流活動も積極的に行っています。

地域の文化展で、偶然出会ったときには、園を越えて手をつないで作品を見て回る 5歳児の姿が

見られるなど、就学に向けて友達関係が広まっている様子が見られました。

保育者どうしの横のつながりもまた、子どもの育ちに影響しそうですね

「保護者へ発信」することで、就学
前の不安の軽減につながります！！

モモデデルル地地区区 保保護護者者アアンンケケーートトよよりり

・・小小学学校校ととのの連連携携やや、、周周りりのの園園ととのの交交

流流がが企企画画さされれてていいてて、、子子どどももたたちちもも楽楽

ししみみににししてていいるるしし、、大大人人もも安安心心ししまますす。。 

・・小小学学生生ととのの関関わわりりをを通通ししてて就就学学すするる

ここととへへのの期期待待感感がが高高ままっってていいまますす。。

園園とと学学校校がが情情報報共共有有やや連連携携ををととっってて

長長いい目目でで子子どどももたたちちをを見見ててほほししいいのの

ででここれれかかららもも続続けけててほほししいいでですす。。
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第第 ２２ 回回 交交 流流 活活 動動 計計 画画

＜＜活活動動のの展展開開＞＞

活活動動名名 ねねんんちちょょううささんんととももっっととななかかよよくくななりりたたいい！！『『ああききままつつりりだだいいささくくせせんん』』

実施月日 令和６年 11月 27日（水）（9：50～11:：30）

参加者

うららか保育園 年長組２２名（２名×４チーム １名×１４チーム）グループ番号①～⑱ 担任・園長・保育士

春野平和保育園 年長組 ９名，（２名×２チーム 1名×５チーム） グループ番号⑲～○25 担任・園長

春野東小学校 １年１組 25名，（１名×25チーム）担任・校長

実施場所 春野東小学校 体育館

活動の

ねらい

幼
児

〇（交流活動に対するねらい）小学校への訪問を楽しみにし，積極的に 1年生に関わろうとする。

〇（指導計画に基づくねらい）1年生と交流を深めることで小学校生活への期待を高める。

児
童

〇（教科等）本時の目標（生活科）年長さんの思いに寄り添って伝え方を工夫し，おまつりを一

緒に楽しんでいる。

〇（本時の評価規準）【評価の観点】幼児の反応や状況に合わせて伝え方を変えたり，繰り返し

伝えたりして，進んで交流しようとしている。【主】

準備物

（持参物）

幼
児

・名札カード・手提げ袋・上履き・どんぐり（1人 10個）

児
童

・名札カード・各グループが作ったおもちゃ等店で使うもの・色のリボン

教
師

・修理用の道具（セロハンテープ、ガムテープ、サランラップ、アルミホイル、ボンド等）

・オルガン ・CDデッキ ・CD ・ホワイトボード（2台） ・長机 ・児童机、いす

事前の学び

（遊び・学習）

幼
児

・当日，お買い物をするためにお金（どんぐり）を用意する。

・なべなべそこぬけ、9マス鬼ごっこの遊びをしてみる。

児
童

・身近な秋のものを使ったおもちゃや工作を考え，園児に楽しんでもらえるように計画し，準

備したり，手直しをしたりする。

幼児への支援等 時程 幼児・児童の活動
児童への支援等

（◆評価規準）
備考

○降車後に人数確認を行う。

〇靴を脱ぐ，上履きをはくなど

一つ一つの身支度ができてい

るか見守りながら声をかけ，

体育館へ移動する。

9:50 ・春野東小着

・体育館に移動

〇歓迎の気持ちでお迎えする

ように準備しておく。

（体育館で待機）

○司会の話を静かに聞くことが

できるよう見守る。

10:00 １.始めのあいさつ

・今日のめあてを確認する。

２.活動の確認

・グループづくり

（自己紹介・あいさつ）

・なべなべそこぬけ

・おもちゃまつり（前半）

・おもちゃまつり（後半）

・お楽しみタイム

・ふりかえり

〇児童が自分たちで進行でき

るように声かけする。

〇交流の見通しがもてるよう

にプログラムと会場図・めあ

てを掲示する。

〇補足があれば伝える。

・グループは

前回のペア

を使って作

る。

〇個々の様子を見守り，必要に

応じてことばをかけたり，一

緒に自己紹介を行ったりする

ようにする。

10:05 ３.グループづくり

（自己紹介・あいさつ）
〇自分のペアの年長児を連れ

て並ばせる。名前を確認した

り，挨拶を交わしたりして関

わっている児童を認める。

あきのおみせでいっぱいたのしもう。

いっしょにあそんでもっとすごくなかよくなろう。○め

④交流活動計画
○活動に入れない幼児がいた

ら，そばで話を聞きながら，

安心して活動に入れるように

する。

10:10 ４.手遊び

（なべなべそこぬけ）

ペアと⇒グループで

〇ペアの年長児と楽しめるよ

うに声をかけ，見守る。

〇触れ合いなどが苦手な児童

の近くで一緒に楽しく活動

を盛り上げる。

○安全面に配慮する。

〇人数確認を行う。

〇子どもの様子に応じて，前

半・後半チームのメンバーや

活動の流れなどを個々に伝え

不安のないようにする。

〇子どもと児童の関わりを見守

りながら，困っているときは

必要に応じて言葉を添える。

〇楽しい気持ちに共感してい

く。

〇初めての場所だと緊張する園

児もおり，楽しめるように積

極的に声をかける。

10:20 ５.おまつり交流をする

（前半）10:20～10:35

準備・引継ぎ等（10分）

（後半）10:45～11:00

★お楽しみタイム

（10分）

（園児がもう一度やりたいことを

選択して，楽しむ。）

〇先にお店を担当するチーム

は，ペアの年長児にお店や仕

事の説明をする。自信がない

児童には励ますように前向

きな合図や指示をしながら

サポートする。園児に，後か

らお店を回ることができる

ことを伝えておく。

〇先に店を回るチームは，ペア

の年長児にどの店から回り

たいか聞いたりして準備を

するようにする。

◆◆幼児の反応や状況に合わせ

て伝え方や内容を変えたり，

繰り返し伝えたりして，一緒

におまつりを楽しんでいる。

【主】

〇年長児の立場になって一緒

に楽しんだり，困り感に寄り

添ったりしている児童を評

価する。

○児童，年長児に前後半交代，

終わりの合図は音楽で知ら

せる。

・修理用の準

備物は多め

に用意して

おく。

・全体の準備

が整ったこ

とを確認し

て始める。

〇子どもの気持ちに共感しなが

ら次回の交流に期待が高まる

ようにする。

11:10 ６．ふりかえり

・チームで

・１年生から

・年長さんから

○「楽しかった」「嬉しかった」

だけの振り返りにならない

ように「何が」「どうだった

のか」を答えられるように声

かけする。

〇友達の感想に，共感しながら

一生懸命に聞く姿を認める。

・感想発表は，

まずペア同士

で楽しかった

こと等を 1年

生が聞きなが

ら会話し，そ

の後みんなに

発表するよう

にする。

〇静かに話を聞くことができる

ように声をかける。

11:20 ７．終わりのあいさつ

帰りの準備をする
〇代表者が自信をもって言え

るように促す。

〇感謝の気持ちをこめて，気持

ちのよいあいさつができるよ

うにする。

11:30 ８．お見送りをする

（体育館）
〇お見送りをすることで，最後

まで触れ合えるようにする。

〇名前を呼んでいる児童を認

める。

事後の学び

（遊び・学習）

幼
児

・仲良くなった 1年生との交流を振り返り，また一緒に遊びたいという思いや一緒に遊んだ

遊びをもう一度園でやってみたいという気持ちへとつなげていく。

児
童

・交流活動の経験の中での幼児の様子や感想をふり返り，自分や友達の頑張りや伸びに気付き、

お互いに喜び合ったり、褒め合ったりする。

【お祭りの屋台】

・ゲームや

①９マスおにごっこ

②さかなつり

・こうさくや

（松ぼっくりのけん玉）

・あきクイズや

・お店や

（食べ物，アクセサリー等販売）

※途中お金が足りなくなったら

どんぐり銀行でおろしてくる。
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第第 ２２ 回回 交交 流流 活活 動動 計計 画画

＜＜活活動動のの展展開開＞＞

活活動動名名 ねねんんちちょょううささんんととももっっととななかかよよくくななりりたたいい！！『『ああききままつつりりだだいいささくくせせんん』』

実施月日 令和６年 11月 27日（水）（9：50～11:：30）

参加者

うららか保育園 年長組２２名（２名×４チーム １名×１４チーム）グループ番号①～⑱ 担任・園長・保育士

春野平和保育園 年長組 ９名，（２名×２チーム 1名×５チーム） グループ番号⑲～○25 担任・園長

春野東小学校 １年１組 25名，（１名×25チーム）担任・校長

実施場所 春野東小学校 体育館

活動の

ねらい

幼
児

〇（交流活動に対するねらい）小学校への訪問を楽しみにし，積極的に 1年生に関わろうとする。

〇（指導計画に基づくねらい）1年生と交流を深めることで小学校生活への期待を高める。

児
童

〇（教科等）本時の目標（生活科）年長さんの思いに寄り添って伝え方を工夫し，おまつりを一

緒に楽しんでいる。

〇（本時の評価規準）【評価の観点】幼児の反応や状況に合わせて伝え方を変えたり，繰り返し

伝えたりして，進んで交流しようとしている。【主】

準備物

（持参物）

幼
児

・名札カード・手提げ袋・上履き・どんぐり（1人 10個）

児
童

・名札カード・各グループが作ったおもちゃ等店で使うもの・色のリボン

教
師

・修理用の道具（セロハンテープ、ガムテープ、サランラップ、アルミホイル、ボンド等）

・オルガン ・CDデッキ ・CD ・ホワイトボード（2台） ・長机 ・児童机、いす

事前の学び

（遊び・学習）

幼
児

・当日，お買い物をするためにお金（どんぐり）を用意する。

・なべなべそこぬけ、9マス鬼ごっこの遊びをしてみる。

児
童

・身近な秋のものを使ったおもちゃや工作を考え，園児に楽しんでもらえるように計画し，準

備したり，手直しをしたりする。

幼児への支援等 時程 幼児・児童の活動
児童への支援等

（◆評価規準）
備考

○降車後に人数確認を行う。

〇靴を脱ぐ，上履きをはくなど

一つ一つの身支度ができてい

るか見守りながら声をかけ，

体育館へ移動する。

9:50 ・春野東小着

・体育館に移動

〇歓迎の気持ちでお迎えする

ように準備しておく。

（体育館で待機）

○司会の話を静かに聞くことが

できるよう見守る。

10:00 １.始めのあいさつ

・今日のめあてを確認する。

２.活動の確認

・グループづくり

（自己紹介・あいさつ）

・なべなべそこぬけ

・おもちゃまつり（前半）

・おもちゃまつり（後半）

・お楽しみタイム

・ふりかえり

〇児童が自分たちで進行でき

るように声かけする。

〇交流の見通しがもてるよう

にプログラムと会場図・めあ

てを掲示する。

〇補足があれば伝える。

・グループは

前回のペア

を使って作

る。

〇個々の様子を見守り，必要に

応じてことばをかけたり，一

緒に自己紹介を行ったりする

ようにする。

10:05 ３.グループづくり

（自己紹介・あいさつ）
〇自分のペアの年長児を連れ

て並ばせる。名前を確認した

り，挨拶を交わしたりして関

わっている児童を認める。

あきのおみせでいっぱいたのしもう。

いっしょにあそんでもっとすごくなかよくなろう。○め

④交流活動計画
○活動に入れない幼児がいた

ら，そばで話を聞きながら，

安心して活動に入れるように

する。

10:10 ４.手遊び

（なべなべそこぬけ）

ペアと⇒グループで

〇ペアの年長児と楽しめるよ

うに声をかけ，見守る。

〇触れ合いなどが苦手な児童

の近くで一緒に楽しく活動

を盛り上げる。

○安全面に配慮する。

〇人数確認を行う。

〇子どもの様子に応じて，前

半・後半チームのメンバーや

活動の流れなどを個々に伝え

不安のないようにする。

〇子どもと児童の関わりを見守

りながら，困っているときは

必要に応じて言葉を添える。

〇楽しい気持ちに共感してい

く。

〇初めての場所だと緊張する園

児もおり，楽しめるように積

極的に声をかける。

10:20 ５.おまつり交流をする

（前半）10:20～10:35

準備・引継ぎ等（10分）

（後半）10:45～11:00

★お楽しみタイム

（10分）

（園児がもう一度やりたいことを

選択して，楽しむ。）

〇先にお店を担当するチーム

は，ペアの年長児にお店や仕

事の説明をする。自信がない

児童には励ますように前向

きな合図や指示をしながら

サポートする。園児に，後か

らお店を回ることができる

ことを伝えておく。

〇先に店を回るチームは，ペア

の年長児にどの店から回り

たいか聞いたりして準備を

するようにする。

◆◆幼児の反応や状況に合わせ

て伝え方や内容を変えたり，

繰り返し伝えたりして，一緒

におまつりを楽しんでいる。

【主】

〇年長児の立場になって一緒

に楽しんだり，困り感に寄り

添ったりしている児童を評

価する。

○児童，年長児に前後半交代，

終わりの合図は音楽で知ら

せる。

・修理用の準

備物は多め

に用意して

おく。

・全体の準備

が整ったこ

とを確認し

て始める。

〇子どもの気持ちに共感しなが

ら次回の交流に期待が高まる

ようにする。

11:10 ６．ふりかえり

・チームで

・１年生から

・年長さんから

○「楽しかった」「嬉しかった」

だけの振り返りにならない

ように「何が」「どうだった

のか」を答えられるように声

かけする。

〇友達の感想に，共感しながら

一生懸命に聞く姿を認める。

・感想発表は，

まずペア同士

で楽しかった

こと等を 1年

生が聞きなが

ら会話し，そ

の後みんなに

発表するよう

にする。

〇静かに話を聞くことができる

ように声をかける。

11:20 ７．終わりのあいさつ

帰りの準備をする
〇代表者が自信をもって言え

るように促す。

〇感謝の気持ちをこめて，気持

ちのよいあいさつができるよ

うにする。

11:30 ８．お見送りをする

（体育館）
〇お見送りをすることで，最後

まで触れ合えるようにする。

〇名前を呼んでいる児童を認

める。

事後の学び

（遊び・学習）

幼
児

・仲良くなった 1年生との交流を振り返り，また一緒に遊びたいという思いや一緒に遊んだ

遊びをもう一度園でやってみたいという気持ちへとつなげていく。

児
童

・交流活動の経験の中での幼児の様子や感想をふり返り，自分や友達の頑張りや伸びに気付き、

お互いに喜び合ったり、褒め合ったりする。

【お祭りの屋台】

・ゲームや

①９マスおにごっこ

②さかなつり

・こうさくや

（松ぼっくりのけん玉）

・あきクイズや

・お店や

（食べ物，アクセサリー等販売）

※途中お金が足りなくなったら

どんぐり銀行でおろしてくる。
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第第 ３３ 回回 交交 流流 活活 動動 計計 画画

＜＜活活動動のの展展開開＞＞

活活動動名名 よよううここそそ「「ももううすすぐぐ 11年年生生」」（（１１日日入入学学））

実施月日 令和７年１月 24日（金）（9：20～11：30）

参加者

うららか保育園 ２２名，春野平和保育園 ９名，へいわ幼稚園 １５名，春野学園 ９名

春野中央保育園 3名,杉の子せと幼稚園 1名，各園担任 等

春野東小学校 １年生 ４９名，各担任

実施場所 春野東小学校 体育館，1年教室 他

活動の

ねらい

幼
児

〇もうすぐ 1年生になるという自覚をもち，小学校生活への期待を高める。

〇小学校の校舎の中を見たり，学校生活を体験したりすることで，1年生になりたいという思い

を高める。

児
童

○本時の目標（生活科）年長児に喜んでもらいたいという思いをもち，学校のことを分かりや

すく伝えようとしている。

（本時の評価規準）【評価の観点】

・ペアの年長さんの思いや願いを聞きながら，上級生として優しく関わろうとしている。【主】

・年長さんに喜んでもらいたいという思いをもち，進んで関わろうとしている。【主】

準備物

（持参物）

幼
児

・上履き ・荷物を入れる袋 ・名札カード ・カラー帽子（鬼ごっこをしたいときに使う）

児
童

・名札カード（児童用） ・学校探検の地図 ・その他教室での交流で使用するもの

事前の学び

（遊び・学習）

幼
児

・一日入学でどんなことをしたいのかを園で話し合い，一日入学を楽しみにする。

児
童

・年長さんにどんな気持ちになってほしいかを想像しながら準備を重ね，自分たちで計画を立

てて，年長さんをおもてなしできるようにする。

幼児への支援等 時程 幼児・児童の活動
児童への支援等

（◆評価規準）
備考

〇期待感をもちながら話を聞

いたり，活動に参加したりで

きるように声をかける。

9:00 ・小学校に到着する

・体育館に移動

・整列して並ぶ

〇年長さんをサポートする気

持ちを大切にしながら，主

体的に活動できるように声

をかける。

園ごとに並

んでくださ

い。

○司会の話を静かに聞くこと

ができるよう見守る。

〇安心して活動に参加できる

よう，声をかける。

〇元気よく声が出せるように，

声をかける。

〇一年生の話をよく聞いて，楽

しく安全に探検ができるよ

うに声をかける。

9:20

9:30

１．交流①（体育館）

①始めのあいさつ

②園児からあいさつ・歌

③学校探検（校舎内）
（各グループ 1年生 2人程度）

・活動の確認をする

・グループ作り

・お互いの名前の確認

・グループごとに探検する

〇司会やあいさつ係の児童が

自分たちで進んで進行でき

るように声をかける。

〇時間を見て行動できるよ

う，ホワイトボードにしめ

しておく。

〇年長さんの希望を聞きなが

ら，安全に，マナーを守っ

て探検ができるように，活

動の仕方を確認する。

◆ペペアアのの年年長長ささんんのの思思いいやや願願

いいをを聞聞ききななががらら，，上上級級生生とと

ししてて優優ししくく関関わわろろううととししてて

いいるる。。【【行行動動・・発発言言】】

※ 第１回の交流活動計画も幼保支援課のホームページからダウンロード可能です。

ぜひご活用ください。

10:15 ・体育館に集合する

・トイレの確認をする

〇次の活動の見通しをもっ

て，時間を気にしながら行

動できるように声をかけ

る。

〇安全に気を付けて遊ぶよう

に声をかける。

10:25

10:45

２．運動場で遊ぶ。

（休み時間）

・体育館に集合する。

・トイレに行っておく。

〇ペアの年長さんがしたいこ

とを優先して，遊べるよう

声をかける。

〇時間を見て行動できるよう

に意識付けを行う。

他の学年の

児童も遊ん

でいます。

見守りをお

願いします。

〇一年生と一緒に，楽しく鑑賞

できるよう見守る。

10:55

11:00

３．５年生の合奏を鑑賞す

る。（体育館）

〇年長さんと一緒に，楽しく

鑑賞できるよう見守る。

〇一年生の説明をよく聞いて，

仲良く活動できるよう声を

かける。

〇苦手な活動がある時には，無

理にしなくてもよいことを

伝え，楽しく過ごせるように

手助けをする。

11:05

11:25

４．交流②（各教室）

１－１

・タブレット

・ひらがな

・おみやげ

１－２

・ひらがな

・おえかき

・じゃんけん

〇年長さんの気持ちを聞きな

がら，様子を見て活動の内

容を変えたり，手助けをし

たりしてよいことを確認す

る。

◆◆年年長長ささんんにに喜喜んんででももららいいたた

いいとといいうう思思いいををももちち，，進進んん

でで関関わわろろううととししてていいるる。。

【【行行動動・・発発言言】】

〇感謝の気持ちをこめて，気持

ちのよい挨拶ができるよう

にする。

11:25

11:30

５．終わりの会（各教室）

・感想を言い合う

・終わりの言葉

・帰る準備をする

・お見送りをする

・小学校発

〇元気よく，心を込めて挨拶

をしている児童や，仲良く

なった友達の名前を呼んで

挨拶をしている児童を認め

る。

各教室か

ら体育館

玄関まで

一緒に移

動し，お見

送りをし

ます。

事後の学び

（遊び・学習）

幼
児

・仲良くなった 1年生との交流や，学級での活動を振り返り，早く 1年生になりたいという思

いや，小学校生活への期待をもって過ごせるようにする。

児
童

・交流活動の経験の中での幼児の様子や感想をふり返り，自分や友達の頑張りや成長に気付く

ことができるようにする。
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第第 ３３ 回回 交交 流流 活活 動動 計計 画画

＜＜活活動動のの展展開開＞＞

活活動動名名 よよううここそそ「「ももううすすぐぐ 11年年生生」」（（１１日日入入学学））

実施月日 令和７年１月 24日（金）（9：20～11：30）

参加者

うららか保育園 ２２名，春野平和保育園 ９名，へいわ幼稚園 １５名，春野学園 ９名

春野中央保育園 3名,杉の子せと幼稚園 1名，各園担任 等

春野東小学校 １年生 ４９名，各担任

実施場所 春野東小学校 体育館，1年教室 他

活動の

ねらい

幼
児

〇もうすぐ 1年生になるという自覚をもち，小学校生活への期待を高める。

〇小学校の校舎の中を見たり，学校生活を体験したりすることで，1年生になりたいという思い

を高める。

児
童

○本時の目標（生活科）年長児に喜んでもらいたいという思いをもち，学校のことを分かりや

すく伝えようとしている。

（本時の評価規準）【評価の観点】

・ペアの年長さんの思いや願いを聞きながら，上級生として優しく関わろうとしている。【主】

・年長さんに喜んでもらいたいという思いをもち，進んで関わろうとしている。【主】

準備物

（持参物）

幼
児

・上履き ・荷物を入れる袋 ・名札カード ・カラー帽子（鬼ごっこをしたいときに使う）

児
童

・名札カード（児童用） ・学校探検の地図 ・その他教室での交流で使用するもの

事前の学び

（遊び・学習）

幼
児

・一日入学でどんなことをしたいのかを園で話し合い，一日入学を楽しみにする。

児
童

・年長さんにどんな気持ちになってほしいかを想像しながら準備を重ね，自分たちで計画を立

てて，年長さんをおもてなしできるようにする。

幼児への支援等 時程 幼児・児童の活動
児童への支援等

（◆評価規準）
備考

〇期待感をもちながら話を聞

いたり，活動に参加したりで

きるように声をかける。

9:00 ・小学校に到着する

・体育館に移動

・整列して並ぶ

〇年長さんをサポートする気

持ちを大切にしながら，主

体的に活動できるように声

をかける。

園ごとに並

んでくださ

い。

○司会の話を静かに聞くこと

ができるよう見守る。

〇安心して活動に参加できる

よう，声をかける。

〇元気よく声が出せるように，

声をかける。

〇一年生の話をよく聞いて，楽

しく安全に探検ができるよ

うに声をかける。

9:20

9:30

１．交流①（体育館）

①始めのあいさつ

②園児からあいさつ・歌

③学校探検（校舎内）
（各グループ 1年生 2人程度）

・活動の確認をする

・グループ作り

・お互いの名前の確認

・グループごとに探検する

〇司会やあいさつ係の児童が

自分たちで進んで進行でき

るように声をかける。

〇時間を見て行動できるよ

う，ホワイトボードにしめ

しておく。

〇年長さんの希望を聞きなが

ら，安全に，マナーを守っ

て探検ができるように，活

動の仕方を確認する。

◆ペペアアのの年年長長ささんんのの思思いいやや願願

いいをを聞聞ききななががらら，，上上級級生生とと

ししてて優優ししくく関関わわろろううととししてて

いいるる。。【【行行動動・・発発言言】】

※ 第１回の交流活動計画も幼保支援課のホームページからダウンロード可能です。

ぜひご活用ください。

10:15 ・体育館に集合する

・トイレの確認をする

〇次の活動の見通しをもっ

て，時間を気にしながら行

動できるように声をかけ

る。

〇安全に気を付けて遊ぶよう

に声をかける。

10:25

10:45

２．運動場で遊ぶ。

（休み時間）

・体育館に集合する。

・トイレに行っておく。

〇ペアの年長さんがしたいこ

とを優先して，遊べるよう

声をかける。

〇時間を見て行動できるよう

に意識付けを行う。

他の学年の

児童も遊ん

でいます。

見守りをお

願いします。

〇一年生と一緒に，楽しく鑑賞

できるよう見守る。

10:55

11:00

３．５年生の合奏を鑑賞す

る。（体育館）

〇年長さんと一緒に，楽しく

鑑賞できるよう見守る。

〇一年生の説明をよく聞いて，

仲良く活動できるよう声を

かける。

〇苦手な活動がある時には，無

理にしなくてもよいことを

伝え，楽しく過ごせるように

手助けをする。

11:05

11:25

４．交流②（各教室）

１－１

・タブレット

・ひらがな

・おみやげ

１－２

・ひらがな

・おえかき

・じゃんけん

〇年長さんの気持ちを聞きな

がら，様子を見て活動の内

容を変えたり，手助けをし

たりしてよいことを確認す

る。

◆◆年年長長ささんんにに喜喜んんででももららいいたた

いいとといいうう思思いいををももちち，，進進んん

でで関関わわろろううととししてていいるる。。

【【行行動動・・発発言言】】

〇感謝の気持ちをこめて，気持

ちのよい挨拶ができるよう

にする。

11:25

11:30

５．終わりの会（各教室）

・感想を言い合う

・終わりの言葉

・帰る準備をする

・お見送りをする

・小学校発

〇元気よく，心を込めて挨拶

をしている児童や，仲良く

なった友達の名前を呼んで

挨拶をしている児童を認め

る。

各教室か

ら体育館

玄関まで

一緒に移

動し，お見

送りをし

ます。

事後の学び

（遊び・学習）

幼
児

・仲良くなった 1年生との交流や，学級での活動を振り返り，早く 1年生になりたいという思

いや，小学校生活への期待をもって過ごせるようにする。

児
童

・交流活動の経験の中での幼児の様子や感想をふり返り，自分や友達の頑張りや成長に気付く

ことができるようにする。
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９９．．互互いいのの教教育育のの理理解解をを図図るる研研修修会会

◆前前日日ままででにに

① 視点メモ、各参考資料を、幼保支援課HP よりダウンロードし、印刷する。（ｐ.45 参照）
② 小学校教員は、保育参観の前に保育を見る視点を学んで園内研修に参加するとよい。

◆◆当当日日のの朝朝

○ 当日参加する小学校教員は、保育参観 15分程度前に集合し、
園長等（担任は保育中）から、説明を受ける。
〔説明内容〕 ・昨日までの子どもの様子 ・視点メモの書き方

・日案の見方 等

※ 遊びは学び 学びは遊び “やってみたいが学びの芽”の動画
コンテンツ（文部科学省）を視聴することもおすすめです。 動動画画ははここちちららかからら

①① 〔〔互互いいのの教教育育のの理理解解〕〕 ～保育を見合っての園内研修～

【【目目的的】】 架け橋期の子どもの育ちを、保育者と小学校教員が子どもの姿をもとに語り合うこと
で、互いの教育への理解を深め、双方の教育のさらなる質の向上につなげていくこと
が大切です。

【【ポポイインントト】】 具体の「子どもの姿」をもとに、語り合いを通して「育ち」を検討

【【準準備備すするる物物】】 模造紙、付箋（4色）、サインペン、カラーペン、視点メモ、
「資質・能力のつながり」「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」参考資料

【【所所要要時時間間・・人人数数等等】】 参観：：90 分程度 協議：1時間半程度 人数：1 グループ 5人程度

★幼児期の遊びの中には、小学校教育以降の
資質・能力の基礎が満載です。

小学校教員のなかには、保育の何を見たらよいのか分からない方もいるのでは？

子どもが遊んでいる姿をどのように見るか？「ただ楽しそうに遊んでいる」と見るのか、「何

を楽しんでいるのだろう？」「何を実現しようとしているのだろう？」と見るかで、見える子どもの

姿が変わってきます。本資料についても幼保支援課HPでダウンロード可能です。説明文も付

いているので、事前に小学校で学んでおくこともできます。

重要

「保育を見る視点」

資料の紹介（抜粋）

◆◆協協議議がが始始ままるる前前にに

○ 視点メモを参考に、 ３色の付箋に子どもの姿等をネームペンで書く。（１人３色×3 セット）
〔付箋〕①黄色：ねらい（目標）に基づいた子どもの姿

②桃色：①の姿から推し量った子どもの内面（楽しんでいることや経験していること）

③青色：①②につながった環境構成や保育者の援助

◆◆協協議議のの進進めめ方方

1.①の子どもの姿と②の内面の付箋を出しながら伝え合い、遊びや内面（育ち）でグルーピン

グし、タイトルをつけて整理する。 その際、桃色の付箋（内面）については、そこから「どのよう

な力が育ちつつあるか」を参加者で検討することが重要。検討したことを付箋の近くに書き

加えるとよい。

２.「どのような力が育ちつつあるか」を検討したら、それらの力を「３つの資質・能力」や「幼児

期の終わりまでに育ってほしい姿」を視点に捉える。 「試行錯誤する力」「何度もチャレンジ

する力」「思考力の芽生え」「協同性」などキーワードを模造紙に書き加えるとよい。

さらに、小学校教員から今日の子どもの姿から見えてきた力や経験は、小学校教育でどのよ

うに生かすことができるか、具体的な場面をあげて話してもらうとつながりがより見えてくる。

３.２の育ちにつながった環境構成や保育者の援助（青色の付箋）を出し合い、子どもの姿がね

らいにせまるものであったかを検討す

る。今日の子どもの姿とねらいにズレが

ある場合は、明日の保育に向けて、ねら

いに加筆修正を加えるとよい。

４.検討した「明日のねらい」に向けて、さら

にどのような環境構成や保育者の援助

があるとよいかを付箋（緑色）に書き、参

加者で共有する。 初めて協議を一緒に

する場合は、感想を伝えたり、疑問に感

じたことを尋ねてみたりすることもするとよい。

５.協議内容を他のグループに説明するなどし、各グループ協

議内容を共有する。

６.アドバイザーに、本日の保育や幼児期の遊びを通しての

学びについて１５分程度話してもらう。

１１人人のの子子どどももに

焦点をあて、何を

どのようにしてい

たかなど具体的

に姿を書く。

参観中に視点メモに記録を残して

おくと整理しやすいですね

５
歳
児
の
例

A ちゃんが、外のテー
ブルの上に細かな砂を
集めて、息を吹きかけ、
その変化を見ては、別の
位置から吹きかけ、その
変化をまた見ていた。
強く吹いたり優しく吹

いたりもしていた。

吹きつける空気の

量や角度、勢いなど

で、砂の形が変化す

ることを楽しんでい

る。

じっくりと試すこと

ができる場（ちょう

どよいテーブル）が

砂場の近くに用意

されていた。

司会者と記録者（模造紙へのまとめ役）は、事前に進め方の打ち合わせをすることを
オススメします
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９９．．互互いいのの教教育育のの理理解解をを図図るる研研修修会会

◆前前日日ままででにに

① 視点メモ、各参考資料を、幼保支援課HP よりダウンロードし、印刷する。（ｐ.45 参照）
② 小学校教員は、保育参観の前に保育を見る視点を学んで園内研修に参加するとよい。

◆◆当当日日のの朝朝

○ 当日参加する小学校教員は、保育参観 15分程度前に集合し、
園長等（担任は保育中）から、説明を受ける。
〔説明内容〕 ・昨日までの子どもの様子 ・視点メモの書き方

・日案の見方 等

※ 遊びは学び 学びは遊び “やってみたいが学びの芽”の動画
コンテンツ（文部科学省）を視聴することもおすすめです。 動動画画ははここちちららかからら

①① 〔〔互互いいのの教教育育のの理理解解〕〕 ～保育を見合っての園内研修～

【【目目的的】】 架け橋期の子どもの育ちを、保育者と小学校教員が子どもの姿をもとに語り合うこと
で、互いの教育への理解を深め、双方の教育のさらなる質の向上につなげていくこと
が大切です。

【【ポポイインントト】】 具体の「子どもの姿」をもとに、語り合いを通して「育ち」を検討

【【準準備備すするる物物】】 模造紙、付箋（4色）、サインペン、カラーペン、視点メモ、
「資質・能力のつながり」「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」参考資料

【【所所要要時時間間・・人人数数等等】】 参観：：90 分程度 協議：1時間半程度 人数：1 グループ 5人程度

★幼児期の遊びの中には、小学校教育以降の
資質・能力の基礎が満載です。

小学校教員のなかには、保育の何を見たらよいのか分からない方もいるのでは？

子どもが遊んでいる姿をどのように見るか？「ただ楽しそうに遊んでいる」と見るのか、「何

を楽しんでいるのだろう？」「何を実現しようとしているのだろう？」と見るかで、見える子どもの

姿が変わってきます。本資料についても幼保支援課HPでダウンロード可能です。説明文も付

いているので、事前に小学校で学んでおくこともできます。

重要

「保育を見る視点」

資料の紹介（抜粋）

◆◆協協議議がが始始ままるる前前にに

○ 視点メモを参考に、 ３色の付箋に子どもの姿等をネームペンで書く。（１人３色×3 セット）
〔付箋〕①黄色：ねらい（目標）に基づいた子どもの姿

②桃色：①の姿から推し量った子どもの内面（楽しんでいることや経験していること）

③青色：①②につながった環境構成や保育者の援助

◆◆協協議議のの進進めめ方方

1.①の子どもの姿と②の内面の付箋を出しながら伝え合い、遊びや内面（育ち）でグルーピン

グし、タイトルをつけて整理する。 その際、桃色の付箋（内面）については、そこから「どのよう

な力が育ちつつあるか」を参加者で検討することが重要。検討したことを付箋の近くに書き

加えるとよい。

２.「どのような力が育ちつつあるか」を検討したら、それらの力を「３つの資質・能力」や「幼児

期の終わりまでに育ってほしい姿」を視点に捉える。 「試行錯誤する力」「何度もチャレンジ

する力」「思考力の芽生え」「協同性」などキーワードを模造紙に書き加えるとよい。

さらに、小学校教員から今日の子どもの姿から見えてきた力や経験は、小学校教育でどのよ

うに生かすことができるか、具体的な場面をあげて話してもらうとつながりがより見えてくる。

３.２の育ちにつながった環境構成や保育者の援助（青色の付箋）を出し合い、子どもの姿がね

らいにせまるものであったかを検討す

る。今日の子どもの姿とねらいにズレが

ある場合は、明日の保育に向けて、ねら

いに加筆修正を加えるとよい。

４.検討した「明日のねらい」に向けて、さら

にどのような環境構成や保育者の援助

があるとよいかを付箋（緑色）に書き、参

加者で共有する。 初めて協議を一緒に

する場合は、感想を伝えたり、疑問に感

じたことを尋ねてみたりすることもするとよい。

５.協議内容を他のグループに説明するなどし、各グループ協

議内容を共有する。

６.アドバイザーに、本日の保育や幼児期の遊びを通しての

学びについて１５分程度話してもらう。

１１人人のの子子どどももに

焦点をあて、何を

どのようにしてい

たかなど具体的

に姿を書く。

参観中に視点メモに記録を残して

おくと整理しやすいですね

５
歳
児
の
例

A ちゃんが、外のテー
ブルの上に細かな砂を
集めて、息を吹きかけ、
その変化を見ては、別の
位置から吹きかけ、その
変化をまた見ていた。
強く吹いたり優しく吹

いたりもしていた。

吹きつける空気の

量や角度、勢いなど

で、砂の形が変化す

ることを楽しんでい

る。

じっくりと試すこと

ができる場（ちょう

どよいテーブル）が

砂場の近くに用意

されていた。

司会者と記録者（模造紙へのまとめ役）は、事前に進め方の打ち合わせをすることを
オススメします
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【【資資質質・・能能力力をを視視点点にに協協議議をを進進めめたた場場合合】】

各各種種参参考考資資料料

【【視視点点メメモモ】】 【【幼幼児児期期のの終終わわりりままででにに育育っっててほほししいい姿姿】】 【【幼幼児児教教育育ににおおいいてて育育みみたたいい資資質質・・能能力力】】

例例 体体育育科科 １１・・２２年年生生 領領域域 「「ゲゲーームム」」

思考力・判断力・表現力 等

「簡単な規則を工夫したり、攻め方を選んだりすると

ともに、考えたことを友達に伝えること」が内容として

示されていることと関連。

（（子子どどもものの姿姿のの例例））

・鬼遊びで、少人数で連携して相手（鬼）をかわした

り、走り抜けたりする行い方について、動作や言葉で

友達に伝える。

実際の協議の際に、幼児期の遊びの中の学びの姿（経験や育ちつつある力）について例で示
しているような内容を小学校教員が伝えるとより分かりやすいです。

上記の資料は、幼保支援課HPから

ダウンロードできます。

  3355..33%%
（（2244））

4477..00％％（（3322））

1166..22%%（（1111））

11..55%%（（11））

園園やや小小学学校校ににおおいいてて、、架架けけ橋橋ププロロググララムムにに取取りり組組むむここととでで

自自身身のの保保育育やや授授業業にに対対すするる考考ええ方方やや方方法法にに変変化化ががあありりままししたたかか。。

ああててははままるる どどちちららかかとといいううととああててははままるる
どどちちららかかとといいううととああててははままららなないい ああててははままららなないい

「保育や授業に対する考え方や方法に

変化があった」と回答した先生が、架け

橋期以外の先生も含め、８０％を超えて

います。特に小学校側の変化の要因と

してあがっていたのが、「園の公開保育

に協議まで参加したこと」でした。

★モデル校区の保育者・教員アンケート結果より

他にも、保育者が小学１年生の生活科の授業などを参観し、その後の協議に参
加することで、小学校で大切にしていることが分かり、幼児教育をさらに豊かにして
いくことにつながります

◆◆テテーーママ 「秋の自然物を使った遊び」

◆◆始始めめるる前前にに 模造紙の上に幼児教育施設のねらいを、下に小学校の目標を記載しておく。

◆◆進進めめ

１．幼児教育施設のねらいと小学校の目標を確認する。

２．進め方を説明し、4色の付箋にネームペンで書く。（１人４色×3 セット程度）

〔付箋〕 ①黄色：ねらい（目標）に基づいた子どもの姿 ②桃色：①の姿から育まれつつある力（資質・能力）

③青色：①②につながった環境構成（学習環境） ④緑色：①②につながった先生の援助（支援）

３．幼児教育施設から付箋の内容に言葉を足しながら模造紙に貼る。似た内容は同じところに貼っ

たり、 発言内容を追記したり、グルーピングしタイトルを付けたりして、可視化しながら進める。幼

児教育施設が出し終わったら、小学校が同じようにしていく。

4．全ての付箋を出したら、類似点や相違点を見て、つなげたり追記し

たりする。

５．保幼小が、それぞれで大切にしていることを聞き合う。

６．今後の「秋の自然物を使った遊び」について、小

学校は幼児教育の経験を生かして授業をどのよう

に工夫していきたいか、幼児教育施設は、小学校

を見通してどのような工夫ができそうか（注：小学校

の前倒しにならないように）出し合う。（それぞれが数分

相談し合って出し合うのもよい）

７．それぞれの指導計画に追記する。

【【目目的的】】 保幼小が共通の視点で子どもの姿を話し合うことで、そこで育まれつつある資質・能
力を互いに知り合い、各施設の教育に生かせるようにする。

【【ポポイインントト】】・保幼小の類似点や相違点等の気付きやから教材研究につなげる。
・双方のねらいや目標を知る。複数園の場合は、年間計画から取りまとめて使う。

②② 〔〔保保幼幼小小連連絡絡会会ⅠⅠ〕〕 ～秋の自然物を使った遊び～

【【準準備備すするる物物】】ググルルーーププ：：模造紙１枚、カラーマジックペン、 個人：付箋４色（3 セット）、ネームペン

【【所所要要時時間間・・人人数数等等】】６０分程度 ・1グループ 5、6 人

保育者は友達のや
り取りを聞きなが
ら、近くで見守って
いた。

５
歳
児
の
例

一緒に作ったどんぐ
りコースで「なんで
こっちばっかり行く
が」と言い、友達と直
し始めた。

一つの目的に向かっ
て、自分の考えを伝え
たり、友達の考えを聞
いたりして、一緒に達
成しようとする。

作りたいものがじ
っくりと作れる素
材や場・時間があっ
た。

子子どどもものの遊遊びびのの写写真真やや教教科科書書

をを見見せせ合合ううののももいいいいでですすねね
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【【資資質質・・能能力力をを視視点点にに協協議議をを進進めめたた場場合合】】

各各種種参参考考資資料料

【【視視点点メメモモ】】 【【幼幼児児期期のの終終わわりりままででにに育育っっててほほししいい姿姿】】 【【幼幼児児教教育育ににおおいいてて育育みみたたいい資資質質・・能能力力】】

例例 体体育育科科 １１・・２２年年生生 領領域域 「「ゲゲーームム」」

思考力・判断力・表現力 等

「簡単な規則を工夫したり、攻め方を選んだりすると

ともに、考えたことを友達に伝えること」が内容として

示されていることと関連。

（（子子どどもものの姿姿のの例例））

・鬼遊びで、少人数で連携して相手（鬼）をかわした

り、走り抜けたりする行い方について、動作や言葉で

友達に伝える。

実際の協議の際に、幼児期の遊びの中の学びの姿（経験や育ちつつある力）について例で示
しているような内容を小学校教員が伝えるとより分かりやすいです。

上記の資料は、幼保支援課HPから

ダウンロードできます。

  3355..33%%
（（2244））

4477..00％％（（3322））

1166..22%%（（1111））

11..55%%（（11））

園園やや小小学学校校ににおおいいてて、、架架けけ橋橋ププロロググララムムにに取取りり組組むむここととでで

自自身身のの保保育育やや授授業業にに対対すするる考考ええ方方やや方方法法にに変変化化ががあありりままししたたかか。。

ああててははままるる どどちちららかかとといいううととああててははままるる
どどちちららかかとといいううととああててははままららなないい ああててははままららなないい

「保育や授業に対する考え方や方法に

変化があった」と回答した先生が、架け

橋期以外の先生も含め、８０％を超えて

います。特に小学校側の変化の要因と

してあがっていたのが、「園の公開保育

に協議まで参加したこと」でした。

★モデル校区の保育者・教員アンケート結果より

他にも、保育者が小学１年生の生活科の授業などを参観し、その後の協議に参
加することで、小学校で大切にしていることが分かり、幼児教育をさらに豊かにして
いくことにつながります

◆◆テテーーママ 「秋の自然物を使った遊び」

◆◆始始めめるる前前にに 模造紙の上に幼児教育施設のねらいを、下に小学校の目標を記載しておく。

◆◆進進めめ

１．幼児教育施設のねらいと小学校の目標を確認する。

２．進め方を説明し、4色の付箋にネームペンで書く。（１人４色×3 セット程度）

〔付箋〕 ①黄色：ねらい（目標）に基づいた子どもの姿 ②桃色：①の姿から育まれつつある力（資質・能力）

③青色：①②につながった環境構成（学習環境） ④緑色：①②につながった先生の援助（支援）

３．幼児教育施設から付箋の内容に言葉を足しながら模造紙に貼る。似た内容は同じところに貼っ

たり、 発言内容を追記したり、グルーピングしタイトルを付けたりして、可視化しながら進める。幼

児教育施設が出し終わったら、小学校が同じようにしていく。

4．全ての付箋を出したら、類似点や相違点を見て、つなげたり追記し

たりする。

５．保幼小が、それぞれで大切にしていることを聞き合う。

６．今後の「秋の自然物を使った遊び」について、小

学校は幼児教育の経験を生かして授業をどのよう

に工夫していきたいか、幼児教育施設は、小学校

を見通してどのような工夫ができそうか（注：小学校

の前倒しにならないように）出し合う。（それぞれが数分

相談し合って出し合うのもよい）

７．それぞれの指導計画に追記する。

【【目目的的】】 保幼小が共通の視点で子どもの姿を話し合うことで、そこで育まれつつある資質・能
力を互いに知り合い、各施設の教育に生かせるようにする。

【【ポポイインントト】】・保幼小の類似点や相違点等の気付きやから教材研究につなげる。
・双方のねらいや目標を知る。複数園の場合は、年間計画から取りまとめて使う。

②② 〔〔保保幼幼小小連連絡絡会会ⅠⅠ〕〕 ～秋の自然物を使った遊び～

【【準準備備すするる物物】】ググルルーーププ：：模造紙１枚、カラーマジックペン、 個人：付箋４色（3 セット）、ネームペン

【【所所要要時時間間・・人人数数等等】】６０分程度 ・1グループ 5、6 人

保育者は友達のや
り取りを聞きなが
ら、近くで見守って
いた。

５
歳
児
の
例

一緒に作ったどんぐ
りコースで「なんで
こっちばっかり行く
が」と言い、友達と直
し始めた。

一つの目的に向かっ
て、自分の考えを伝え
たり、友達の考えを聞
いたりして、一緒に達
成しようとする。

作りたいものがじ
っくりと作れる素
材や場・時間があっ
た。

子子どどもものの遊遊びびのの写写真真やや教教科科書書

をを見見せせ合合ううののももいいいいでですすねね
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◆◆テテーーママ 「数量や図形などへの関心・感覚と算数科とのつながり」

◆始始めめるる前前にに 各園ごとに、子どもの姿を４色の付箋に書く。（１人４色×３セット程度）

①黄色：数量・図形に関係のある遊びや活動につながる子どもの姿

②桃色：①の姿から経験していることや育ちつつある力（資質・能力）

③青色：①②につながった環境構成 ④緑色：①②につながった保育者の援助（支援）

◆◆進進めめ方方

1. 保育所保育指針・幼稚園教育要領等を読み合う。

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（数量や図形、標識や文字への関心・感覚）や 5領域「環境」の内容

「（9）日常生活の中で数量や図形等に関心をもつ」の解説部分を参加者で読み合い、ねらい等を確認する。

２. 園での遊びや生活の中で数量や図形に関する育ちが見られている事例を出し合う。

(1) 事前に記入した①子どもの姿（黄色）と②育ちつつある力（桃色）の付箋をセットで話しながら出す。

(2) 育ちつつある力の付箋をもとに、グルーピングする。（大きさや長さの比較など名前をつけてまとめるとよい）

※数量や図形に関すること以外にも「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」に関係している姿も確認す

る。（協同性、思考力の芽生え等）

(3) 子どもの姿や育ちにつながる③環境構成

（青色）と④援助（緑色）の付箋を出す。

３. １年生の算数科の単元と幼児期の経
験をつなげる。

・グルーピングした付箋のまとまりに小学校算数

科の単元カード（教科書のコピー）を貼ってい

く。

４. 模造紙をもとに、学びのつながりについ
て気付いたことや今後の実践につなげ
ていきたいことを交流する。

③③〔〔保保幼幼小小連連絡絡会会ⅡⅡ〕〕～幼児期の遊びを通した学びと教科とのつながり～

【【目目的的】】 幼児期の数量や図形などへの関心・感覚と小学校算数科におけるつながりを子ども
の姿を通して共有し、互いの実践に生かせるようにする。

【【ポポイインントト】】 園での経験と 1年生算数科の単元とのつながりを見える化し、実践につなげる。

【【準準備備物物】】 グループ：模造紙 1枚、付箋、カラーマジックペン、「幼児期の終わりまでに育って
ほしい姿（数量や図形、標識や文字への関心・感覚）」の資料
個人：付箋 4色、ネームペン、1年生算数科（18 単元）の教科書のコピー 等

【【所所要要時時間間・・人人数数等等】】60分～90 分半程度、1グループ 5､6 人

製作活動で、今ある牛乳
パックの数と使いたい人
の数を比べていた。

数を比べる力 使いたいときに、自由に
使えるように牛乳パック
が用意されている。

遊びの中での大きさ長さの比較や長さ
の感覚の体験が、小学校算数科の
単元「どちらがながい」につながって
いることなどが見えてきました。

５
歳
児
の
例

小学校教員

【付箋】

誰が牛乳パック
を何個ほしいの
かを一緒に確認
した。

文部科学省が発行している「「幼幼児児教教育育とと

小小学学校校教教育育ががつつななががるるっっててどどうういいううこことと？？

（（幼幼児児教教育育及及びび小小学学校校教教育育関関係係者者向向けけ

のの参参考考資資料料））」」 では各教科ごとに幼児期

の遊びを通した学びと各教科等の学習と

のつながり等が解説されてます。

ぜひご活用ください。

連絡会資料

下下記記①①～～④④ににつついいてて、、33～～44 セセッットト付付箋箋にに書書くく ※※見見ややすすいいよよううににネネーームムペペンンでで記記入入

③ ①の姿につながった環境構成（場の構成・材料・もの）【青色の付箋】

④ 保育者の援助 【緑色の付箋】

【桃色】の根拠となる姿

具体的（動き、表情、道具の使い方

等）にどのような姿だったのか。

表面に表れた行為【黄色】から、何を経

験しているのか、どんな学びをしているの

か、自分なりに子どもの内面を推し量って

みましょう。

ピザ屋さんごっこで、３歳児さんにピザを作

ってあげようと、３歳児クラスに行って人数

を数え、その数に合ったピザを、友達と一緒

に確認しながら作っていた。

友達と一緒に人数を確認する。

・・遊遊びびやや生生活活のの中中でで、、数数量量やや図図形形ななどどにに親親ししむむ姿姿

・・遊遊びびやや生生活活のの中中でで、、自自ららのの必必要要感感にに基基づづきき、、数数量量やや図図形形をを活活用用すするる姿姿 等等
※記載する際には、下記の資料を参考にすることも考えられます。

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の「数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚」の数量・図形の部分

『保育所保育指針解説』Ｐ238 ⑨日常の生活の中で数量や図形などに関心をもつ

『認定こども園教育・保育要領解説』P267 (９)日常の生活の中で数量や図形などに関心をもつ

① 遊びや生活の中でどんなことをして

いたでしょう。

【黄色の付箋】

② ①の姿から

どんな経験をしているのでしょう。

どのような学びをしているのでしょう。

【桃色の付箋】

３歳児の人数とピザの数を合わせる。

※上記のように、１つの事実に対して２つの内面が

考えられる場合は、２枚の付箋に書き分けてくだ

さい。

連絡会の時間に限りがあるときは、この資料を参考

に、事前に遊びや生活の中での実際の子どもの姿を

付箋に記入しておくとワークがスムーズに進みます。

ワワーーククシシーートトををアアレレンンジジししてて活活用用
トピックを「数量や図形への関心・感覚」から「言

葉による伝え合い」に変更して、遊びや生活の中で見

られた幼児の姿と、国語科「話す・聞く」領域における

学習内容とをつなげて検討することも可能です。「幼

児期の終わりまでに育ってほしい姿」を視点に、子ど

もの姿を通して互いの理解を深めることができます。
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◆◆テテーーママ 「数量や図形などへの関心・感覚と算数科とのつながり」

◆始始めめるる前前にに 各園ごとに、子どもの姿を４色の付箋に書く。（１人４色×３セット程度）

①黄色：数量・図形に関係のある遊びや活動につながる子どもの姿

②桃色：①の姿から経験していることや育ちつつある力（資質・能力）

③青色：①②につながった環境構成 ④緑色：①②につながった保育者の援助（支援）

◆◆進進めめ方方

1. 保育所保育指針・幼稚園教育要領等を読み合う。

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（数量や図形、標識や文字への関心・感覚）や 5領域「環境」の内容

「（9）日常生活の中で数量や図形等に関心をもつ」の解説部分を参加者で読み合い、ねらい等を確認する。

２. 園での遊びや生活の中で数量や図形に関する育ちが見られている事例を出し合う。

(1) 事前に記入した①子どもの姿（黄色）と②育ちつつある力（桃色）の付箋をセットで話しながら出す。

(2) 育ちつつある力の付箋をもとに、グルーピングする。（大きさや長さの比較など名前をつけてまとめるとよい）

※数量や図形に関すること以外にも「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」に関係している姿も確認す

る。（協同性、思考力の芽生え等）

(3) 子どもの姿や育ちにつながる③環境構成

（青色）と④援助（緑色）の付箋を出す。

３. １年生の算数科の単元と幼児期の経
験をつなげる。

・グルーピングした付箋のまとまりに小学校算数

科の単元カード（教科書のコピー）を貼ってい

く。

４. 模造紙をもとに、学びのつながりについ
て気付いたことや今後の実践につなげ
ていきたいことを交流する。

③③〔〔保保幼幼小小連連絡絡会会ⅡⅡ〕〕～幼児期の遊びを通した学びと教科とのつながり～

【【目目的的】】 幼児期の数量や図形などへの関心・感覚と小学校算数科におけるつながりを子ども
の姿を通して共有し、互いの実践に生かせるようにする。

【【ポポイインントト】】 園での経験と 1年生算数科の単元とのつながりを見える化し、実践につなげる。

【【準準備備物物】】 グループ：模造紙 1枚、付箋、カラーマジックペン、「幼児期の終わりまでに育って
ほしい姿（数量や図形、標識や文字への関心・感覚）」の資料
個人：付箋 4色、ネームペン、1年生算数科（18 単元）の教科書のコピー 等

【【所所要要時時間間・・人人数数等等】】60分～90 分半程度、1グループ 5､6 人

製作活動で、今ある牛乳
パックの数と使いたい人
の数を比べていた。

数を比べる力 使いたいときに、自由に
使えるように牛乳パック
が用意されている。

遊びの中での大きさ長さの比較や長さ
の感覚の体験が、小学校算数科の
単元「どちらがながい」につながって
いることなどが見えてきました。

５
歳
児
の
例

小学校教員

【付箋】

誰が牛乳パック
を何個ほしいの
かを一緒に確認
した。

文部科学省が発行している「「幼幼児児教教育育とと

小小学学校校教教育育ががつつななががるるっっててどどうういいううこことと？？

（（幼幼児児教教育育及及びび小小学学校校教教育育関関係係者者向向けけ

のの参参考考資資料料））」」 では各教科ごとに幼児期

の遊びを通した学びと各教科等の学習と

のつながり等が解説されてます。

ぜひご活用ください。

連絡会資料

下下記記①①～～④④ににつついいてて、、33～～44 セセッットト付付箋箋にに書書くく ※※見見ややすすいいよよううににネネーームムペペンンでで記記入入

③ ①の姿につながった環境構成（場の構成・材料・もの）【青色の付箋】

④ 保育者の援助 【緑色の付箋】

【桃色】の根拠となる姿

具体的（動き、表情、道具の使い方

等）にどのような姿だったのか。

表面に表れた行為【黄色】から、何を経

験しているのか、どんな学びをしているの

か、自分なりに子どもの内面を推し量って

みましょう。

ピザ屋さんごっこで、３歳児さんにピザを作

ってあげようと、３歳児クラスに行って人数

を数え、その数に合ったピザを、友達と一緒

に確認しながら作っていた。

友達と一緒に人数を確認する。

・・遊遊びびやや生生活活のの中中でで、、数数量量やや図図形形ななどどにに親親ししむむ姿姿

・・遊遊びびやや生生活活のの中中でで、、自自ららのの必必要要感感にに基基づづきき、、数数量量やや図図形形をを活活用用すするる姿姿 等等
※記載する際には、下記の資料を参考にすることも考えられます。

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の「数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚」の数量・図形の部分

『保育所保育指針解説』Ｐ238 ⑨日常の生活の中で数量や図形などに関心をもつ

『認定こども園教育・保育要領解説』P267 (９)日常の生活の中で数量や図形などに関心をもつ

① 遊びや生活の中でどんなことをして

いたでしょう。

【黄色の付箋】

② ①の姿から

どんな経験をしているのでしょう。

どのような学びをしているのでしょう。

【桃色の付箋】

３歳児の人数とピザの数を合わせる。

※上記のように、１つの事実に対して２つの内面が

考えられる場合は、２枚の付箋に書き分けてくだ

さい。

連絡会の時間に限りがあるときは、この資料を参考

に、事前に遊びや生活の中での実際の子どもの姿を

付箋に記入しておくとワークがスムーズに進みます。

ワワーーククシシーートトををアアレレンンジジししてて活活用用
トピックを「数量や図形への関心・感覚」から「言

葉による伝え合い」に変更して、遊びや生活の中で見

られた幼児の姿と、国語科「話す・聞く」領域における

学習内容とをつなげて検討することも可能です。「幼

児期の終わりまでに育ってほしい姿」を視点に、子ど

もの姿を通して互いの理解を深めることができます。
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◆◆テテーーママ 「主体性とは？」（校区内の実態に合わせて設定する）

◆始始めめるる前前にに 模造紙の真ん中にキーワードを書く。司会者と記録者を決める。

◆◆進進めめ方方

１. キーワードである「主体性」からイメージすることを自由に発言し、マップを広げていく。

２. 司会者は、出てきた意見をもとに、「具体的にはどういう姿？」など、考えをより深めるための問い

返しをする。記録者は出てきた考えを線でつなぎながらさらにマップを広げる。

３. 話し合いが進んでいく過程で出た

意見をもとに、他の参加者にも「○○

についてどう思うか」などと意見を促

す。

4. テーマが「主体性」のような概念的

な場合は、実際の保育や授業ではど

ういった姿が見られるか、どのように

環境構成や援助を行っているかなど

の具体を問う。

5. 答えを１つに絞ることが目的ではな

いため、必ずしもまとめる必要はない。また、テーマをもとにそれぞれの参加者が自身の実践を振

り返ることが大切であるため、話し合いを行っての感想を交流することも考えられる。その際、例え

ば「明日からの実践に生かしてみたいと思ったこと」などテーマを決めて振り返るとよい。

【【目目的的】】架け橋期のカリキュラムを実践するなかで生まれてくる悩みについて、保育者と小学校教
諭が一緒に話すことで、校区内で大切にしたいことを共有し、実践の質を高める。

【【ポポイインントト】】・カリキュラムをもとにして実践する中で生まれてくる悩みごとをトピックにする。
・「キーワード」を中心にしてマッピングする。相手の意見を否定しない。

④④〔〔保保幼幼小小連連絡絡会会ⅢⅢ〕〕 ～保育・授業実践から生まれてくる課題意識をもとに～

【【準準備備すするる物物】】 ググルルーーププ：：模造紙１枚、カラーマジックペン

【【所所要要時時間間・・人人数数等等】】 ・・60 分程度 ・1 グループ 5、6 人

マッピングのように考えを広げたいときや参加者自身の

思いを自由に出してほしいときは、安心して話せる場をつく

ることが何よりも重要です。写真のように笑顔で話せる雰

囲気をつくるために、話し合う前にアイスブレイクとして簡

単なゲームを取り入れてみることもいいですね。

◆◆テテーーママ 「9～12月までの子どもの姿の振り返り」

◆◆始始めめるる前前にに

カリキュラムの「めざす子どもの姿」や「遊びや学びのプロセスで大切にしたい経験」等から

振り返って、重なる子どもの姿を（黄色）、育ちつつある力（桃色）とそれにつながる環境構成と

援助（青色と緑色）を１人 3セットで書く。

◆◆進進めめ方方

１．事前に記入した付箋を順番に説明しながら、カリキュラムに貼っていく。

・園と小学校のカリキュラム双方で順に行う。

２．付箋を貼ったカリキュラムをもとに、振り返って気が付いたことや今後の実践につなげていきたい

ことを交流する。

・付け足しや内容変更など修正したい点があれば、赤字で書き込む。

【目目的的】】 カリキュラムに重なる具体的な子どもの姿を共有する中で、育ちを捉えたり、育ちにつな
がる環境構成や保育者・小学校教諭の援助を確認したりする。

【【ポポイインントト】】 ・振り返るときの視点を決めておく。
・振り返る中で、子どもの実態に合っていないときはカリキュラムを修正していく。

【【準準備備物物】】カリキュラムの拡大コピー（可能なら）、付箋・カラーマジックペン、
付箋 4色（3セット）ネームペン

【【所所要要時時間間・・人人数数等等】】30分程度、1グループ 5、6人程度

期間ごとに振り返ると、修正に生かせます。（今
回の振り返りはココ）

春野東小学校区では、振り返りの視点を、探
究することを楽しむ（園）・探究する（小学
校）の子どもの姿で振り返りました。

庭でカタツムリを発見。図
鑑で調べ、餌になりそうな
葉や花を食べさせようと

飼育かごに入れるが殻か
ら出てこない。「なんでや
ろう。水は？」飼育かごに
水を入れると殻から頭を

出す。

〔育ちつつある力〕
不思議に思う・
考える・工夫する
思いついたことを
やってみる

〔保育者の援助〕
・自分達で用意できる餌があるこ

とに気付けるような言葉がけ
・中がよく見えるようペットボト
ルを提案

⑤⑤ 〔〔保保幼幼小小連連絡絡会会ⅣⅣ〕〕～架け橋期のカリキュラムを使った振り返り～

年度末には、１年間カリキュラムを活用しての成果や課題などを出し合い、次年度に向けてカリキュラムを見直して

いきましょう。カリキュラムの見直しは、毎年の振り返りを残しておき、２～３年程度で見直していくのもよいでしょう。

〔環境構成〕
図鑑・飼育ケースの用意

より見やすくするため
に、途中からカタツムリ
の入れ物をペットボト
ルに変更
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◆◆テテーーママ 「主体性とは？」（校区内の実態に合わせて設定する）

◆始始めめるる前前にに 模造紙の真ん中にキーワードを書く。司会者と記録者を決める。

◆◆進進めめ方方

１. キーワードである「主体性」からイメージすることを自由に発言し、マップを広げていく。

２. 司会者は、出てきた意見をもとに、「具体的にはどういう姿？」など、考えをより深めるための問い

返しをする。記録者は出てきた考えを線でつなぎながらさらにマップを広げる。

３. 話し合いが進んでいく過程で出た

意見をもとに、他の参加者にも「○○

についてどう思うか」などと意見を促

す。

4. テーマが「主体性」のような概念的

な場合は、実際の保育や授業ではど

ういった姿が見られるか、どのように

環境構成や援助を行っているかなど

の具体を問う。

5. 答えを１つに絞ることが目的ではな

いため、必ずしもまとめる必要はない。また、テーマをもとにそれぞれの参加者が自身の実践を振

り返ることが大切であるため、話し合いを行っての感想を交流することも考えられる。その際、例え

ば「明日からの実践に生かしてみたいと思ったこと」などテーマを決めて振り返るとよい。

【【目目的的】】架け橋期のカリキュラムを実践するなかで生まれてくる悩みについて、保育者と小学校教
諭が一緒に話すことで、校区内で大切にしたいことを共有し、実践の質を高める。

【【ポポイインントト】】・カリキュラムをもとにして実践する中で生まれてくる悩みごとをトピックにする。
・「キーワード」を中心にしてマッピングする。相手の意見を否定しない。

④④〔〔保保幼幼小小連連絡絡会会ⅢⅢ〕〕 ～保育・授業実践から生まれてくる課題意識をもとに～

【【準準備備すするる物物】】 ググルルーーププ：：模造紙１枚、カラーマジックペン

【【所所要要時時間間・・人人数数等等】】 ・・60 分程度 ・1 グループ 5、6 人

マッピングのように考えを広げたいときや参加者自身の

思いを自由に出してほしいときは、安心して話せる場をつく

ることが何よりも重要です。写真のように笑顔で話せる雰

囲気をつくるために、話し合う前にアイスブレイクとして簡

単なゲームを取り入れてみることもいいですね。

◆◆テテーーママ 「9～12月までの子どもの姿の振り返り」

◆◆始始めめるる前前にに

カリキュラムの「めざす子どもの姿」や「遊びや学びのプロセスで大切にしたい経験」等から

振り返って、重なる子どもの姿を（黄色）、育ちつつある力（桃色）とそれにつながる環境構成と

援助（青色と緑色）を１人 3セットで書く。

◆◆進進めめ方方

１．事前に記入した付箋を順番に説明しながら、カリキュラムに貼っていく。

・園と小学校のカリキュラム双方で順に行う。

２．付箋を貼ったカリキュラムをもとに、振り返って気が付いたことや今後の実践につなげていきたい

ことを交流する。

・付け足しや内容変更など修正したい点があれば、赤字で書き込む。

【目目的的】】 カリキュラムに重なる具体的な子どもの姿を共有する中で、育ちを捉えたり、育ちにつな
がる環境構成や保育者・小学校教諭の援助を確認したりする。

【【ポポイインントト】】 ・振り返るときの視点を決めておく。
・振り返る中で、子どもの実態に合っていないときはカリキュラムを修正していく。

【【準準備備物物】】カリキュラムの拡大コピー（可能なら）、付箋・カラーマジックペン、
付箋 4色（3セット）ネームペン

【【所所要要時時間間・・人人数数等等】】30分程度、1グループ 5、6人程度

期間ごとに振り返ると、修正に生かせます。（今
回の振り返りはココ）

春野東小学校区では、振り返りの視点を、探
究することを楽しむ（園）・探究する（小学
校）の子どもの姿で振り返りました。

庭でカタツムリを発見。図
鑑で調べ、餌になりそうな
葉や花を食べさせようと

飼育かごに入れるが殻か
ら出てこない。「なんでや
ろう。水は？」飼育かごに
水を入れると殻から頭を

出す。

〔育ちつつある力〕
不思議に思う・
考える・工夫する
思いついたことを
やってみる

〔保育者の援助〕
・自分達で用意できる餌があるこ

とに気付けるような言葉がけ
・中がよく見えるようペットボト
ルを提案

⑤⑤ 〔〔保保幼幼小小連連絡絡会会ⅣⅣ〕〕～架け橋期のカリキュラムを使った振り返り～

年度末には、１年間カリキュラムを活用しての成果や課題などを出し合い、次年度に向けてカリキュラムを見直して

いきましょう。カリキュラムの見直しは、毎年の振り返りを残しておき、２～３年程度で見直していくのもよいでしょう。

〔環境構成〕
図鑑・飼育ケースの用意

より見やすくするため
に、途中からカタツムリ
の入れ物をペットボト
ルに変更
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10．幼保支援課HP 保幼小連携・接続に係る内容の紹介
https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/311601/

① 高知県幼保支援課ホームページを開く。

② 下にスクロールし、「幼児教育」カテゴリーにある

『架け橋プログラム』または『保幼小連携・接続推進支援事業』をクリックする。

架け橋プログラム

１ 架け橋プログラム DVD 全編

モデル地域の取組を映像でまとめたものです。

子供をまんなかにした話し合いを通して学びをつなぐ

『架け橋プログラムの取組～架け橋期の教育の充実に向けて～』

１ 架け橋期のカリキュラム
モデル地域である春野東小学校区の「架け橋期のカリキュラ

ム」です。

２ めざす子ども像 モデル地域である春野東小学校区の「めざす子ども像」です。

３ 事例集 モデル地域である春野東小学校区の「事例集」です。

４
架け橋プログラムの進め方の
ポイント

架け橋プログラムをどのように実践していくのか、ポイントをまと

めています。

５
保幼小連携接続

（架け橋プログラム）年間計画

子どもの姿をまんなかにして話し合う会を、現在、実践されてい

る活動をもとに、年間の見通しをもって計画し、実践していくた

めの、参考としてご覧ください。

保幼小連携・接続推進支援事業

１

【保育参観・保育者体験

等をする前に】

保育を見る視点

子どもや保育者の見方・考え方の視点を示しています。小学校以上

の教職員が、保育を参観したり、

保育者体験を行ったりする前に、

この資料をご活用ください。

２
幼小連携・接続
交流活動案

子どもの主体性を大切にした、互恵性のある交流活動による活動案です。活

動計画の作成や事前・事後の打合せにご活用ください。

３ スタートカリキュラム

スタートカリキュラムは、保育所・幼稚園等の遊びや生活を通した学びと育ち

を基盤として、主体的に自己を発揮し、新しい学校生活を作り出していくため

の小学校入学当初のカリキュラムです。組織的・計画的にスタートカリキュラム

を実践していくための資料を紹介しています。

４ チェックシート
スタートカリキュラム（小学１年生）、保育参観（５歳児）と協議、授業参観（小

学１年生）と協議の視点を明確にするために活用するチェックシートです。

学校経営計画でも
活用できます

保育参観を「楽しそうに遊
んでいる」だけで終わらせ
ないために･･･！


